
１－１ １．かけ算（１／４） ｐ８～１１  

 
・乗数が１つずつ増減するときの乗数と積の変化の関係や乗法の交換法則の理解を深める。 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                        

・できるだけ子どもの考えを大切にしましょう。同じ反応をした子どもをまとめておくとよい。 
 
  

Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

・図を利用し、かける数・かけられる数に注目しながら式に表していく。 
 
 

１．九九を唱える。 
 
 
 
 

２．P９の問題について考える。 
 
 
 
 「P１０の３人の考えを見ながら考えましょう。」 
 
 はるとさん ７×４の答えは、４×７の答えと同じになる。 
    →被乗数と乗数を入れ替えて計算しても積は変わらない。 
  
 みさきさん ７×４の答えは、７×３の答えより７大きくなる。 
    →乗数が１増えると、積は被乗数分だけ増える。 
 
 あみさん  ７×４の答えは、７×５の答えより７小さくなる。 
    →乗数が１減ると、積は被乗数分だけ減る。 
 
３．九九の答えの見つけ方について、言葉と式でまとめる。 
 

 
 

 
「３人の考えを式に表してみましょう。」 
  
はるとさん ７×４＝４×７ 
みさきさん ７×４＝７×３＋７ 

 あみさん  ７×４＝７×５−７ 
 
４．P１１、△１と△２の問題に取り組む。 
 

１．九九の答えになるかけ
算の式を考えるなどし
て、定着を確認する。     
（５分） 

 
２．２年生で習ったかけ算
をもとに考えさせる。 

  
→シート１ 図をもと
に考えさせる。 
 
かける数・かけられる数
に注目しながら、答えの
見つけ方を考えさせる。 

(１５分) 
 
 
 
 
 
３．図から式を考えさせ
る。 
３人の考えと式を関連
づけてとらえさせるよ
うにする。 
 
「＝」（等号）の役割につ
いておさえる。(１５分) 

 
 
４．言葉や式、アレイ図、

九九表などと関連づ
けて説明できるよう
にまとめさせる。 
     （１０分） 

 

・目標 

７×４の答えの見つけ方を考えましょう。 

かけざんのきまりを使えば、九九の答えを見つけることができる 



まとめ 

かけざんのきまりを使えば、九九の答えを見つけることができる 

① かけられる数とかける数を入れかえても答えは同じです。 

②かける数が１へると、答えはかけられる数だけ小さくなります。 

③かける数が１ふえると、答えはかけられる数だけ大きくなります。 

  
 
 

７×４の答えの見つけ方を考えましょう。 

はるとさんの考え    みさきさんの考え      あみさんの考え 

 ７×４           ７×４            ７×４ 

●●●●        ●○○   ○       ●○○○   ○ 

●○○○        ●○○   ○       ●○○○   ○  

●○○○        ●○○   ○       ●○○○   ○ 

●○○○ ⇒４×７   ●○○ ← ○       ●○○○ → ○  

●○○○        ●○○   ○       ●○○○   ○ 

●○○○        ●○○   ○       ●○○○   ○ 

●○○○        ●○○   ○       ●○○○   ○ 

７×４⇔４×７     ７×３ ＋ □       ７×５ − □ 

入れかえる７大きい    ７大きい          ７小さい 

 

                   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

問題 ７×４の答えの見つけ方を考えましょう。 

はるとさん       みさきさん          あみさん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

九九の答えの見つけ方についてまとめましょう。 

 

●○○     ○ 

●○○     ○ 

●○○     ○ 

●○○     ○ 

●○○     ○ 

●○○     ○ 

●○○     ○ 

●○○○   ○ 

●○○○   ○ 

●○○○   ○ 

●○○○   ○ 

●○○○   ○ 

●○○○   ○ 

●○○○   ○ 

●●●●   

●○○○   

●○○○   

●○○○   

●○○○   

●○○○   

●○○○   

式 式 式 



１－２ １．かけ算（２／４） ｐ１２～１３   

 
・乗法の分配法則（被乗数あるいは乗数を分解）を理解し、九九の答えを求めることができる。 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     Ⅳ 板書計画 

・図をもとに、分け方に着目するとともに、分けたものを式に表現させることで乗法の約束を理解さ

せる。 
 
  

Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 
・図を通して、かける数やかけられる数の分け方に注目させながら、約束を理解させていく。 
 

１．問題を把握し、取り組む。 
 
 
 
 
 

こうたさん 
    ５×７＝３５ 

９×７ 
    ４×７＝２８ 
       

あわせて６３ 
 
 
 

しほさん 
     ９×３＝２７ 
９×７ 

      ９×４＝３６ 
 
      あわせて６３ 
 
 
 
 
２．乗法の分配法則についてまとめる。 
 
 
 
  
 
３．P１２△3 、P１３△4 の問題に取り組む。 
  
 
 

 
１．アレイ図の部分のみ提
示して、どのように考え
たのか説明させる。 

 
 被乗数・乗数を分けて計
算していることに気づ
かせる。（１５分） 

 
 
 
 
 
 
 
２．ある段はある段とある
段の和で表せることと
同じ考えであることに
気づかせる。 

 
 乗法では、被乗数と乗数
のどちらかを分けて計
算しても、答えが同じに
なることに気づかせる。 

(２０分) 
 

 
 
 
 
３．被乗数・乗数の分け方
を確認させる。（１０分） 

・目標 

こうたさんとしほさんは、９×７の答えを下のような考えでも

とめました。二人の考えを説明しましょう。 

かけられる数を分けて計算しても答えは同じになる。 

かける数を分けて計算しても答えは同じになる。 

● ● ● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● ● ●  ５×７ 
● ● ● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● ● ●  ４×７ 
● ● ● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● ● ●   
● ● ● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● ● ●   
● ● ● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● ● ● 
９×３  ９×４ 



まとめ 

①かけられる数を分けて計算しても、答えは同じになります。 

②かける数を分けて計算しても、答えは同じなります。 

  
 
 
こうたさんとみほさんは、９×７の答えを下のような考えでもとめました。 

二人の考えを言いましょう。 

 

こうたさんの考え             しほの考え 

      ●○○○○○○              ●○○ ○○○○ 

●○○○○○○              ●○○ ○○○○ 

 ●○○○○○○  ５×７＝３５      ●○○ ○○○○ ９×３＝２７ 

  ●○○○○○○              ●○○ ○○○○     

９×７  ●○○○○○○   ＋     ９×７  ●○○ ○○○○   ＋ 

●○○○○○○              ●○○ ○○○○ 

●○○○○○○  ４×７＝２８      ●○○ ○○○○ ９×４＝３６ 

●○○○○○○               ●○○ ○○○○ 

●○○○○○○              ●○○ ○○○○ 

                          ９×３ ９×４ 

あわせて               あわせて        

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
問題 こうたさんとしほさんは、９×７の答えを下のように考えて求めまし

た。二人の考えを説明しましょう。 

こうたさんの考え                  

 

 

 

 

しほさんの考え 

 

 

 

 

問題 ①９×□＝７２   □＝     になります 

   ②□×８＝７２   □＝     になります 

 

 

まとめ 

 

● ● ● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● ● ●  

● ● ● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● ● ●  

● ● ● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● ● ●  

● ● ● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● ● ●  

● ● ● ● ● ● ● 
● ● ● ● ● ● ● 

考え方 



２－１ １．かけ算（３／４） ｐ１４〜１７   

 
・被乗数や乗数が１０のときや、被乗数が１０を超える場合の考えを、乗法に関して成り立つ

性質やきまりを用いて考え、説明することができる。 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     Ⅳ 板書計画 

・今までのかけ算のきまりを利用しながら、答えを求めさせる。ただ方法を教えるのではなく、子ど

もの考えをもとにまとめていく。 
Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 
・図をもとに計算の方法を考えていくことが大切である。 
 
 

１．かけられる数やかける数が１０の問題に取り組む。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．P１５５の表、P１４△5 の問題に取り組む。 
３．かけられる数が１０を超える問題に取り組む。 
  
 
 

 
１．児童の考えを認めた上
で、かけ算のきまりを使
って求める方法を考えさ
せる。（１５分） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．乗法のきまりを活用す
るよさをまとめさせる。 

（１０分） 
 
３．既習の分配法則や乗法
の性質のきまりを使って
解決できたよさを振り返
らせる。（２０分） 

 
 
※時間があれば P１７△6 の
問題に取り組む。 

・目標 

かけられる数やかける数が１０のかけ算の答えのもとめ方を考

えましょう。 １０×４  ６×１０の答えのもとめ方 

かけ算九九や１０の

段のかけ算を使うと

もとめられる。 

１０×４ 
 
① １０＋１０＋１０＋１０＝４０ 
 
②１０×４ → ７×４＝２８ 
        ３×４＝１２ 
 ７ ３ 
              ２８＋１２＝４０ 
 

６×１０ 
 
① ６＋６＋６＋６＋６＋６＋６＋６
＋６＋６＝６０ 
 
②６×１０＝６×９＋６ 
ここに数式を入力します。 

③１０×６＝６０ 
 
④６×１０ → ６×８＝４８ 
        ６×２＝１２ 
               ４８＋１２＝６０ 
 

１２×４の答えをもとめましょう 

●  ●  ●  ●  
●  ●  ●  ●  
●  ●  ●  ●   

●  ●  ●  ●  
●  ●  ●  ●  
●  ●  ●  ●  
●  ●  ●  ●   

●  ●  ●  ●  
●  ●  ●  ●  
●  ●  ●  ● 
●  ●  ●  ● 
●  ●  ●  ● 
１２＋１２＋１２＋１２  

●  ●  ●  ●  
●  ●  ●  ●  
●  ●  ●  ●   

●  ●  ●  ●  
●  ●  ●  ●  
●  ●  ●  ●  
●  ●  ●  ●   

●  ●  ●  ●  
●  ●  ●  ●  
●  ●  ●  ● 
●  ●  ●  ● 
●  ●  ●  ● 
９×４ ＋ ３×４  

 
      １０×４ 
１２×４ 
       ２×４ 
４０＋８ 



まとめ 

九九や１０のだんのかけ算を使うと答えをもとめることができます。 

  
 
 
かけられる数やかける数が１０のかけ算の、    １２×４の答えをもとめましょう。 

答えの求め方を考えましょう。 

（１０×４,６×１０ はいくらでしょう）   

１０×４                  こうたさん      みさき 

①１０＋１０＋１０＋１０＝４０        ●  ○ ○ ○      ●○○○ 

②１０×４ →７×４＝２８       ● ○ ○ ○      ●○○○ 

  ↓       と           ● ○ ○ ○      ●○○○ 

 ７＋３   ３×４＝１２       ● ○ ○ ○      ●○○○  

        あわせて４０      ● ○ ○ ○      ●○○○ ９×４ 

                    ● ○ ○ ○  12×４ ●○○○ 

６×１０                 ● ○ ○ ○      ●○○○ 

①6⁺6⁺6⁺6⁺6⁺6⁺6⁺6⁺6⁺6＝60        ● ○ ○ ○      ●○○○ 

②６×１０＝６×９＋６         ● ○  ○ ○      ●○○○ 

③６×１０＝１０×６          ● ○ ○ ○       ●○○○  

④６×１０ → ６×８＝４８      ● ○ ○ ○      ●○○○ ３×４ 

    ↓     と          ● ○ ○ ○      ●○○○ 

   ８＋２   ６×２＝１２      12＋12＋12＋12       ９×４ ＋ ３×４ 

         あわせて６０ 

                          

  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
問題  １０×４   ６×１０  の答えのもとめ方を考えましょう。 

１０×４              ６×１０ 

 

 

 

 

 

 

問題  １２×４の答えをもとめましょう。 

 

 

 
 

 

 

 

まとめ 

 

●  ●  ●  ● 

●  ●  ●  ● 

●  ●  ●  ● 

●  ●  ●  ● 

●  ●  ●  ● 

●  ●  ●  ● 

●  ●  ●  ● 

●  ●  ●  ● 

●  ●  ●  ● 

●  ●  ●  ● 

●  ●  ●  ● 

●  ●  ●  ● 

 

 

●  ●  ●  ● 

●  ●  ●  ● 

●  ●  ●  ● 

●  ●  ●  ● 

●  ●  ●  ● 

●  ●  ●  ● 

●  ●  ●  ● 

●  ●  ●  ● 

●  ●  ●  ● 

●  ●  ●  ● 

●  ●  ●  ● 

●  ●  ●  ● 

 

 



２－２ １．かけ算（４／４） ｐ１４〜１７   

 
・被乗数や乗数が０の場合の式の意味を理解し、計算の答えを求めることができる。 

・a×□＝b、□×a＝b の□にあてはまる数を九九を用いて求めることができる。 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     Ⅳ 板書計画 

・九九の計算をもとに、０の意味とかけ算の意味を理解させながら答えを見つけていく。 
Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

・実際にゲームをし、式にあてはめながら答えを求めていく。 
 
 
 

１．じゃんけんゲームの問題を把握し、取り組む。 
 
 
 
 

点数 パー３ チョキ２ グー１ 負け０ 合計 

回数 ０ ４ ２ ４ １０ 

とく点      

 
「それぞれのとく点をもとめてみましょう。」 
  
 パー ３×０ チョキ ２×４ グー １×２ 負け ０×４ 
 
「３×０はいくらになりますか」『３×０＝０になります』 
 
「０×４はいくらになりますか」『０×４＝０になります』 
 
 
 
 
 
 
 
２．けんさんのとく点を求める問題、P２１△1 の問題に取り組む。 
  
３．P２２の問題を把握し、取り組む。 
 
 
 
 
『九九表を使ってもとめてみよう』 
『じゅんに数をあてはめてみよう』 
 

 
１．単に得点を求めるので
はなく、得点の取り方を
乗法の式に表すことをお
さえる。（１５分） 

  
実際にゲームをさせて
問題場面への興味・関心
を高めさせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．どの手を出して勝った
のか、負けたのか、またそ
れぞれ何回あったのか
を、式から読み取らせる。 

        （２０分） 
３．九九を使えば、乗数や被
乗数を見つけることがで
きることを確認させる。 

（１０分） 
 
※時間があれば P２２△1 △2
の問題に取り組む。 

・目標 

下の表は、まりさんの記ろくを点数ごとに整理したものです。まりさん

のとく点のとり方を式に表して、とく点をもとめましょう。 

かけ算では、かける数やかけられる数が０のときも、式に表

すことができる。どんな数に０をかけても、また、０にどん

な数をかけても、答えは０になる。 

□にあてはまる数を見つけましょう。 

①３×８＝□  ②８×□＝５６ ③□×６＝３０ 



まとめ 

どんな数に０をかけても、答えは０になります。 

また、０にどんな数をかけても、答えは０になります。 

  
 
 
まりさんとのとく点のとり方を式に表して、とく点をもとめましょう。 

 

まりさんの表                   けんさんの表 

点数 パー

３ 

チョキ２ グー１ 負け 合計  点数 パー３ チョキ

２ 

グー

１ 

負け 合計 

回数 ０ ４ ２ ４ １０ 回数 ２ ２ ０ ６ １０ 

とく

点 

     とく

点 

     

まりさんのとく点は・・・            けんさんのとく点は・・・ 

    パー  ３×０ →               パー  ３×２ → 

    チョキ ２×４ →               チョキ ２×２ → 

    グー  １×２ →               グー  １×０ → 

    負け  ０×４ →               負け  ０×６ → 

 

    合計        □点            合計        □点 

 

 

                     

                    

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
問題  とく点は何点になりますか。 

まりさん 

点 数 パーで勝ち 
３点 

チョキで勝ち 
２点 

グーで勝ち 
１点 

負け 
０点 合計 

回 数 ０ ４ ２ ４ １０ 

とく点      

 

 

けんさん 

点 数 パーで勝ち 
３点 

チョキで勝ち 
２点 

グーで勝ち 
１点 

負け 
０点 合計 

回 数 ２ ２ ０ ６ １０ 

とく点      

 

 

ともだちとやってみましょう。 

点 数 パーで勝ち 
３点 

チョキで勝ち 
２点 

グーで勝ち 
１点 

負け 
０点 合計 

回 数      

とく点      

 

 
まとめ 



３－１ ２．時刻と時間のもとめ方（１／２） ｐ２７〜３０   

 
・ある時刻から一定の時間前や後の時刻を求めることができる。 

・２つの時刻の間の時間を求めることができる。 

 

 

Ⅰ 本時の流れ （※内容は以前の教科書を参考 ページは現行教科書通り） 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ 指導のポイント  

・文字盤や、数直線を手がかりにして、時刻や時間を求めていく。 
Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 
・実際に時計に針を書き入れながら指導する。 
 
 
 

１．P２８〜 問題に取り組む。（一定時間後） 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
２．問題に取り組む。（一定時間前） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．P２９、２の問題に取り組む。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．P２８△1 、P２９△2 △3 、P３０△4 △5 に取り組む。 

 
１．時刻と時間について確
認する。 

 時刻…時計の針の示す時 
 時間…時刻と時刻の間 
 
おおよその時刻の見通し
をもたせる。 
 
時計に針を入れながら確
かめさせる。 （１０分） 

 
 
２．１との違いを考えさせ
る。（１０分） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．時間を求める問題であ
ることを確認する。 

        （１０分） 
 
 
 
 
 
 
４．時計に針を入れながら
確かめさせる。（１５分） 

 

・目標 

学校を８時４０分に出て、３０分歩くと公園に着きました。着

いた時こくは何時何分ですか。 

公園を出て、２０分歩いて、商店がいに１０時１０分に着きま

した。公園を出た時刻は何時何分ですか。 

商店がいを１０時４０分に出て、学校に１１時１０分にもどり

ました。商店がいから学校までかかった時間は何分ですか。 



学校を８時４０分に出て、３０分歩

くと公園に着きました。着いた時こ

くは何時何分ですか。 

公園を出て、２０分歩いて、商店が

いに１０時１０分に着きました。公

園を出た時刻は何時何分ですか。 
 

商店がいを１０時４０分に出て、学

校に１１時１０分にもどりました。

商店がいから学校までかかった時間

は何分ですか。 

時計にはりを入

れて考えよう。 

出た時こく、もどった時

こくに注意。 

時計にはりを入

れて考えよう。 

  
 
 

 

 

 

 

 

8:40   9:00   時 分   時 分 10:00  10:10   10:40   11:00  11:10 

 

 

  20 分   10 分       10 分  10 分        20 分  10 分 

 

    30 分               20 分              分 

 

  

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
問題１ 

 



３－２ ２．時刻と時間のもとめ方（２／２） ｐ３１〜３２   

 
・時間と時間の和を求めることができる。 

・１分を６０秒と理解することができる。 

 

 

Ⅰ 本時の流れ （※内容は以前の教科書を参考 ページは現行教科書通り） 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ 指導のポイント  

・文字盤や、数直線をてがかりにして、時刻や時間を求めていく。 
Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

・実際に時計に針を書き入れながら指導する。 
 
 
 

１．P３１ ４の問題を把握する。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
「７０分は１時間をこえるね。」  
 ７０分＝６０分＋１０分 →１時間と１０分 
 
 
 
２．P３１△6 の問題に取り組む。 
 
３．P３２ 短い時間の問題に取り組む。 
 
 
 
「１分より短い時間のたんいに、秒があります。」 １分＝６０秒 
 
 
 
 
 
 
 
「８０秒は何分何秒かな」→８０＝６０＋２０ →１分＋２０秒 
 
 
４．P３２、△1 △2 △3 △4 の問題に取り組む。 
 
 

 
１．時間の和を求めるもん

だいであることを確認さ
せる。（１０分） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．０を基準とする数直線

をかかせ、時間を表す矢  
印を用いて考えさせる。 
      （１０分） 

３．ストップウォッチで調
べさせる。  （１０分） 

  
 １分＝６０秒を基に考え

させる 
 
４．問題 （１５分） 
 

・目標 

商店がいにいた時間は４０分、公園にいた時間は３０分です。

あわせて何時間何分ですか。 

６０分をこえた時は、○時間○分となる。 

紙ひこうきがとんでいる時間の表し方を調べましょう。 



商店がいにいた時間は４０分、公園にいた時間は

３０分です。あわせて何時間何分ですか。 

紙ひこうきがとんでいる時間の表し方を調べましょう。 

 

  
 
 
 

 

０        １時間  時間 分   時計の秒しん  ストップウォッチの表示 

 

 

     40 分    30 分                    00’00” 00 

 

      分               一回りすると･･･    数字を読む 

   ４０分 ＋ ３０分 ＝ ７０分          

   ６０分 ＝ １時間                  １分 ＝ ６０秒 

   ７０分 ＝ ６０分 ＋ １０分 

   ７０分 ＝ １時間 ＋ １０分      ○８０秒は何分何秒でしょうか。 

                           ８０秒 ＝ ６０秒 ＋ ２０秒 

                           ６０秒 ＝ １分 

                           ８０秒 ＝ １分 ＋ ２０秒  

 

１分 ＝ ６０秒  をもとに考えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

問題１ 商店がいにいた時間は４０分、公園にいた時間は３０分です。あわ

せて何時間何分ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題２ ストップウォッチは、それぞれ何秒をさしていますか。 

 

 

 

 

数直線を利用して考えてみよう 



４－１ ３．わり算（１／６） ｐ３４〜３７   

 
・除法に関する用語、記号を知り、等分除の意味について理解する。 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     Ⅳ 板書計画 

・日常生活の「分ける」ことと話題として取り上げ、等分の意味をとらえさせながら、理解させてい

く。 
Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 
・実際におはじきなどを操作させながら、わり算の意味を体感させる。 
 
 
 

１．１人分の数をもとめる計算の問題文を把握し、取り組む。 

「えみさんは、何になやんでいるのかな？」 

 

 
 
「同じ数ずつ分けられますか？方法を考えてみましょう。」 
 

 ●●●●●●●●●●●●   
 

『１個ずつ配って求める』 
 
『２個ずつ配って求める』 
 
『かけ算で数えると求められる』 □×３＝１２ 
 

２．学習したことをまとめ、式表現の方法を知る。 
 
 ●●●●●●●●●●●●  
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
３．P３７△1 △2 の問題に取り組む。 

 
１．同じ数ずつ分けたとき
の１人分の数を求めるこ
とを確認する。 

  
実際におはじきを操作
させる。 

（１５分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．１２個のクッキーを３
人で同じ数ずつ分ける
と、１人分は４個になる
ことを確認する。 

（１５分） 
 
式の書き方は、枠を用い
て位置をしっかりと意識
させる。 

 
３．おはじきを使って操作
させる。  （１５分） 

・目標 

クッキーが１２こあります。３人で同じ数ずつ分けると、１人

分は何こになりますか。 

式で１２÷３＝４ と書きます。（十二 わる 三は 四） 
このような計算をわり算といいます。 

１人 ２人 ３人 

●●●● 
●●●● 
●●●● 

●● 
●● 

 

●● 
●● 

 

●● 
●● 

 

 １２÷３＝４ と表す 



まとめ 

１２このクッキーを３人で同じ数ずつ分けると、１人分は４こになります。 

  これを式で、１２÷３＝４（「１２わる３は４」）と書きます。 

・１こずつくばってみる。 
→ ４こずつに分けられる。 

 
・２こずつくばってももとめられる。 

  
 
 
クッキーが１２こあります。３人で同じ数ずつ分けると、１人分は何こになりますか。 
 

（児童の考え）              ●●●◎ 

                     ●●●◎ 

                     ●●●◎    ●   ●    ● 

  

                                          ●●◎○ 

                                        ●●◎○ 

                                          ●●◎○       ●●    ●●    ●● 

                           

→ ４こずつに分けられる。              ●◎○○ 
                                            ●◎○○ 
・かけざんで考えるとよい。                 ●◎○○     ●●●  ●●●   ●●● 
  →  ３ × □ ＝ １２ 
        □ ＝ ４   など         ◎○○○ 

                                         ◎○○○       ●   ●    ● 
                                          ◎○○○     ●●●  ●●●   ●●● 

 

 

                     

                    

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
問題  クッキーが１２こあります。３人で同じ数ずつ分けると１人分は何

こになりますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分け方を図にまとめてみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

自分なりに分けてみよう。 

 

 

 

 

 

                                   

こたえ    こ 

●●●●●●●●●●●● 
 

１人 ２人 ３人 

１人 ２人 ３人 

上の図を式にまとめてみよう。 

 

 

 

 

 

                                   



４－２ ３．わり算（２／６） ｐ３７〜３８   

 
・等分除の場面から、分け方や分けた後の数量の関係を式に表し、答えの見つけ方を考え、説 

明することができる。 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     Ⅳ 板書計画 

・それぞれの答えの求め方のよさを認めた上で、九九を使って解くことのよさを理解させる。 
 

Ⅲ  子どもにさせる算数的活動のポイント 
・実際に操作させながら、「九九」を使って答えを求めることの意味を理解させる。 
 
 

１人 

１．P３７ ２の問題を把握し、立式する。 

 

 

「５人に同じ数ずつ分けるとどうなるのかな？」 

『２０÷５になるよ』 

２．答えの見つけ方を考える。 

 

 

 「どうすれば答えがもとめられるかな」 
 

『１人分の数 × 人数 ＝ 全部の数 にあてはめていこう』 
 
 
 

 
 
 
  
  
 
 
３．乗法九九を使って求められることを確認する。 
 『２０÷５の答えは、□×５＝２０ の□にあてはまる数』 
 
 
 
 
４．P３８△3 △4 の問題に取り組む。 

 
１．数が大きいことから、お

はじきをつかわないで答
えを求める必要感をもた
せる。 

（１０分） 
 
 
 
 
２．乗法九九を使って□の

数を考えられるよさにふ
れる。 

（１５分） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．交換法則を使って５×

□＝２０と考えれば、５
の段の九九を使って□を
求められることをまとめ
る。  （１０分） 

４．何の段の九九を使えば
よいか考えさせる。 

（１０分） 
 

・目標 

ゼリーが２０こあります。５人で同じ数ずつ分けると、１人分

は何こになりますか。 

２０÷５の答えは、５の段の九九で見つけられる。 

 ●●●●●●●●●● 
●●●●●●●●●● 

２人     ３人 ４人 ５人 



まとめ 

  ２０÷５の答えは、□×５＝２０の□に当てはまる数です。 

  ２０÷５の答えは、５のだんの九九で見つけられます。 

 

  
 
 
ゼリーが２０こあります。５人で同じ数ずつ分けると１人分は何こになりますか。 

 

（子どもの考え）           一人分が １人分 人数 全部の数 

 ・１こずつ配ってみる            ↓ 

     → ４こずつに分けられる。 １このとき １ × ５ ＝ ５  ● ● ● ● 

 ・かけ算で考えられる。                        ● ● ● ● 

    ５ × □ ＝ ２０     ２このとき ２ × ５ ＝ １０ ● ● ● ● 

        □ ＝ ４                         

                                         ● ● ● ● 

・２０÷５（わり算）で考えるといい。                  ● ● ● ● 

        ↓          ３このとき ３ × ５ ＝ １５ ● ● ● ● 

  一人分の数 × 人数 ＝ 全部の数 

  から答えをもとめることができる。                  ● ● ● ● 

                など                  ● ● ● ● 

                                    ● ● ● ● 

                   ４このとき ４ × ５ ＝ ２０ ● ● ● ● 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 
問題  ゼリーが２０こあります。５人で同じ数ずつ分けると１人分は何こ

になりますか。 

 

 

 

 

 

もとめる式                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答えの見つけ方を考えよう。 

 

 

 

 

 

                                   

                                  

 

答え       

こ 

●●●●●●●●●● 
●●●●●●●●●● 

１人 

わり算のもとめ方をまとめよう。 

 

 

 

 

 

                                   

２人 ３人 ４人 ５人 



５－１ ３．わり算（３／６） ｐ３９〜４１   

 
・包含除の場面も除法の式に表されることや、包含除の意味について理解する。 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     Ⅳ 板書計画 

・等分除との違いを理解しながら、包含除について理解していく。 
 

Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 
・実際に操作させながら、「わり算」を使って答えを求めることの意味を理解させる。 
 
 
 

１．P３９ １の問題を把握する。 

 

 

「今までのわり算と同じかな？」 

『今までは１人分だったけど、今日は何人を求める計算です。』 

２．おはじきや図などを使って何人に分けられるか考える。  

 
 
 

 
 

 
 
 
  
  
 
 
３．学習したことをまとめ、式表現の方法や除法の用語を知る。 
  

『３こずつうつしていくとわかるよ。』 
  １人分 × 何人分 ＝全体 → ３ × □ ＝ １２ 
  １２÷３＝４となる ４人に分けられる 
 
 
 
 
 
 
４．P４１△1 △2 の問題に取り組む。 

 
１．今までは１人分を求め

る問題であったが、今回
は１人分が決まっている
こと、何人に分けられる
かを求めることをおさえ
る。     （１０分） 

 
 
２．図や操作の中にある１

人分の数を確認し、交流
する。    （１５分） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．１２個のパイを３個ず

つ分けると、４人に分け
られることを確認する。 

  （１０分） 
 
 
 
 
４．おはじきを使うなど具

体物で操作できるとよ
い。 

（１０分） 
 

・目標 

パイが１２こあります。１人に３こずつ分けると、何人に分け

られますか。 

１２このパイを、１人に３こずつ分けると、４人に分けられ

ます。このことも、わり算の式で、次のように書きます。 

１２÷３＝４ １２→わられる数  ３→わる数 



まとめ 

  １２このパイを１人に３こずつ分けると、４人に分けられます。 

  このこともわり算の式で次のように書きます。 

１２÷３＝４ （１２→わられる数  ３→わる数） 

  
 
 
パイが１２こあります。１人に３こずつ分けると、何人に分けられますか。 

 

（子どもの考え）                  ●●●◎   ● 

 ・３こずつ分けてみる。           ●●●◎   ● 

      → ４人に分けられる。      ●●●◎   ●      １人に分けた 

             

 ・１２÷３（わり算）で考えるといい。    ●●◎○   ● ● 

      → １２÷３＝４         ●●◎○   ● ● 

        ４人に分けられる。      ●●◎○   ● ●    ２人に分けた 

               など 

                      ●◎○○   ● ● ● 

                       ●◎○○   ● ● ● 

                       ●◎○○   ● ● ●  ３人に分けた 

   

                       ◎○○○   ● ● ● ● 

                       ◎○○○   ● ● ● ● 

                       ◎○○○   ● ● ● ● ４人に分けた 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
問題  パイが１２こあります。１人に３こずつ分けると、何人に分けられま

すか。 

 

 

 

 

１人分         こ     何人         こ 

 

全部で         こ 

 

やってみよう 

 

 

 

 

 

 

 

たしかめ問題 教科書 P４１△1△2  

 

 

式 

 

                                   

答え        

■■■■■■■■■■■■■■ 
 

わり算のもとめ方をまとめよう。 

 

 

 

 

 

                                   

△1  花が１８本あります。６本ずつたばにして花たばを作ります。花たばはいくつできますか。 

                                   

 

答え        

△2  ２４このボールを４こずつかごに入れると、かごはいくついりますか。 

 

                                   

 



５－２ ３．わり算（４／６） ｐ４１〜４２   

 
・包含除の場面から、分け方や分けた後の数量の関係を式に表し、答えの見つけ方を考え、説

明することができる。 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     Ⅳ 板書計画 

・５×□＝２０の式から、５の段の九九を使うと答えが見つかることをまとめていく。 
 

Ⅲ  子どもにさせる算数的活動のポイント 
・今回は、半具体物を使わずに、式から答えを求めていく方法を見つけられるようにする。 
 
 

１．P４１ ２の問題を把握し、立式する。 

 

 

「どのような式になりますか？」 

『２０÷５でもとめられる。』 

「２０÷５の答えの見つけ方を考えてみよう。」 

２．答えの見つけ方を考える。 

 
 
 

 
 

 
 
 
  
 
 
 
３．除数の段の九九を使って求められることを確認する。 

『５×□＝２０の□にあてはまる数になる。』 
『５の段の九九を使うとはやく求められる。』 
     ２０÷５＝４   答え ４人 
 
 

 
４．P４２△3 △4 の問題に取り組む。  
  
 

 
１．式が２０÷５になるこ
とを確認し、おはじきを
使わずに答えを見つける
方法を考える。（１０分） 

 
 
 
 
 
２．既習の□に当てはまる
数を考えたことを振り返
り、乗法九九を使って□
の数を考えられるよさに
ふれる。   （１５分） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．２０÷５の答えは、５×
□＝２０の□を求めれば
よいこと、５の段の九九
を使って□を求められる
ことをまとめる。 

  （１０分） 
 
４．何の段の九九を使えば
よいか考えさせる。 

（１０分） 
 

・目標 

カードが２０まいあります。１人に５まいずつ分けると、何人

に分けられますか。 

２０÷５の答えは、５の段の九九で見つけられる。 



まとめ 

 ２０÷５の答えは、５のだんの九九で見つけられます。 

   

  
 
  
カードが２０まいあります。１人に５まいずつ分けると、何人に分けられますか。 
 

（子どもの考え）                      １人分  人数  全部の数 

 ・５まいずつ分けてみる。            

      → ４人に分けられる。     １人に分けると  ５ × １ ＝  ５ 

                                        ↓ 

 ・２０÷５（わり算）で考えるといい。   ２人に分けると  ５ × ２ ＝ １０ 

                                        ↓ 

  ２０÷５の答えの見つけ方は・・・？   ３人に分けると  ５ × ３ ＝ １５ 

      ↓                                 ↓ 

 ・５×□＝２０の□に当てはまる数になる。 ４人に分けると  ５ × ４ ＝ ２０ 

 ・５のだんの九九を使うと早く見つかる。 

                 など     

                        

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

問題  カードが２０まいあります。１人に５まいずつ分けると、何人に分

けられますか。 

 

 

 

１人分         こ     何人         こ 

 

全部で         こ 

 

やってみよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

たしかめ問題 教科書 P４２△3△4  

 

 

式 

 

                                   

答え        

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
 

答えの見つけ方を考えてみよう。 

 

 

 

 

 

△3  ２４cmのリボンがあります。８cm ずつに切ると、何本になりますか。 

                                   

答え       

△4  １５dLのジュースを３dL ずつコップに分けるには、コップは何こいりますか。 

                                   

答え       

わり算の答えの見つけ方をまとめよう。 

 

 

 



６－１ ３．わり算（５／６） ｐ４３   

 
・等分除と包含除を、「わり算」として統合的にとらえ、除法計算の答えを求めることができる。 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     Ⅳ 板書計画 

・等分除と包含除をわり算として考えるようにする。 
 

Ⅲ  子どもにさせる算数的活動のポイント 
・今までの学習を通して理解したことを、自分なりの方法で表現することができる。 
 
 
 

１．P４３ ３の問題を把握する。 

 

 

 

 

 

 

２．２つの問題の共通点と相違点を考え、式に表す。 

 「２人のつくった問題は、それぞれどんな式になりますか。」 

  こうた ６÷２      しほ ６÷２ 

 「２人のつくった問題は、それぞれ何を求める問題ですか。」 

 

 

 

  

３．等分除と包含除ともに、九九を使って求められることをまとめ
る。 

 
 

 
 

 
 
４．P４３△5 △6 の問題に取り組む。 
  
 

１．（１０分） 
 
 
 
 
 
２．教科書の図や実際にお
はじきを操作しながら説
明させる。 
 
２つの問題が何を求める
問題で、それぞれ図のど
の部分が答えになってい
るか説明させる。 

   （１５分） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．答えの求め方をまとめ
る。     （１０分） 

 
 
 
 
 
↓ 
４．理解の様子を確かめる。

（１０分） 
 

・目標 

２人のつくった問題をくらべて、にているところやちがうとこ

ろをみつけましょう。 

１人分の数をもとめるときも、何人に分けられるかをもとめ

るときも、どちらもわり算の式になる。また、どちらも、わ

る数のだんの九九で答えを見つけられる。 

こうた 
６このあめを、２人で同じ

数ずつ分けると、１人分は

何こになりますか。 

しほ 
６このあめを、１人に２こ

ずつ分けると、何人に分け

られますか。 

こうた 
●●●   ●●● 
１人   ２人 
□×２＝６ → ６÷２ 

しほ 
●●  ●●  ●● 
１人  ２人  ３人 
２×□＝６ → ６÷２ 



まとめ 

１人分の数をもとめるときも、何人に分けられるかをもとめるときも、 

どちらもわり算の式になります。 

  
 
  
２人のつくった問題をくらべて、にているところやちがうところをみつけましょう。 
 

 こうた                   しほ 

 ６このあめを、２人で同じ数ずつ分け     ６このあめを、１人に２こずつ分ける 

 ると、１人分は何こになりますか。      と、何人に分けられますか。 

 

       ２人                    ③人 

        

 

     ●    ●              ●    ●    ● 

     ●    ●  ③こ          ●    ●    ●  ２こ 

     ●    ●                 

     ③ × ２ ＝ ６           ２ × ③ ＝ ６ 

  

                 ６ ÷ ２ ＝ ③ 

                     

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

問題  ２人のつくった問題をくらべて、にているところやちがうところを

みつけましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たしかめ問題 教科書 P４３△5△6  

 

 

それぞれ何をもとめる問題ですか。 

 

                                   

 

こうた 

 

 

 

 

                                  

△5  次の文につづけて、２４÷４の式になる問題をつくりましょう。 

   ２４まいの色紙を・・・ 

                    

△6   

① ３０÷５     ② ５６÷７     ③ １８÷９     ④ ４０÷８ 
 
⑤ ３６÷６     ⑥ ７２÷９     ⑦ ２８÷４     ⑧ ５４÷９ 

 

こうた 
６このあめを、２人で同じ数ずつ分け

ると、１人分は何こになりますか。 

しほ 
６このあめを、１人に２こずつ分ける

と、何人に分けられますか。 

しほ 

 

 

 

 

                                  

わり算の答えの見つけ方をまとめよう。 

                                   

 



６－２ ３．わり算（６／６） ｐ４４   

 
・被除数が０の場合や被除数と除数が同じ数の場合の除法ができる。 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     Ⅳ 板書計画 

・式の意味を理解させながら、被除数が０の場合のわる数について理解させる。 
 

Ⅲ  子どもにさせる算数的活動のポイント 
・今までの学習を通して理解したことを活用しながら、０のわり算について理解させていく。 
 
 
 

１．P４４ １の問題を把握する。 

 

 

「この問題文を読んで、何か気がつくことはありませんか。」 

『箱にクッキーが何個入っているか分かりません。』 

「８個、４個、そして１個も入っていないときを考えましょう。」 

８こ→８÷４＝２ ２こ 

 

                   ４こ→４÷４＝１ １こ 

 

 
２．クッキーが０個の場合について考える。 

 「クッキーが１個も入っていない時は、どんな式、答えになりますか。」 

 『個数を求めるかけ算の式を作ってみたらどうだろう。』 

 １人分×人数＝全体 □×４＝０ だから ０÷４＝０になる 

３．被除数が０の場合もわり算の式で表せることや答えをまとめる。 
 
 

 
 

 
８このクッキーを１こずつ分けると何人に分けられるかについ 
て、８÷１＝８であることをおさえる。 

 
４．P４４△1 の問題に取り組む。  
  

１．クッキーが８個、４個の
場合、式はそれぞれ８÷
４、４÷４になることを
確認する。  （１０分） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．４÷４の時の図と同じ
ように考えて、０個なの
で、お皿にも０個ずつし
か配れないことを説明さ
せる。  
 
０→１つもない→分けら
れない→答えは０ 

   （１５分） 
３．答えの求め方をまとめ
る。    （１０分） 

 
 
 
 
４．理解の様子を確かめる。 
        （１０分） 
 

・目標 

箱に入っているクッキーを、４人で同じ数ずつ分けます。１人

分は何こになりますか。 

わられる数が０のときも、わり算ができる。また、０を、０

でないどんな数でわっても、答えはいつも０になる。 



まとめ 

０を、０でない数でわっても、答えはいつも０になります。 

 

  
 
  
箱に入っているクッキーを、４人で同じ数ずつ分けます。１人分は何こになりますか。 

 

（子どもの考え）              ８このとき 

 ○箱に何こ入っているかわからない。     ●●●●   ●  ●  ●  ● 

    ↓                  ●●●● → ●  ●  ●  ● 

 ※８こ、４こ、１こも入っていないとき       ⑧ ÷ ４ ＝ ② 

  をそれぞれ考えよう。 

    ↓                 ４このとき 

 ・８このときは→８÷４＝２         ●●●● → ●  ●  ●  ● 

 ・４このときは→４÷４＝１ 

 ・１こも入っていないときは→           ④ ÷ ４ ＝ ① 

   １こもないのだから分けようがない。 

   ０÷４で考えたらいい。         ０このとき 

   ０÷４の答えは、□×４＝０で           → 

             もとめられる。 

                など        ０ ÷ ０ ＝ ０ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

問題  箱に入っているクッキーを、４人で同じ数ずつ分けます。１人分は

何こになりますか。 

 

 

 

 

①８この場合 

 

 

②４この場合 

 

 

③１こも入っていない場合 

 

 

 

 

 

問題文を読んで、いつもとちがうところを見つけましょう。 

 

                                   

 

●●●● 

●●●● 

まとめ                    

      

式 

 

 

 

どうして上のような式になりますか。 

                                   

 

●●●● 

 

式 

 

 

 

 

 

式 

 

 

 



７－１ ４．たし算とひき算の筆算（１／６） ｐ４４    

 
・３位数＋３位数の筆算の仕方を、数の構成や既習の加法の筆算の仕方を基に考え、説明する

ことができる。 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     Ⅳ 板書計画 

・計算方法を教え込むのではなく、二位数の計算をもとに、三位数のたし算を理解させていく。 
 

Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 
・既習の計算をもとに、筆算の方法を考えていく。 
 
 

１．P４９ １の問題を把握する。 

 

 

「式を立ててみよう。」『３６５＋４７２です。』 

『十の位が繰り上がりがある。』『今までと同じにしてやってみる。』 

 
２．筆算の仕方を考え、発表する。 
             ① 
      ３６５    ３６５  
     ＋４７２   ＋４７２ 
             ８３７ 
 
 
 
 

  

 

 

３．筆算の仕方をまとめる。 
 
 

 
 

 
 
４．P５０△1 △2 の問題に取り組む。 
  
 
 

１．だいたいいくらになる
か、計算結果の見積もり
をさせる。  （１０分） 

 
 
 
 
 
 
 
２．筆算の仕方について、図
や言葉を用いてノートに
まとめさせる。  
 
既習の２位数の筆算の仕
方を想起して考えさせ
る。   （１５分） 

 
 
 
 
 
 
 
３．３桁の場合も、位を揃え
て一の位から順に計算す
ればよいことをまとめ
る。     （１０分） 

 
 
 
 
４．理解の様子を確かめる。 
        （１０分） 
 
 

・目標 

３６５円のはさみと、４７２円の色えんぴつを買います。代金

はいくらですか。 

たし算の筆算は、３けたになっても、位をそろえて書き、一

の位からじゅんに位ごとに計算する。 



  
 
  
３６５円のはさみと、４７２円の色えんぴつを  まとめ 

買います。代金はいくらですか。         たし算の筆算は、３けたになっても、位を 

                        そろえて、一の位からじゅんに計算します。 

○３６５＋４７２を計算してみよう。 

 ・今まで同じように 

          １    ①位をそろえる。  計算練習 

   ３６５   ３６５  ②一の位 5+2=7   ① ２４３  ② ３２７  ③ ４０８ 

  ＋４７２ → ＋４７２  ③十の位 6+7=13    ＋６２５   ＋１６４   ＋３６９ 

         ８３７   １くり上がる。     

              ④百の位 1+3=4 

                   4+4=8   ④ １３４  ⑤ ７４３   ⑥  ８１ 

   百の位   十の位  一の位         ＋５９２   ＋ ６５   ＋６３０ 

         10     1 

         10     1 

    100    10     1                           など  

    100    10     1           

    100    10 10   1 

         10 

    100    10 

    100    10                               

    100    10 10   1 

    100    10 10   1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

問題  ３６５円のはさみと、４７２円の色えんぴつを買います。代金はい

くらですか。 

 

 

 

      

      

      

      

      

 

 

 

４２３＋１９４           ５４０＋９５ 

         

 

 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

式 

                                   

まとめ                    

      

筆算の仕方を考えてみよう。 

 

 

 

 

                                  



７－２ ４．たし算とひき算の筆算（２／６） ｐ５０    

 
・３位数＋３位数の筆算の仕方を理解し、答えを求めることができる。 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     Ⅳ 板書計画 

・計算方法を教え込むのではなく、二位数の計算をもとに、三位数のたし算を理解させていく。 
 

Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 
・既習の計算をもとに、筆算の方法を考えていく。 
 
 
 

１．P５０ ２の問題を把握する。 

 

 

「どんな計算になるかな。」 

『①も②も繰り上がりが２回。』『②は千を超えるよ。』 

 
２．筆算の仕方を考える。 
 
      ①①  
      ３４７  ①位をそろえる 
     ＋１７８  ②一の位 ７＋８＝１５ 繰り上がり 
      ５２５  ③十の位 １＋４＋７＝１２ 繰り上がり 
           ④百の位 １＋３＋１＝５ 
     ①①① 
      ７６３  ①位をそろえる 
     ＋４５９  ②一の位 ３＋９＝１２ 繰り上がり 
     １２２２  ③十の位 １＋６＋５＝１２ 繰り上がり 
           ④百の位 １＋７＋４＝１２ 繰り上がり 
           ⑤千の位 １ 

 ３．繰り上がりの回数や位に関係なく、これまでと同様に筆算が
できることをまとめる。  

 
 

 
 

 
 
４．P５０△3 の問題に取り組む。  
  
 
 
 

１．今までの筆算との違い
に着目させる。（１０分） 

 
 
 
 
 
 
 
２．前時よりも繰り上がり
が多いことをおさえ、そ
れぞれの位ごとの計算を
ていねいに扱わせる。  

（１５分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．（５分） 
 
 
 
 
 
 
 
４．理解の様子を確かめる。 
        （１５分） 
 
 
 

・目標 

次の計算を筆算でしましょう。 

① ３４７＋１７８  ② ７６３＋４５９ 

くり上がりが何回あっても、百の位でくり上がっても、これ

までと同じやりかたで筆算できる。 



  
 
 
筆算のしかたを考えましょう。 

 

○３４７＋１７８の計算            ○７６３＋４５９の計算 

  1 1                             1 1 1   

  ３４７    ① 位をそろえてかく      ７６３   ① 位をそろえてかく 

 ＋１７８    ② 一の位の計算       ＋４５９   ② 一の位の計算 

  ５２５       ７＋８＝１５      １２２２      ３＋９＝１２ 

            １くりあがり             ③ 十の位の計算 

         ③ 十の位の計算                 １＋６＋５＝１２ 

            １＋４＋７＝１２              １くりあがり 

            １くりあがり             ④ 百の位の計算 

         ④ 百の位の計算                 １＋７＋４＝１２ 

            １＋３＋１＝５               １くりあがり 

         ⑤ 答え ５２５               ⑤ 千の位 １ 

                                ⑥ 答え １２２２ 

（まとめ） 

             くりあがりが２回あっても、今まで同じように筆算をします。 

             百の位からくりあがるときは、答えが千のくらいになります。 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

問題  次の計算を筆算でしましょう。 

   ① ３４７＋１７８          ② ７６３＋４５９ 

 

 

     

 

 

 

 

 

      

       

      

      

      

      

      

      

      

      

上の筆算のじゅんじょを書いてみよう。 

 

 

 

 

                                  

上の筆算のじゅんじょを書いてみよう。 

 

 

 

 

                                  

まとめ 

 

 

 

                                   



８－１ ４．たし算とひき算の筆算（３／６） ｐ５１〜５３    

 
・３位数−３位数の筆算の仕方を数の構成や既習の減法の筆算の仕方を基に考え、説明するこ

とができる。 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     Ⅳ 板書計画 

・計算方法を教え込むのではなく、二位数の計算をもとに、三位数のひき算を理解させていく。 
 

Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 
・既習の計算をもとに、筆算の方法を考えていく。 
 
 

１．P５１ １の問題を把握する。 

 

 
『百を超える数のひき算です。』 
「式を立ててみよう。」『３１５−１９４です。』 

 
２．筆算の仕方を考える。 
      ３１５  ①位をそろえる。 
     − １９４  ②一の位 ５−１＝１ 
      ５２５  ③十の位 １−９＝× 
            １繰り下げる。 １１−９＝２ 
           ④百の位 ２−１＝２ 
 
３．P５２ ２の問題を把握し、筆算の仕方を考える。 
 
 

 
①位をそろえる。 

               ②一の位 ２−５＝× 
                十の位から繰り下げる。十が０

だから百の位から繰り下げる。 
                ４→３ ０→１０→９ 
                ２→１２ １２−５＝７ 
               ③十の位 ９−７＝２ 
               ④百の位 ３−１＝２ 
 
 
 
 
 
 
 
４．P５３△2 △3 の問題に取り組む。  
  

１．計算の答えの見積もり
をさせる。（５分） 

 
 
 
 
 
 
 
２．既習の２位数の筆算の

仕方を想起して考えさせ
る。     （１５分） 

 
 
 
３．答えの見積もりをさせ

る。 
  
 繰り下がりの流れを確認
させる。    （１５分） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．問題を抜粋し、理解の様

子を確かめる。（１０分） 
 
 
 

・目標 

もえさんは３１５円持っています。１９４円のスティックのり

を買うと、何円のこりますか。 

十の位からくり下げられないときは、百の位からくり下げて

計算する。 

４０２−１７５を筆算でしましょう。 



  
 

 
もえさんは３１５円持っています。     ４０２－１７５の筆算の仕方を考えましょう 

１９４円のスティックのりを買うと、 

何円のこりますか。 

                     

                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）筆算の繰り下げのところは、斜線で消すのが本当ですが、ワープロの都合上、横線で消してあ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

○４０２－１７５の計算 

○３１５－１９４の計算             百の位  十の位  一の位 

                             10 10         3 10 

 ３１５    ① 位をそろえてかく。          10 10         ４０２ 

 －１９４    ② 一の位の計算        100    10 10        －１７５ 

             ５－４＝１       100    10 10     1 

   ↓     ③ 十の位の計算        100    10 10     1 

             １－９＝×            10    1 1       9 

   2 11          １くりさげる。            10 10  1 1     3 10 12 

  ３１５        １１－９＝２      100    10 10  1 1     ４０２ 

 －１９４    ④ 百の位の計算        100    10 10  1 1 1   －１７５ 

             ２－１＝１       100    10 10  1 1 1 

         ⑤ 答え １２１        ↓    ↓    ↓ 

                              10    1 1 

                              10 10  1 1     ４０２ 

                         100   10 10  1 1    －１７５ 

まとめ                     100   10 10  1 1 1    ２２７ 

  十の位からくり下げられないときは、 

百の位からくり下げて計算する。        ※すぐ上の位からくり下げられないときは、 

                         もう一つ上の位からくり下げればよい。 

                                      



 
 

問題  もえさんは３１５円もっています。１９４円のスティックのりを買

うと何円のこりますか。 

   式 

 

 

     

 

 

 

 

 

４０２−１７５＝ 

 

      

       

      

      

      

      

       

      

      

      

計算の方法を考えてみよう。 

 

 

 

                                  

計算の方法を考えてみよう。 

 

 

 

                                  

まとめ 

 

 

 

                                   

 

 



８－２ ４．たし算とひき算の筆算（４／６） ｐ５３    

 
・１０００−３位数の筆算の仕方を理解し、答えを求めることができる。 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     Ⅳ 板書計画 

・計算方法を教え込むのではなく、三位数の計算をもとに、１０００からのひき算を理解させていく。 
 
Ⅲ  子どもにさせる算数的活動のポイント 
・３位数−３位数の計算をもとに、ひき算の方法を考えていく。 
 
 
 

１．P５３ ３の問題を把握する。 

 

 
『千からのひき算です。』 
「式を立ててみよう。」『１０００−２６５です。』 

 
２．筆算の仕方を考える。 
       9  9        ①位をそろえる。 
       1010          ②一の位 ０−５  

１０００    十の位から繰り下げる。十が０だか
−  ２６５    ら百の位から繰り下げる。百の位も    

７３５    0 だから千のくらいから繰り下げ
る。 

    １０−５＝５ 
              ③十の位 ９−６＝３ 
              ④百の位 ９−２＝７ 
 
３．筆算の仕方をまとめる。 
 
 
                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．P５３△4 △5 の問題に取り組む。  
  

１．簡単な数に置き換えて
見積もりをさせる。 

（５分） 
 
 
 
 
 
２．（１５分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．４桁の場合も、上の位か
ら順に繰り下げて計算す
ればよいことをまとめ
る。     （１０分） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．理解の様子を確かめる。

（１５分） 
 

・目標 

２６５円の画用紙を買うために、レジで１０００円さつを出し

ました。おつりはいくらですか。 

１０００からひく筆算などは、上の位からじゅんにくり下げ

て計算する。 



板書計画 ８−２．たし算とひき算 
 

 
 
２６５円の画用紙を買うのに、レジで１０００円さつを出しました。おつりはいくらですか。 

 

○１０００－２６５の計算           練習問題 

               9 9         ①  １０００   ②  １０００ 

              10 10 10         － ５２１     － ３８２ 

   １０００      １０００ 

  － ２６５  →  － ２６５ 

              ７３５ 

 

 千の位  百の位   十の位  一の位    ③  １０００   ④  １０００ 

      100 100  10 10  1 1       －  ４６     － ２９７ 

      100 100  10 10  1 1 

  1000  100 100  10 10  1 1 

      100 100  10 10  1 1 

      100 100  10 10  1 1 

 ※筆算のしかた                ⑤  １０００   ⑥  １０００ 

  ①位をそろえてかく。              －  ６５     －   ９ 

  ②一の位の計算 ０－５は引けない。 

    十の位も百の位も０だから千の位 

    からくり下げる。１０－５＝５ 

 ③十の位の計算 ９－６＝３                           など 

 ④百の位の計算 ９－２＝７ 答え７３５ 

  

注）筆算の繰り下げのところは、斜線で消すのが本当ですが、ワープロの都合上、横線で消してあり

ます。 

  

  

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

問題  ２６５円の画用紙を買うのに、レジで１０００円さつを出しまし

た。おつりはいくらでしょうか。 

   式 

 

 

     

 

 

 

 

 

１０００−５２１＝     １０００−４６          

   

 

      

       

      

      

      

      

       

      

      

      

      

       

      

      

      

計算の方法を考えてみよう。 

 

 

 

                                  

まとめ 

 

 

 

                                   

 

 



９－１ ４．たし算とひき算の筆算（５／６） ｐ５４     

 
・４位数を含む加減法の筆算の仕方を既習の筆算の仕方を基に考え、説明することができる。 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     Ⅳ 板書計 

・数が大きくなっても、これまでと同じ仕方で筆算できることを理解させていく。 
 
Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 
・既習事項を基に類推し、筆算の仕方を統合的に考えていく。 
 
 
 

１．P５４ １の問題を把握する。 

 

 
 
 

２．筆算の仕方を考える。 
  「自分でつくった２つの数を使って、たし算やひき算をしてみ

ましょう。」 
 
 あみさん  ２ ４ ８ ３ と   ７ １ ５ ６ 
 
  「答えはだいたいいくつかな」 
  『これまでと同じように一の位からじゅんに・・・』 
 
 はるとさん ５ １ ０ ２ と  ４ ３ ９ ８ 
 
 
 
３．自分がつくった計算を発表する。 
 
 
                
 
 
 
 
４．P５４△1 の問題に取り組む。 
 

１．自分の好きなカードを
選び、４桁の数を２つつ
くらせる。   （５分） 

 
 
 
 
 
２．４位数どうしの計算で
あることを確認する。 

（１５分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．波及的繰り上がりや繰
り下がりがないものから
先に取り上げ、空位があ
るものも取り上げる。 

     （１０分） 
 
 
 
４．理解の様子を確かめる。

（１５分） 
 
 
 
 
 
 

・目標 

０から９までの１０まいのカードから８まいえらんで、４けた

の数を２つつくりましょう。この２つの数で、たし算とひき算

をしましょう。 

たし算やひき算は、数が大きくなっても、これまでと同じし

かたで筆算できる。 



板書計画 ９−１．たし算とひき算 
 

 
 
０から９までの１０まいのカードから８まいえらんで、４けたの数を２つつくりましょう。この２つの数

で、たし算とひき算をしましょう。 

 

いろいろな４けたの数がつくれる。 

 

あみ                       はると 

２４８３ ２０００＋７０００＝９０００で     ５１０２  ５０００＋４０００＝ 

＋７１５６ ９０００よりは大きくなる。      ＋４３９８  ９０００ だいたい９０００ 

  

  

 ７１５６ ７０００−２０００＝５０００で     ５１０２  ５０００−４０００＝ 

− ２４８３ ５０００よりは小さくなる。      −４３９８ １０００ １０００より小さい 

 

 

２４８３   ７１５６ 

＋７１５６  − ２４８３  

 ９６３９   ４６７３ 

 

これまでと同じように、一の位からじゅんに計算   まとめ 

することができる。                たし算やひき算は、数が大きくなっても、 

                         これまでと同じしかたで筆算できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
問題  ０から９までの１０まいのカードから８まいえらんで、４けたの数 

を２つつくりましょう。この２つの数で、たし算とひき算をしましょう。 

あみさん 

     

 

 

 

 

はるとさん 

 

 

 

 

 

自分がつくった２つの数 

   

 

      

   ２ ４ ８ ３ 

 ＋ ７ １ ５ ６ 

      

      

   ７ １ ５ ６ 

 − ２ ４ ８ ３ 

      

      

   ５ １ ０ ２ 

 ＋ ４ ３ ９ ８ 

      

      

   ５ １ ０ ２ 

 − ４ ３ ９ ８ 

      

      

       

      

      

      

       

      

      

 

 

 

 

まとめ 

 

 



９－２ ４．たし算とひき算の筆算（６／６） ｐ５５     

 
・４位数±４位数の計算の仕方を確実に身に付け、計算することができる。 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     Ⅳ 板書計 

・数が大きくなっても、これまでと同じ仕方で筆算できることを理解させていく。 
 
Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 
・既習事項を基に類推し、筆算の仕方を統合的に考えていく。 
 
 
 

１．P５５ ２の問題を把握する。 

 

 
 
『どの位から考えればいいのかな。』『同じ数字は使えないから。』 

 
２．式のつくり方を考える。  
  「３人の筆算を見て、気づいたことをいいましょう。」 
 
  みさきさん     りくさん      はるとさん 
   ５０７４      ７４３２      ２８５７ 
  ＋３９２６     ＋１５６８     ＋６１４３ 
  
 
 『位ごとの計算に注目すると、一の位はたすと１０になる。』 
 『十の位や百の位では・・・』 
『千の位の計算は、繰り上げた１と・・・』 

 
３． 位ごとの数の仕組みに注目するとよいことをまとめ、問題に取

り組む。 
 
 
                
 
  「他にも答えが９０００になる４けたの数の式をつくってみま

しょう。 
 
 
４．P５５△2 △3 の問題に取り組む。 
 

１．どの位から考えればよ
いか、同じ数字は使えな
いことなど、気をつける
べきことを全体で共有す
る。     （１０分） 

 
 
 
 
２．９０００という数字と
位ごとの計算を比較させ
る。 

  
 一の位はたすと１０、十
の位と百の位は繰り上が
ってくるので９、千の位
は繰り上がってきて９に
なるから８になることを
おさえる。 

（１５分） 
 
３．位ごとの数の仕組みに
注目するとよいことをま
とめ、問題に取り組む。 

     （１０分） 
 
 
 
 
 
４．理解の様子を確かめる。

（１０分） 
 
 
 
 

・目標 

１のカードを使って、答えが９０００になるたし算の式をつく

りましょう。     ＋     ＝９０００ 

 

位ごとに、数のしくみに注目するとつくることができる。 



板書計画 ９−２．たし算とひき算 
 

 
 

１のカードを使って、答えが９０００になるたし算の式をつくりましょう。 

     ＋     ＝９０００ 

 

どの位から考えればつくれるかな。同じ数字はつかえない。 

 

式のつくり方を考えよう。 

 

みさき       りく       はると 
   ５０７４      ７４３２      ２８５７ 
  ＋３９２６     ＋１５６８     ＋６１４３ 

   ９０００      ９０００          ９０００ 

 

○位ごとにみると、一の位はたすと１０になっている。 

 

○十の位と百の位はたすと９になっている。 

→下の位から１くり上がってくるから。 

○千の位はたすと８になっている。 

→百の位から１くり上がってくるから。 

 

   まとめ 

   たし算やひき算は、数が大きくなっても、      ほかにもあるかな？ 

   これまでと同じしかたで筆算できる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

問題  １のカードを使って、答えが９０００になるたし算の式をつくりま

しょう。     ＋     ＝９０００ 

 

みさきさん     りくさん      はるとさん 

   ５０７４      ７４３２      ２８５７ 

  ＋３９２６     ＋１５６８     ＋６１４３ 

   ９０００      ９０００      ９０００ 

     

 

 

 

 

 

 

答えが９０００になる４けたの数のたし算の式を、ほかにもつくりましょう。 

  

 

      

       

 ＋     

      

      

       

 ＋     

      

気づいたことを話し合おう 

 

 

 

  

 

 

まとめ                                 



１０－１ 考える力をのばそう 重なりに注目して ｐ５８〜５９     

 
・２つの量の重なる部分に着目する問題を通して、数量の関係を図に表し考える力を伸ばす。 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     Ⅳ 板書計 

・テープ図に表し、重なっている部分に着目しながら、求める式を導く。 
 
Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 
・図を利用しながら、視覚的に問題を理解させる。 
 
 
 

１．P５８ １の問題を把握する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
「上の絵をテープ図にまとめてみよう。」 

 
２．線分図を見て、答えの求め方を考える。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．P５９ ２の問題に取り組む。 
 

１．重なりあっているとこ
ろがあることを確かめ
る。     （１５分） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．自分の考えた求め方を、
図と式を対応させて説明
できるようにさせる。 

（１５分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．理解の様子を確かめる。

（１５分） 
 

・目標 

１mのものさしを２本使って、教室の入り口の高さをはかった

ら、下のようになりました。教室の入り口の高さは、何 cmで

すか。 

テープ図を使うと、順序よく問題をとくことができる。 

みさきさん 
１００＋１００−２０＝１８０ 
２本のものさしをたすと、つな

がっているところを２回たすこ

とになるので、つなぎの部分を

ひく 

りくさん 
１００−２０＝８０ 
８０＋１００＝１８０ 
まず、１本のものさしの重なって

いる部分をひいてつなぎのない長

さを求める。次にもう一本のもの

さしをたす 



板書計画 １０−１．考える力をのばそう 重なりに注目して   
 
 
１ｍのものさしを２本を使って、教室の入り口の高さをはかったら、下の図のようになりました。 

教室の入り口の高さは何ｃｍですか。 

  

  

                    ←20cm→ 

 

考え方①（みさきさん）            考え方②（りくさん） 

   １００＋１００＝２００            １００－ ２０＝ ８０ 

   ２００－ ２０＝１８０             ８０＋１００＝１８０ 

  

２本のものさしをたすと、つながっている    はじめに、１本のものさしの重なってい 

 ところを２回たすことになるので、つながっ   る部分をひいて、つなぎのない長さをも 

 ている部分をひく。              とめる。次に、もう１本のものさしの長 

                        さをたす。 

 

 

 

 

まとめ 

テープ図を使うと、順序よく問題をとくことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

問題１ １mのものさしを２本使って、教室の入り口の高さをはかったら、

下の図のようになりました。教室の入り口の高さは何 cm ですか。 

 

（１）上の問題をテープ図に表してみよう。 

 

 

（２）□を求めてみよう。 

 

 

 

 

問題２ １１０cm のテープに、９０cm のテープをつなぎます。テープの長さ

を全体で１８５cm にしようと思います。つなぎの長さは何 cm にすれ

ばよいですか。 

  

 

                               

                               

 



１０－２ ５．長いものの長さのはかり方と表し方  ｐ６１〜６３     

 
・長いものや丸いものの長さを測定するには巻尺が適していることやその使い方を理解し、 

 測定することができる。 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     Ⅳ 板書計 

・巻尺の使い方を理解するとともに、巻尺を使って長さを測ることができるようにする。 
 
Ⅲ子どもにさせる算数的活動のポイント 

・実際に巻尺を測りながら、巻尺のよさを実感させていくとともに、長い長さを体感させる。 
 
 

１．P６１ １の問題を把握する。 

 

 『ものさしでは、何回も測らないと…』 

 「長いものの長さをはかるには、まきじゃくを使うと便利です。」 
 
２．巻尺の使い方を調べる。 

 
             はかる前に０の位置を確認させる。 
             ※巻尺には０の目盛りがないものも 
              ある。 
 

 
 
３．巻尺の目盛りの読み方を確認する。 
  「アとイの目盛りの読み方を考えよう。」 
  『アは、２m と４０cm だから２m４０cm です。』 
  『イは、２m と１５cm だから２m１５cm です。』 
   
  「１m９０cm の目盛りはどこかな。」 
  『まず１m を見つけて、次に９０cm を見つけるとよい。』 
  
４．P６２ △1 △2 の問題に取り組む。 
 
 
５．教室の中を測る活動に取り組む。 
  「長さの見当をつけながら測ってみよう。」 
  「１０m はどのくらいか測ってみよう。」 
 
 
 
 
 

１．物差しの不便さを知り、
新しい計器の必要感をも
たせる。   （１０分） 

 
 
 
 
 
２．０の位置、１目盛りの長

さなど、目盛りのつき方
に着目させる。（１０分） 

 
 
 
 
 
 
 
３．既習の物差しの測定方

法を想起させ、巻尺に
おいても同様に測定で
きることをおさせる。 

    （１０分） 
 
 
４．m の部分を忘れないよ

う、注意を促す。（１０分） 
 
 
５．測定の仕方だけでなく、

機器として大切に扱うこ
とも確認させる。（５分） 

・目標 

マットの長さのはかり方を考えましょう。 

まきじゃくは、長い長さも簡単にはかることができる。 



板書計画 １０−２．長いものの長さのはかり方と表し方   
 

 

マットの長さのはかり方を考えましょう。                   

練習問題 

                         教科書Ｐ６２－△１① ② 

○まきじゃくを使って長いものの長さのはかり           △２① ②     など 

 方について調べよう。 

 

 ・ものさしではかれない長さでも、まきじゃ 

  くを使えばはかることができる。        長さ調べ 

 

 ・はかり始めのところを０に合わせる。       はかるもの 長さの見当 じっさいの長さ 

                          黒板の横  ４ｍ    ３ｍ４０ｃｍ 

 ・まきじゃくをねじらないように気をつける。      

 

 ・はかる長さの分だけまきじゃくを出す。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

問題１  

（１）アとイのめもりは何 m何 cm でしょう。 

ア →       m      cm          イ →      m      cm 

 

（２）１m９０cm と２m２５cm のところに↓をかきましょう。 

 

問題２ 長さの見当をつけて、いろいろなみのまわりのものをはかってみよう。 

はかるもの 見当をつけた長さ じっさいの長さ 

教室のたて   

教室のよこ   

   

   

   

   

   

   

   

   

 



 



１１－１ ５．長いものの長さのはかり方と表し方  ｐ６４〜６６     

 
・距離や道のりの意味を知り、長さを表す単位「キロメートル（km）」について理解する。 

 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     Ⅳ 板書計 

・道のりを理解するとともに、km の単位を使って表すことができるようにする。 
 
Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント  

・今までの長さの単位をもとに新しい単位を考えさせる。 
 
 

１．P６４ １の絵地図を見て、気づいたことを話し合う。 

『まっすぐ測ると７００m だ。』 

 『道に沿って測ると４００m＋４００m＝８００m になる。』  

「まっすぐにはかった長さを きょり 、道にそってはかった 

長さを 道のり という。」 

「１０００m を１キロメートルといい、１km と書く。」 

 
 
 
２．新しい長さの単位について、有用性を話し合い、まとめる。 

 「１０００m を１km と表すよさは何でしょう。」 
  
『長い長さは、km を使うと小さい数で表せる。』 

           
３．P６５③〜⑥の問題に取り組む。  
   
  
４．P６６△1 △2 △3 の問題に取り組む。 
 
   

１．きょりと道のりの意味
をおさえ、問題を把握す
る。     （１０分） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．小さい数で表せること

を確認させる。（５分） 
 
 
 
 
３．１０００m＝１km を基

に考えさせる。 
    （１５分） 

 
４．絵を見ながら距離と道

のりの意味を再度確認さ
せる。    （１５分） 

 

・目標 



板書計画 １１−１．長いものの長さのはかり方と表し方   
 

 

あさみさんの家から学校まで、まっすぐにはか   あさみの家→学校 

った長さは何ｍですか。また、道にそってはか    ・まっすぐはかると・・・７００ｍ 

った長さは何ｍですか。              ・道にそってはかると・・・ 

                             ４００ｍ＋４００ｍ＝８００ｍ 

（地図）                     ※まっすぐはかった長さ→きょり 

           ●あさみの家        ※道にそってはかった長さ→道のり 

                          

 ゆうびん局                   1000ｍを１キロメートルといい、１ｋｍ 

     ●                   と書きます。長いみちのりなどを表すとき 

                ●市役所     には、キロメートルのたんいを使います。 

                             １ｋｍ＝１０００ｍ  

     駅●   ●     ●学校 

                        ☆P６５③〜⑥の問題 

 

                        ☆P６６△1△2△3の問題 

 

 

    交番●                  

          ●              

          たつきの家 

 

 

 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 

問題１ 道のりについてまとめましょう。 

きょりとは → 

 

道のりとは → 

 

１０００m ＝ 

問題２ km の書き方の練習をしましょう。 

                                             

                                             

                                             

 

問題３ 絵地図をみて、道のりをもとめましょう 

（１）学校からたつきさんの家まで 

  式 

                        答え          

（２）   から    を通り    まで 

  式 

                        答え          

（３）   から    を通り    まで 

  式 

                        答え          

 



１１－２ ６．暗算  ｐ７１〜７３     

 
・２位数どうしの加減法の暗算による計算の仕方を理解し、その暗算をすることができる。 

 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     Ⅳ 板書計 

・数を分解しながら、自分なりの方法で暗算する方法を理解していく。また、暗算する時は、上の位

から下の位へと計算していくことを理解させる。 
 
Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント  

・子どもたちが自分なりの考えで暗算の方法を見つけていくとよい。 
 

１．P７１ １の問題を把握し、各自の考えを発表し、話し合う。  

 

 

 

 
 
「品物を１こ買って１００円玉１まいではらったときのおつりを暗

算でもとめましょう。」 
『数を分けたり、だいたい何十とみたり、いろいろなやり方がある。』 
 
２．たして１００になる２つの数を見て、きまりを見出す。 
 ア ６２＋３８＝１００ 
 イ ５６＋４４＝１００ 
 ウ ８５＋１５＝１００ 
 エ  ６＋９４＝１００ 
『たして１００になる２つの数は、位ごとのたし算の答えに注目す

ると、一の位は１０、十の位は９になっているね。』 
 
３．P７２ ３の問題を把握し、計算の仕方を考える。 
  

 P７２～７３の子どもの考えを参照する。 
『数を分けたり、だいたい何十とみたりするのがいいね。』  

 
４．P７３△③の問題に取り組む。 
  
   

１．暗算は個人差が大きい
ので、急がなくてよいこ
と、自分の考えやすい方
法でよいことなどを助言
する。    （１０分） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．段階的に「一の位の数ど

うしをたしたら」などと
着眼点を与えていく。 

（１０分） 
 
 
 
 
 
 
３．自分の考えやすい方法

でよいことを助言す
る。    （１５分） 

 
 
４．学習の理解を確認する。    

（１０分） 
 

・目標 

１００−７９を暗算でしましょう。 



  
 
１００−７９の暗算のしかたを考えましょう。   ４４＋２９、５２−３８の暗算のしかた。 

  

りくさん                   教科書 P７２～７３子どもの考え参照 

１００−７９ 

    

  ７０  ９ 

１００−７０＝３０ 

 ３０−… 

  

しほさん 

７９はだいたい８０ 

１００−８０＝２０ 

１多く引いているから 

２０＋１＝… 

たして１００になる２つの数のきまり 

・位ごとのたし算の答えに注目     まとめ 

→一の位は１０、十の位は９      数を分けたり、何十とみたり、何十となるように 

                   考えると、暗算がしやすくなることがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

問題１ １００−７９を暗算でしましょう。 

 

 

 

 

問題２ たして１００になる２つの数からきまりを見つけよう。 

ア ６２＋３８＝１００ 
 イ ５６＋４４＝１００ 
 ウ ８５＋１５＝１００ 
 エ  ６＋９４＝１００ 

 

 

問題３ ４４＋２９、５２−３８の暗算のしかたを考えましょう。 

 

暗算の方法 

きまり 

４４＋２９ 暗算の方法 

５２−３８ 暗算の方法 

まとめ 



１２－１ ７．あまりのあるわり算  ｐ７５〜７６     

 
・除数と商が１位数の除法で、わり切れない場合の計算の仕方を理解する。 

 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     Ⅳ 板書計 

・日常生活の「わりきれない」ことを話題として取り上げ、あまりのあるわり算の意味をとらえさせ

ながら、わり算を理解させる。 
 
Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント  

・実際に操作させながら、「あまり」の意味を体感させていく。 
 

１．P７５ １の問題を把握する。 『14÷3 になります。』 

 

２．既習の除法と比較して、答えの見つけ方を考え 

 

 

「 式 に し て み よ う 。 」
 

3  自分で考えた方法について発表し、答えを見つけ方を 

 考える。 

１４÷３＝4・・・2 

 

 

１．１２個や１５個のとき
（わり切れる場合）と同
じ場面であることから、
除法の式になるのではな
いかと考えさせる。 

     （５分） 
 
２．あまりのない除法の学

習を生かして、答えの見
つけ方を考える。 

（１０分） 
 
 
 
 
 
 
３．４人に分けられて２個

あまることを確認する。 
（１５分） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．学習の理解を確認する。    

（１５分） 
 

・目標 

ゼリーが１４こあります。１人に３こずつ分けると何人に分け

られますか。 

あまりがあるときも、わり算の式で表すことができる。答え

を見つけるときは、これまでのわり算と同じように、わる数

のだんの九九を使うことができる。 

あまりがあるときは、「わりきれない」 という。 



板書計画 １２−１．あまりのあるわり算   
 
 
ゼリーが１４こあります。１人に３こずつ分けると、何人に分けられますか。 

 

（子どもの予想・考え）     

                          １４÷３の計算 

 ・３こずつ分けていけばよい。                          あまり 

 ・わり算で考えるとよい。→１４÷３           ●  ●  ●  ●   

 ・うまく分けられない。                 ●  ●  ●  ●   ● 

 ・２こあまってしまう。                 ●  ●  ●  ●   ● 

 

（はると）                      １４このゼリーを1人に３こずつ分 

 ●●● ●●● ●●● ●●● ●●        けると、４人に分けられて、２こあ 

  ４人に分けられて、２こあまる。          まる。 

（みさき）                              ↓ 

  ３人に分けると ３×③＝９で ５こあまる。    これを式であらわすと・・・ 

  ４人に分けると ３×④＝12で ２こあまる。        １４÷３＝４あまり２ 

  ５人に分けると ３×⑤＝15で １こたりない。 

 

                           まとめ 

                    など      １４÷３の答えを見つけるときも、 

                            ３のだんの九九を使います。 

                            あまりがあるときは、 

                            「わりきれない」といいます。 

 

 

  
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 
 

問題 ゼリーが１４こあります。１人に３こずつ分けると、何人に分けられ 

ますか。 

 

式 

 

 

 

 

 

 

答えの見つけ方を考えよう。 

学習したことをまとめよう。 

●●●●●●●●●●●●●● 



１２－２ ７．あまりのあるわり算  ｐ７７〜７８     

 
・余りと除数の関係を理解する。 

 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     Ⅳ 板書計 

・除数は、余りより大きくなることを、除数と余りの関係を確かめながら、理解させるようにする。 
 
Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント  

・わり算を実際にしながら、余りと除数の関係を調べさせるようにする。 
 

 

１．P７７ ２の問題を把握する。 

 

 

「式にしてみよう。」『１３÷４になります。』 

『１３÷４＝２あまり５になります。』 

『１３÷４＝３あまり１になります。』 

２．除数と余りの大きさやその変化の仕方について考える。  

 

 

 

 

 
 
 
３．P７８ ３の問題を把握する。『１人分をもとめる問題だ。』 
 
 
 
  『１６÷３ になる。』『□×３＝たねの数 になる。』 
   １人分 ４こ ４×３＝１２ ４こあまる 
   ２人分 ５こ ５×３＝１５ １こあまる 
   ３人分 ６こ ６×３＝１８ ２こたりない 
 
４．P７７△2 、P７８△3 △4 の問題に取り組む。 
 

１．立式をし、答えについて
考える。 

     （５分） 
 
 
 
 
 
 
 
２．余りが５なので、もう１

人に４個分けられること
から、余りの大きさと除
数に着目する必要がある
ことに気づかせる。 

（１０分） 
 
 
 
 
 
 
３．これまでは何人に分け

られるかを求める問題だ
ったが、これは１人分を
求める問題であることを
確認する。  （１５分） 

 
 除数の段の九九を使って

答えを見つけることがで
きることを確認する。 

 
 
４．学習の理解を確認する。    

（１５分） 
 

・目標 

あめが１３こあります。１人に４こずつ分けると、何人に分け

られて、何こあまりますか。 

わり算のあまりは、わる数より小さくなるようにする。 

花のたねが１６こあります。３人で同じ数ずつ分けると、１人

分は何こになって、何こあまりますか。 



板書計画 １２−２ ７．あまりのあるわり算   
 
 

あめが１３こあります。１人に４こずつ分けると、   花のたねが１６こあります。３人で同じ数 

何人に分けられて、何こあまりますか。        ずつ分けると、１人分は何こになって、 

                          何こあまりますか。 

（あみの考え方） 

  ●●●●  ●●●●  ●●●●●      （しほの考え方） 

  １人４こ  １人４こ  ５こあまる        １人分を 

 １３÷４＝２あまり５               ４こにすると→④×３＝12→４こあまる 

 ２人に分けられて、５こあまる。５こは、      ５こにすると→⑤×３＝15→１こあまる 

                まだわけられる   ６こにすると→⑥×３＝18→２たりない 

（りくの考え方） 

  ●●●●  ●●●●  ●●●●  ●     １６このたねを          あ 

  １人４こ  １人４こ  １人４こ １こあまる  ３人で同じ数ずつ ●  ●  ● ま 

 １３÷４＝３あまり１               分けると、１人分 ●  ●  ● り 

 ３人に分けられて、１こあまる。          は５こになって、 ●  ●  ● ↓ 

                          １こあまる。   ●  ●  ● 

     わる数        あまり                ●  ●  ● ● 

 １３ ÷ ４ ＝ ３ あまり １         １６÷３＝５あまり１ 

                            答え １人分は５こで、１こあまる 

４ ＞ １ 

 

 まとめ 

  わり算のあまりは、わる数より小さくなるようにします。 

 

 

  
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 

問題１ あめが１３こあります。１人に４こずつ分けると、何人に分けられ 

て、何こあまりますか。 

 

式 

答え           

 

 

 

 

 

問題２ 花のたねが１６こあります。３人で同じ数ずつ分けると、１人分は

何こになって何こあまりますか 

 

  

 

 

式 

答え           

 

答えの見つけ方を考えよう。 

●●●●●●●●●●●●● 

●●●●●●●●●●●●●●●● 

１人 ２人 ３人

答えの見つけ方を考えよう。 



１３－１ ７．あまりのあるわり算  ｐ７９〜８０     

 
・わり切れない場合の除法の計算について、答えの確かめ方を理解する。 

 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     Ⅳ 板書計 

・余りのある除法の答えの確かめ方を乗法九九を使いながら理解させる。 
 
Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント  

・わられる数、わる数、答え、余りの関係を理解しながら、確かめ方を見つけていく。 
 

 

１．P７９ ４の問題を把握し、正しい答えとその理由を考える。 

 

 

「式にしてみよう。」『２３÷６になります。』 

あみさん『２３÷６＝４あまり１になります。』 

りくさん『２３÷６＝３あまり５になります。』 

「どちらが正しいですか。」 

２．答えの確かめ方を考える。  

  右図から 

  ６まい×３人＝１８まい 

 １８まい＋５まい＝２３まい 

      ↓ 

  ６×３＋５＝□となる 

 

 

 
 
 
３．P７９△5 、P８０△6 〜△10のいずれかに取り組む。 
  
 
 
 
 

１．あみさんの６×４＝２
４は、２３より大きくな
っていることを確認す
る。 

      
  
 ドット図の読み取りはし

っかりおさえておく。 
（１０分） 

 
 
 
 
 
２．言葉と対応させてまと

める。「１人分×何人分＋
あまり＝全部の数」と言
葉の式にまとめてもよ
い。     （１５分） 

  
 余りのある除法の答えの

確かめ方をまとめる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．学習の理解を確認する。    

（２０分） 
 
 

・目標 

色紙が２３まいあります。１人に６まいずつ分けると、何人に

分けられて、何まいあまりますか。 

２３÷６＝３あまり５の答えは、６×３＋５＝２３の式でた

しかめられる。 

「わる数×答え＋あまり」がわられる数と同じになる。 



板書計画 １３−１ ７．あまりのあるわり算   
 
 

色紙が２３まいあります。 

１人に６まいずつ分けると、何人に分けられて、何まいあまりますか。 

  

（子どもの考え） 

○２３÷６の計算                ○答えのたしかめ方・考え方 

                              ６まい×３人＝１８まい 

  ２３÷６＝３あまり１８                 １８まい＋５まい＝２３まい 

                                  ↓ 

                              ６×３＋５＝２３  となる 

 

     ●   ●   ●               

     ●   ●   ●   ● 

     ●   ●   ●   ●           ２３÷６＝３あまり５ 

     ●   ●   ●   ●              ↓ ↓   ↓ 

     ●   ●   ●   ●              ６×３ ＋ ５ ＝ ２３ 

     ●   ●   ●   ● 

 

                あまり 

 

   

まとめ 

   「わる数 × 答え ＋ あまり」が「わられる数」と同じになります。 

 

 

  
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 
 

問題１ 色紙が２３まいあります。１人に６まいずつ分けると、何人に分け

られて、何まいあまりますか。 

式 

答え           

下の図を使って、答えが正しいからどうかたしかめましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わり算の答えのたしかめ方 



１３－２ ７．あまりのあるわり算  ｐ８１     

 
・余りのとらえ方について理解を深める。 

 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     Ⅳ 板書計 

・題意に注意しながら、商に１くわえなければならないときがあることを理解させる。 
 
Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント  
・具体的な場面をとらえながら、商に１を加えた数が答えになることを説明させる。 
 
 

１．P８１ １の問題を把握する。 

 

 

「式にしてみよう。」『２３÷４＝５あまり３になります。』 

２．答えについて考える。  

 「２人の考えについて話し合いましょう。」 

 

 

 
 
 
 「あまった３このケーキを入れるには、箱がもう１箱必要だね。」 
３．P８１ ２の問題を把握する。 
  
 
 

「式にしてみよう。」『３０÷４＝７あまり２になります。』 
 
  りくさん 『７あまり２だから、車は全部で８台作れる。』× 
  しほさん 『あまったタイヤ２こでは、車をもう１台作れないね。』 
 
 
 
 
 
４．P８２ たしかめの問題に取り組む。  
   
   

１．全部のケーキを入れる
には何箱必要かを考えさ
せる。    （５分） 

 
 
 
 
２．余った３個のケーキも
箱に入れるため、もう１
箱必要であることを確認
する。    （１０分） 

  
 
 
 
 
 
 
 
３．１・２の問題の違いに着
目して、問題に対応して余
りを処理することが大切で
あることをまとめる。 

（１０分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．学習の理解を確認する。    

（２０分） 
 
 

・目標 

ケーキが２３こあります。１箱に４このケーキを入れていきます。全

部のケーキを入れるには、箱は何箱あればよいでしょうか。 

こうたさん 

５あまり３だから、 

５箱あればいい。 

答え ５箱 

みさきさん 

５あまり３だけど、 

５箱だと３個残る。 

答え ６箱 

タイヤを４こ使って、おもちゃの車を作ります。タイヤは３０

こあります。車は何台作れますか。 

場面によって、あまりの分を考えて、１をたすときがある。

あまりを考えないときもある。 



板書計画 １３−２ ７．あまりのあるわり算 

ケーキが２３こあります。１箱に４このケーキを入れていきます。 

全部のケーキを入れるには、箱は何箱あればよいでしょうか。 

 

タイヤを４こ使って、おもちゃの車を作ります。

タイヤは３０こあります。車は何台作れますか。 

 

  
 
 

   

 

  

○式 → ２３÷４                ○式 → ３０÷４ 

（こうたの考え）                 （りくの考え） 

  ・２３÷４＝５あまり３            ・３０÷４＝７あまり２ 

  ・答えは５だから、５箱あればよい。      ・答えは７だけど、あまった２こで車を作れ 

答え ５箱          るから７＋１＝８。 

                                  答え ８台 

                                  

（みさきの考え） 

  ・２３÷４＝５あまり３            （しほの考え） 

  ・答えは５だけれど、あまった３こを入れる   ・３０÷４＝７あまり２ 

   ためには、もう１箱いるから ５＋１。    ・答えは７で、あまった２こでは車をもう１ 

答え ６箱          台作ることはできない。 

                                   答え ７台 

 

 ※ぜんぶを入れるためには、６箱必要だから    ※４このタイヤで作らないといけないのだか 

  みさきの考え方が正しい。            ら、２このタイヤではいけないので、 

                          しほの考え方が正しい。 

 

                           

 

 

 

  
 

 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 

問題１ ケーキが２３こあります。１箱に４このケーキを入れていきます。

全部のケーキを入れるには、箱は何箱あればよいでしょうか。 

式 

答え           

こうたさんとみさきさんはどちらが正しいと思いますか。 

 

 

 

 

 

問題２ タイヤを４こ使って、おもちゃの車を作ります。タイヤは３０こ 

あります。車は何台作れますか。 

式 

答え           

りくさんとしほさんはどちらが正しいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 



１４－１ ８．大きい数のしくみ  ｐ８５〜８６  

 
・一万の位までの数の読み方や書き方、構成や命数法について、数の見方や既習の整数の表し

方を基に考え、理解する。 

 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     Ⅳ 板書計 

・２年生まで学習した千までの数のしくみをもとに、１０のまとまりができると新しい位になること

を理解させていく。 
 
Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント  

・千までの位の仕組みをもとに、万の位について予想させる。 

１．P８５ １の問題を把握する。 

 

 「１０００枚、１００枚、１０枚のたばはそれぞれ何こありますか。」 

 『１０００枚の束が２４束、１００枚の束が１束、１０枚の束が５束あり
ます。』 

 『ばらが３枚あります。』 

２．１００００より大きい数について調べる。  

 「１０００より大きい１００００の束はいくつありますか。」 

 『２束です。』 

 

 

 
 
３．二万四千百五十三を数字で書く表し方を数の構成と関連づけて

おさえる。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
４．P８６△1 の問題に取り組む。  
   
   

１．１０００の束が２０こ
と４こあることに着目さ
せる。    （５分） 

 
 
 
 
 
 
２．既習を確認し、千が１０

こで一万、その２つ分で
あることから「二万」と導
き、２００００と書くこ
とをまとめさせる。 

        （１０分） 
  
 
 
 
 
 
３．数カードやドットを用

いて数の構成を考えさせ
ても良い。 

（１０分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．学習の理解を確認する。    

（２０分） 
 

・目標 

入場券は全部で何まいありますか。 

一万を２こ集めた数を二万といい、２００００と書きます。

二万と四千百五十三を合わせた数を二万四千百五十三といい

ます。 

二万四千百五十三は、２４１５３と書きます。 



 
  
 

紙は全部で何枚ありますか。           まとめ 

                         二万四千百五十三は、２４１５３と 

                         書きます。 

○1000 まいのたば、100 まいのたば、10まいの 

 たば、がそれぞれいくつあるでしょう。そし 

 て、ばらの紙は何まいあるでしょう。       練習問題 

     ↓                   教科書Ｐ８６△1 ．など 

 １０００まいのたば・・・・・２４ 

  １００まいのたば・・・・・ １ 

   １０まいのたば・・・・・ ５ 

    １まいのばら・・・・・ ３ 

  

○１０００が２０こでいくつでしょう。 

     ↓ 

 １０００が１０こで１００００（一万）という。 

 １００００（一万）を２こ集めた数を 

         二万といい２００００とかく。 

 

○全部合わせると 

 一万の位 千の位 百の位 十の位 一の位    

   ２   ４   １   ５   ３ 

  

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 



 
 
 

問題１ 入場けんは全部で何まいありますか。 

一万が 

    こ 

千が 

    こ 

百が 

    こ 

十が 

    こ 

一が 

    こ 

 

一万のくらい 千のくらい 百のくらい 十のくらい 一のくらい 

     

     

                は             と書く。 

ワーク１ 数を読みましょう。 

①                                   ② 

     

 

 

 

 

ワーク２ 次の数を数字で書きましょう。 

① 八万四千五百二十四             ② 九万九 
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一万 千 百 十 一 

 

 

 

● 

● 

 ● 

● 

● 

● 

●● 

 ● 

● 

● 

● 

●● 

一万 千 百 十 一 

まとめ 



１４－２ ８．大きい数のしくみ  ｐ８７〜８８  

 
・十万、百万、千万の数の仕組みと千万の位までの読み方や書き方、数の構成について理解する。 

 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     Ⅳ 板書計 

・一万までの仕組みをもとに、一万、十万、百万、千万を１０個分の関係にあることを予想させる。 
 
Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント  
・一万〜千万までの数の仕組みを「１００００までの」数の仕組みをもとに考えさせる。 
 

 

１．P８７ ２の問題を把握する。 

 
 「高知県、宮城県、東京都の人口を読んでみましょう。」 
 『東京も、二つの県も一万より大きいぞ。』 
 「一万を１０こ集めた数は何と読めばいいだろう。」 
 一万が１０こ →    十万     １０００００ 

  
 
十万が１０こ →   百万    １００００００ 

 百万が１０こ →  千万   １０００００００ 

２．上の約束をもとに読んでみる。  

 高知県の人口 七十二万五千二百八十九 

千万の位 百万の位 十万の位 一万の位 千の位 百の位 十の位 一の位 

  ７ ２ ５ ２ ８ ９ 

宮城県の人口 二百三十一万二千八十 

千万の位 百万の位 十万の位 一万の位 千の位 百の位 十の位 一の位 

 ２ ３ １ ２ ０ ８ ０ 

東京都の人口 一千三百六十三万七千三百四十六 

千万の位 百万の位 十万の位 一万の位 千の位 百の位 十の位 一の位 

１ ３ ６ ３ ７ ３ ４ ６ 

３．P８８の問題に取り組む。 

１．既習の数の仕組みから
類推し、数の読み方や書
き方を確認する。 

   （１０分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．位の数の意味をおさえ、
十万以上の数の読み書き
ができるようにする。 

        （１５分） 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．学習の理解を確認する。    

（２０分） 
 

・目標 

高知県、宮城県、東京都の人口は何人ですか。 

一万をを１０こ集めた数を十万といい、１０００００と書きます。 



 

   
 

一万を１０こ集めた数は、何といえばいいでしょうか。   まとめ 

                             一万の位の左をじゅんに 

○高知県、宮城県、東京都の人口の読み方を調             十万の位 

 べましょう。                           百万の位 

  ・一万が10こ →  10万 →  100000               千万の位といいます。 

  ・十万が10こ → 100万 → 1000000 

  ・百万が10こ → 1000万 → 10000000        練習問題 

      ↓                      教科書Ｐ８８△2〜△4など 

 高知県の人口 七十二万五千二百八十九 
   千万の位百万の位十万の位一万の位 千の位 百の位 十の位 一の位 

         ７  ２  ５  ２  ８  ９ 

 

 

宮城県の人口 二百三十一万二千八十 
   千万の位百万の位十万の位一万の位 千の位 百の位 十の位 一の位 

       ２  ３  １  ２  ０  ８  ０ 

 

 

東京都の人口 一千三百六十三万七千三百四十六 
   千万の位百万の位十万の位一万の位 千の位 百の位 十の位 一の位 

    １  ３  ６  ３  ７  ３  ４  ６ 

 

 

 

 

 

板書計画 １４−２ ８．大きい数のしくみ 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 
 

問題１ 大きい数の読み方や書き方を調べよう。 

高知県                      と読みます。 

千万の位 百万の位 十万の位 一万の位 千の位 百の位 十の位 一の位 

        

宮城県                      と読みます。 

千万の位 百万の位 十万の位 一万の位 千の位 百の位 十の位 一の位 

        

東京都                      と読みます。 

千万の位 百万の位 十万の位 一万の位 千の位 百の位 十の位 一の位 

        

 

 

 

 

 

 

まとめ 

 

一万を十こ集めた数を        といい、        と書きます。 

 

一万を百こ集めた数を        といい、        と書きます。 

 

一万を千こ集めた数を        といい、        と書きます。 



１５－１ ８．大きい数のしくみ  ｐ８９  

 
・数の相対的な大きさについて、１０００を基に考え、説明することができる。  

 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     Ⅳ 板書計 

・数の量感をできるだけイメージさせながら仕組みを理解させていく。位取表を利用する。 
 
Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント  
・「○が１０個集まったら何になるのか」これを基に、数をとらえさせていく。 
 

 

１．P８９ ３①の問題を把握する。 

 
 「１０００は１０こで１００００（一万）になります。」 
 「２３を２０と３で考えてみましょう。」 
  １０００が２３こ １０００が２０こ→２００００（二万） 
           １０００が ３こ→ ３０００（三千） 
  合わせると    ２３０００（二万三千） 
 

２．P８９ ３②の問題を把握する。 

 

  

「３４０００は、３００００と４０００に分けられます。」 

 １４０００は ３００００→１０００が３０こ 

         ４０００→１０００が ４こ 

 合わせると    １０００が ３４こ 

３．１０００を基にして、数の相対的な大きさについてまとめる。  

 

 

４．P８９の△5 の問題に取り組む。 
 
 
 
 

１．千の位に２３こも●が
入らないこと、１０００
を１０こ集めた数がいく
つになるかを考えること
を通して、１０００を２
３こ集めた数を考えさせ
る。     （１５分） 

 
 
 
 
 
 
２．位取表を使って、４００
０は１０００が４こ、１
００００は１０００が１
０こだから３００００は
１０００が３０こ、３４
０００は１０００が３４
こ、というように段階的
に考えさせる。（１５分） 

  
 
 
 
３．（５分） 
 
 
 
４．ますりんの吹き出しの
ように、マスキングして
考えさせてもよい。 

        （１０分） 

・目標 

①１０００を２３こ集めた数は、いくつですか。 

１０００の何こ分かで数を見ると、大きさがとらえやすい。 

②３４０００は、１０００を何こ集めた数ですか。 



板書計画 １５−１ ８．大きい数のしくみ   
 

 

１０００を２３こ集めた数はいくつですか。    ３４０００は１０００を何こ集めた数ですか。    

                          

                          

・１０００は１０こ１００００（一万）      ・３４０００は３００００と４０００に分け 

                         られる。 

・２３を２０と３に分ける。 

  1000が23こ 1000が20こ→ 20000（二万） ・34000は 30000 → 1000が３０こ 

         1000が３こ→  3000（三千）        4000 → 1000が ４こ 

              ↓                    ↓ 

         合わせると ２３０００          合わせると 1000が３４こ 

 

       位取表 

        千   百   十   一   千   百   十   一 

                    万 

                    ２   ３   ０   ０   ０ 

                    ３   ４   ０   ０   ０ 

                        １   ０   ０   ０ 

 

 

 

                １０００を１０こ集めると１００００（一万）になります。 

                大きな数も、１０００がいくつ分という表し方ができます。 

 

 

 

  
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



 
 
 

問題１ １０００を２３こ集めた数はいくつでしょう。 

    

  １０００が２３こ ２３こ（２０＋３） 

            １０００が    こ→     

  １０００が２３こ 

            １０００が    こ→         

 

問題２ ３４０００は、１０００を何こ集めた数でしょう。 

 

  ３４０００は →             ＋        

          ３００００ → １０００が   こ  １０００が 

  ３４０００ 

           ４０００ → １０００が   こ 

 

位取表で考えてみましょう。 

千 百 十 一 千 百 十 一 

万の位 

        

 

 

 

 

まとめ 

 

 
     こ 



 

 

 



１５－２ ８．大きい数のしくみ  ｐ９０〜９１   

 
・１万より大きい数の大小や順序について理解し、「一億」について知る。  

 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     Ⅳ 板書計 

・目盛りの取り方や１目盛りがいくらを表しているかを確認しながら、理解を深めていく。 
 
Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 
・数直線に表された整数を読んだり、数直線上に整数を表したりさせる。 

 
 

１．P９０ ４の問題を把握し、用語「数直線」を知る。 

 
 「（教科書下図のような）数の線を数直線といいます。」 
 ・右へ行くと数が大きくなる。 
 ・０から１００００まで１０に区切れている。 
 ・１目盛りは１０００ 

２．１目盛りの大きさに着目して、数の大小や順序について理解を
深める。 

 

  

 

３．P９１ ⑥・⑦を確認する。  

 

 

 

 

 

４．P９１の△6 の問題に取り組む。 
 
 
 
 
 
 

１．数の線を数直線という
ことを知らせる。 

 
 ０と１００００の目盛り

の間が１０等分されてい
ることから、一番小さい
１目盛りはいくつかを考
えさせる。 

    （１０分） 
 
２．数直線では、右に行くほ

ど数が大きくなり、左に
行くほど数が小さくなる
ことを確認する。 

（１５分） 
  
 
 
３．０と５０００万の間を 

５つに分けていること 
から、１目盛りは１００ 
０万であることをおさ 
える。    （１０分） 

 
 
 
 
４．１目盛りの大きさや数

直線が表す数の範囲が異
なるため、一つひとつの
数直線の１目盛りの大き
さを確認してから数を読
み取るよう助言する。 

        （１０分） 

・目標 

１００００より大きい数のならび方を調べましょう。 

１めもりの大きさに注目して数直線を使うと、数のならび方

などがわかりやすくなる。 

千万を１０こ集めた数を一億といい、１００００００００と

書く。 



板書計画 １５−２ ８．大きい数のしくみ 
 

  
 

 

１００００より大きい数のならび方を調べましょう。             

                         練習問題 

                         教科書Ｐ９１ △6など 

○下のような数の直線を数直線といいます。              

 0        10000       20000       30000    

 

 

 ・右へ行くほど、数が大きくなる。 

 ・０から10000までの間に10目盛がある。 

     ↓ 

  1目盛が1000を表している。 

 ・イ → ５目盛 →５０００ 

 ・ウ → 20000と1目盛 → ２１０００ 

 ・エ → 60000と9目盛 → ６９０００ 

                   １億 

 0        5000万       ↓ 

 

 ・1目盛が1000万を表している。 

 ・1000万が10こ集まった数を１億といい    まとめ 

         １００００００００と書く。  １めもりの大きさに注目して数直線を使うと、

数のならび方などがわかりやすくなる。 

 

 

 

 

 

  
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 



 
 
 

問題１ １００００より大きい数のならび方を調べましょう。 

０                              １００００                              ２００００                               ３００００                               ４００００ 

    ↑イ                    ↑ウ 

 

（１）数直線のやくそくを見つけましょう。 

 

 

 

問題２ 下の数直線のいちばん小さい１めもりはいくつですか。 

 

 

 

 

いちばん小さい１めもり →                  

エは        といい、             と書きます。 

 

 

 

 

 

 

                                           

まとめ 

 

 

 



１６－１ ８．大きい数のしくみ  ｐ９２〜９３   

 
・数や式の相当関係や大小関係の表し方を理解する。 

・数の構成を多面的に捉え、数の見方を豊かにする。 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     Ⅳ 板書計 

・数を１０００、１００００単位でいくつ分あるのか捉えさせていくことが大切。 
 
Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 
・数を１００、１０００、１００００を単位として大きさを捉えさせていきながら考えていくことが大切。 

 

１．いろいろな数の大きさを比べよう。 

P９２ ５  等号・不等号の記号の意味を確認し、（１）にあてはま
る記号を書く。 

 
 ・７００万は４００万より大きいから＞があてはまる。 
２．（２）、（３）の問題を工夫して計算する。 
 
 「計算のしかたを工夫しましょう。」 
 『３０００＋２０００は、１０００をもとにすると…』 
 ・３＋２だから１０００が５こで５０００ 
 

『９００００−６００００は、１００００をもとにすると、９−６
だから…』 

 ・１００００が３こで３００００ 
 
 

 

３．P９３ ６の問題を把握する。 

 
 
               りく 16000=10000＋6000 
                              あみ 16000=20000−4000 
 

１．既習事項の振り返りを
する。    （１０分） 

 
 
 
 
２．１０００などを基に考

えることをおさえる。 
（１０分） 

  
 
 

１０００や１００００
を基に考えると計算が
簡単になることを価値
づける。   （１０分） 

 
 
 
 
 
 
 
 
３．既習の数の構成や、相対

的な大きさを基にして表
すよう促す。 （１０分） 

 
 
 
 
 
 
４．学習内容の理解を確認

する。（５分）宿題 

・目標 

（１）７００万     ４００万 

３０００＋２０００は、１０００をもとにすると３＋２の計算で、

９００００−６００００は、１００００をもとにすると９−６の計算

で考えることができる。 

（２）５０００     ３０００＋２０００ 

（３）９００００−６００００     ４００００ 

１６０００は、どのような数といえるでしょうか。 

数の見方は、ことばだけではなく、式でも表すことができる。 



板書計画 １６−１ ８．大きい数のしくみ 
 

  
 

 

□にあてはまる、＝、＞、＜の記号を書きましょう。 １６０００という数を、次のように表しまし 

             た。□にあてはまる数を書きましょう。 

                         

・1000や10000のかたまりで考えるとよい。    （りく） 

                         16000＝10000＋6000 

5000□3000＋2000                 16000は、10000と6000を合わせた数 

    ３＋２＝５（5000） 

                        （あみ） 

90000−60000□40000                            16000＝20000−4000 

    ９−６＝３（30000）             16000は、20000より4000小さい数 

 

 

3000＋2000は、1000をもとにすると３＋２で    数の見方は、ことばだけではなく、式でも 

90000−60000は、10000をもとにすると９−６で    表すことができる。 

考えることができる。 

 

 

 

 
 
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 



 
 

問題１ □にあてはまる、＝、＞、＜の記号をかきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題２ １６０００はどのような数といえるでしょう。３人の見方について

□にあてはまる数を書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

 

まとめ 

 

 

 

 

 

＝の記号を    といいます。また、＞、＜の記号を      といいます。 

（１）７００万□４００万 
理由 

（２）5000□3000＋2000 
理由 

（３）90000−60000□40000 
理由 

りく 
16000 は、10000 と      

を合わせた数です。 
理由 

あみ 
16000 は、20000 より      

小さい数です。 
理由 

みさき 
16000 は、1000 を    こ 
集めた数です。 
理由 



１６－２ ８．大きい数のしくみ  ｐ９４〜９５   

 
・整数を１０倍した数、１０でわった数の表し方を理解する。 

・整数を１００倍、１０００倍した数の表し方を位の移り方を基に説明することができる。 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     Ⅳ 

・対応する数字が１０倍になると、位が移動することを考えさせる。形式的に０の処理を指導しない。 
 
Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 
→・位取表に注目しながら０の移動に気付かせる。 

 
 

１．P９４ １の問題を把握する。 

 
  
２．２５を１０倍した数、１０でわった数について考える。 
 （１）   ２０ → ２００ 
   ２５            ２５０ 
        ５ →  ５０      ２５×１０＝２５０ 
 （２）  ２００ →  ２０ 
  ２５０            ２５ 
       ５０ →   ５     ２５０÷１０＝２５ 
３．P９５ ２の問題を把握する。 

 

 ①１０倍の１０倍は何倍ですか。 

  ２５ → ２５０ → ２５００ ２５×１００＝２５００ 

 ②２５を１０００倍した数はいくつですか。 

  ２５×１０００＝２５０００ 
 
                
 
 
 
 
４．P９４ ①、P９５△1 の問題に取り組む。 
   
   

１．（１０分） 
 
 
 
 
２．各位の数字が１桁ずつ

上がっていることを確認
させる。   （１０分） 

  
 
 
 
 
 
 
 
３．１０倍の１０倍という

ことは１００倍と同じで
あることをおさえる。 

 （１５分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．学習内容の理解を確認

する。（１０分）宿題 

・目標 

それぞれいくつですか。 

（１）２５を１０倍した数 （２）２５０を１０でわった数 

２５を１０倍した数を、さらに１０倍するといくつになりますか。 

数を１０倍すると、位が１つずつ上がる。１０でわると位が１つず

つ下がる。位のうつり方に注目すると、１００倍は２つずつ、１０

００倍は３つずつ位が上がる。 

１０倍 

１０倍 

１０でわる 

１０でわる 

１０倍 １０倍 

１００倍 



板書計画 １６−２ ８．大きい数のしくみ 
 

  
 

 

整数を１０倍、１００倍した数を考えよう。     

 

○２５を１０倍した数はいくつですか。      ○２５０を１０でわった数はいくつですか。 

              百  十  一                百  十  一 

 25×10の式になる        ２  ５    250÷10の式になる   ２  ５  ０ 

          10倍  ２  ５  ０          10でわる     ２  ５ 

                         （250÷10の計算は、10倍の反対の計算） 

 ２５×１０＝２５０   答え ２５０ 

                         ２５０÷１０＝２５   答え ２５ 

 

○２５を１０倍した数を、さらに１０倍するといくつですか。 

 千  百  十  一                              

２  ５ 

    ２  ５  ０ 

 ２  ５  ０  ０ 

      ２５×１０×１０ → ２５×１００ 

                 ２０×１００ と ５×１００ 

      ２５×１０×１０＝２５００   答え ２５００ 

 

まとめ                     まとめ 

 数を10倍すると、位が１つ上がり、もと      数を１０でわると、位が１つ下がり、 

 の数の右に０を１こつけた数になります。      もとの数の一の位の０をとった数になります。 

 

 

 

  
 
 
 
 
  

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 



 
 

問題１ それぞれいくつですか。 

（１）２５を１０倍した数 

式                    

 

 

 

 

 

（２）２５０を１０でわった数 

式 

 

 

問題２ ２５を１０倍した数を、さらに１０倍するといくつになりますか。 

式   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

百 十 一 

 ２ ５ 

   

百 十 一 

２ ５ ０ 

   

万 千 百 十 一 

   ２ ５ 

     

     

     

まとめ 

 



１７－１ ９．かけ算の筆算  ｐ９９〜１０１  

 
・何十、何百に１位数をかける計算の仕方について、１０や１００を基に考え、説明すること

ができる。 

 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     Ⅳ 板 

・１位数×１位数の計算を基に、何十×１位数、何百×１位数の計算を考える。 
 
Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 
・これまで学習した九九の計算を基に、課題を解決させていく。 

 

１．P９９ １の問題を把握する。 

 
 「式を書きましょう。」『２０×３です。』 
りく １つ分が１このねだんだから、２０×３ 
みさき １こ２０円でその３こ分  ２０×３ 
２．２０×３の計算のしかたを考え、説明する。 
         あみ ２０＋２０＋２０＝６０ 
         はると ２０は１０の２こ分 ２×３＝６ 
             １０が６こで６０ 
 ・同じように２００×３の計算のしかたを考える。 
         しほ ２００は、１００の２こ分 ２×３＝６ 
            １００が６こで６００ 

３．２×３、２０×３、２００×３の式をくらべる。 

  『かける数はどれも３です。』『かけられる数は１０倍、１００倍』 
こうた ２×３＝ ６       みさき  ２×３＝  ６ 
    ↓        ↓                        ↓          ↓ 
   ２０×３＝６０          ２００×３＝６００ 
 
 
 
 
 
 
４．P１０１△2 △3 の問題に取り組む。 
   
   

１．２０＋２０＋２０と立
式した児童に対して
は、考えを認めつつ、２
０円の３こ分であるこ
とを確認し、ほかの計
算の式で表す方法はな
いか考えさせる（１０
分） 

 
２．立式した理由を言葉の
式やテープ図を用いて説
明する。   （１０分） 

  
 
 
 
 
 
 
３．３つの式を比較し、乗数
が３で同じだが、被乗数
の２０は２の１０倍、２
００は２の１００倍にな
っていることをおさえ
る。     （１５分） 

 
 
 
 
 
 
 
４．学習内容の理解を確認

する。（１０分） 

・目標 

１こ２０円のあめを、３こ買います。代金はいくらですか。 

１０をもとにすれば、九九を使って計算できる。 

かけられる数が１０倍になると、答えも１０倍になり、かけられる

数が１００倍になると、答えも１００倍になる。 

➓ 
➓ 

➓ 
➓ 

➓ 
➓ 

100 

100 

100 

100 

100 

100 

１０倍 １０倍 １００倍 １００倍 



板書計画 １７−１ ９．かけ算の筆算 
 

  
 

 

１こ２０円のあめを、３こ買います。代金       何十 × 一けた 、   何百 × 一けた の 

はいくらですか。                 計算は、10や100が何こあるのか考えると 

                          九九を使って計算することができます。 

         □円 

                        ○２００×３の計算のしかたを考えましょう。 

   ２０円  ２０円  ２０円          

                         100 100  100    

 １まいのねだん × 買った数 ＝ 代金     100 100  100    

                            

  ⑩  ⑩  ⑩ 

  ⑩  ⑩  ⑩                200は100を３こ集めた数だから、 

                         ２×３＝６で、100が６こあることになる。 

 ・２０＋２０＋２０＝６０ 

 ・２０は１０が２こ → ２×３＝６       ２   × ３ ＝ ６ 

             １０が６こで６０    ↓100倍       ↓100倍 

                         ２００ × ３ ＝ ６００ 

 ２  × ３ ＝ ６                          答え ６００ 

 ↓10倍      ↓10倍 

 ２０ × ３ ＝ ６０             まとめ 

                答え ６０円   １０をもとに計算すれば、九九を使って計算

できる。 

                         かけられる数が１０倍になると、答えも１０

倍になり、かけられる数が１００倍になると、 

                         答えも１００倍になる。 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

 



 
 
 

問題１ １こ２０円のあめを、３こ買います。代金はいくらですか。 

式                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題２ ２×３、２０×３、２００×３の式をくらべましょう。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

 

上の式の計算のしかたを考えよう。 

 

かけ算で、かけられる数が１０倍、１００倍になると、答えはどうなるか考えよう。 



 

 

 



１７－２ ９．かけ算の筆算  ｐ１０１〜１０３  

 
・２位数×１位数（部分積がみな１桁）の筆算の仕方について理解し、その計算ができる。  

 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     Ⅳ 

・今までの九九の計算をもとにしながら、筆算の方法を考えさせていく。 
 
Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 
・これまで学習した九九の計算をもとに、課題を解決させていく。 

 
 

１．P１０１ １の問題を把握する。 

 
 
 「式を書きましょう。」『２３×３です。』 

りく １つ分が１このねだんだから ２０×３ 
２．２３×３の計算のしかたを考え、説明する。 

あみ  ２３を２０と３に分けて考える。 
２０×３＝６０  ３×３＝９ 合わせて６９ 

こうた しほ も似た考え 『２３を２０と３に分けて考える。』 

３．２３×３の計算の仕方をまとめる。 

 

 

 

４．２３×３の筆算の仕方を調べる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．P１０３△1 △2 △3 の問題に取り組む。 
   

１．簡単な数に置き換えて
見積もりをさせる。そ
の際、「２０×３の６０
よりは少し大きい」「３
０×３の９０よりは小
さい」など、根拠も説明
させる。  （１０分） 

 
２．考えの似ているところ

を、話し合いを通して見
出させる。  （１０分） 

  
 
 
 
３．第１単元で学習した１

２×４などの計算の仕方
と同じきまりを使ってい
ることを確認させる。 

      （５分） 
 
４．筆算の仕方を簡潔にま

とめる。（１０分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．問題を抜粋して取り組

ませ、学習内容の理解
を確認する。（１０分） 

・目標 

１まい２３円の色画用紙を、３まい買います。 

代金はいくらですか。 

位ごとに分けて計算すれば、

九九を使って答えをもとめら

れる。 



板書計画 １７−２ ９．かけ算の筆算 
 

  
 

 

１まい２３円の色画用紙を、３まい買います。代  ○２３×３の筆算のしかた 

金はいくらですか。 

                           ２３   ① 位をたてに 

         □円               × ３     そろえて書く。 

                      

   ２３円  ２３円  ２３円           ↓ 

                      

 １まいのねだん × 買った数 ＝ 代金       ２３   ②「三三が９」の９を 

                          × ３    一の位に書く。 

                            ９ 

○あみ、こうた、しほの考え方 

                           ↓ 

  ２３ × ３ ＝ 

                           ２３   ③「三二が６」の６を 

 ２０ ３                     × ３    十の位に書く。 

  ↓                        ６９ 

  ２０ × ３ ＝ ６０ 

   ３ × ３ ＝  ９                 ２３ 

                             × ３ 

   あわせて    ６９                  ９……３×３ 

                              ６０……３×２０ 

 ２３ × ３ ＝ ６９  答え ６９円          ６９ 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

 

 

 



 
 
 

問題１ １まい２３円の色画用紙を、３まい買います。代金はいくらですか。 

式                    

 

問題２ あみさん、こうたさん、しほさんの考えでにているところはありますか？ 

（１）自分の方法 

   

   

   

（２）まとめてみよう 

①                       ②                      ③ 

     

      

 

 

 

 

 

 

 

   

      

   

   

              

   

   

              

   

まとめ 

 

 



 



１８－１ ９．かけ算の筆算  ｐ１０４〜１０５  

 
・２位数×１位数（一の位の数との部分積が２桁）の筆算の仕方について理解し、その計算が

できる。  

 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     Ⅳ 

・２３×３の計算を基にしながら、筆算の方法を考えさせていく。 
 
Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 
・これまで学習した筆算を基に、何が難しくなったのか課題を明らかにして解決させていく。 
 

１．P１０４ ２の問題を把握する。 

 
 
 「式を書きましょう。」『１６×４です。』 
 『１６＝１０＋６ １０×４＝４０ ６×４＝２４ ４０＋２４＝６４』 
２．１６×４の計算のしかたを考え、説明する。 

『２３×３とはちがって、繰り上がりがある。』 
 
 
 
 
 

 

３．P１０５ ３の問題を把握し、既習の筆算との違いを確認する。 

 

 

 

 

 

 

４．P１０４△4 、P１０５△5 △6 の問題に取り組む。 
 
   

１．既習の正方形の定義を
想起させ、１６cm の辺
が４つあることを確認
させる。   （５分） 

 
 
 
２．２３×３は繰り上がり

がないが、１６×４は繰
り上がりがあることをお
さえる。  （１０分） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
３．十の位の数とのかけ算

が２桁になることや、答
えが３桁になりそうなこ
となどを確認させる。 

       
  
 ４２×３の十の位の計算

は「三四１２」となり、１
０が１２こだから百の位
に１繰り上がることをお
さえる。   （１５分） 

 
４．問題を抜粋して取り組

ませ、学習内容の理解
を確認する。（１５分） 

・目標 

１つの辺が１６cmの正方形の、まわりの長さ

は何 cm ですか。 

くり上がりがあっても、かけ

算の筆算のしかたは同じ。か

け算の筆算は、一の位から計

算するとよい。 

答えが３けたになっても、か

け算の筆算のしかたは同じ。 



板書計画 １８–１ ９．かけ算の筆算 
 

   
 

 

１６×４の筆算のしかたを考えよう。       ４２×３の筆算のしかたを考えましょう。 

                         

○１つの辺が１６ｃｍの正方形のまわりの長さは 

何ｃｍですか。                ４２×３の筆算 

   ↓                    ①  ４２    ②  ４２ 

１６×４の筆算のしかた                × ３      × ３ 

                             ６      １２６ 

   １６    ①「四六２４」の４を一の      

  × ４     位に書き、２を十の位に     「三二が６」   「三四１２」 

   ㎡４     くり上げる。                   １を百の位に書く 

 

   １６    ②「四一が４」の４に、く    

  × ４     り上げた２をたして６、         ４２ 

   ６４     ６を十の位に書く。          × ３ 

                               ６……３×２       

        １６                   １２０……３×４０  

       × ４                   １２６ 

       ２４……４×６          

        ４０……４×１０         

        ６４ 

                          

１６×４＝６４   答え ６４ｃｍ       かけ算の筆算も一の位から計算する。 

 

 

５８×３の筆算のしかたを考えましょう。 

 

  ①  ５８         ②  ５８            ５８ 

    × ３           × ３           × ３ 

㎡４           １７４            ２４……３×８ 

  「三八２４」        「三五１５」          １５０……３×５０ 

  ２を十の位にくり上げる。  １５にくり上げた２をたす。   １７４ 

 

  

 
 

 
 
 
 
 
 
  



 
 
 
 

問題１ 一つの辺が１６cm の正方形のまわりの長さは何 cm ですか。 

式                    

問題２ 筆算のしかたを考えてみよう。 

（１）自分の方法        （２）まとめてみよう 

 

 

 

 

 

 

問題３ ４２×３、５８×３を筆算でしましょう。 

４２×３                    ５８×３ 

 

      

 

 

   

   

   

   

   

   

      

   

   

   

   

      

   

   

   

   

      

   

   

   

まとめ 

 



１８－２ ９．かけ算の筆算  ｐ１０   

 
・２位数×１位数（部分積を加えたときに百の位に繰り上がりあり）の筆算の仕方について理 

 解し、その計算ができる。  

 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                      

・４２×３の計算を基にしながら、筆算の方法を考えさせていく。 
 
Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 
・これまで学習した筆算を基に、何が難しくなったのか課題を明らかにして解決させていく。 
 

１．P１０６ ４の問題を把握する。 

 
「今までの筆算とちがうところはありますか。」 
『繰り上がりがありそう。』 

２．筆算の仕方を考え、まとめる。 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．P１０６△7 △8 の問題に取り組む。 

 

 

 

 
１．繰り上がりに意識を向

けるよう促す。 
         （５分） 
 
 
２．百の位に１繰り上がる

ことをおさえる。 
（１０分） 

 
百の位に３繰り上がるこ
とをおさえる。（１０分） 

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．学習内容の理解を確認

する。（２０分） 

・目標 

２９×４、７６×４を筆算で計算しましょう。 

くり上がりがどこで何回あっても、かけ算の筆算のしかたは同じ。 



板書計画 １８–２ ９．かけ算の筆算 
 

  
  

         

  

２９×４、７６×４の筆算のしかたを考えましょう。 

 

２９×４の筆算 

  ①  ２９         ②  ２９            ２９ 

    × ４           × ４           × ４ 

      ６           １１６            ３６……４×９ 

  「四九３６」        「四二が８」           ８０……４×２０ 

  ３を十の位にくり上げる。  ８にくり上げた３をたす。    １１６ 

 

７６×４の筆算 

  ①  ７６         ②  ７６            ７６ 

    × ４           × ４           × ４ 

      ４           ３０４            ２４……４×６ 

  「四六２４」        「四七２８」          ２８０……４×７ 

  ２を十の位にくり上げる。  ２８にくり上げた２をたす。   ３０４ 

 

まとめ 

くり上がりがどこで何回あっても、かけ算の筆算のしかたは同じ。 

 

  
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
  

 

 

 
 
 
 
 



 
 

問題 ２９×４、７６×４を筆算でしましょう。 

２９×４               ７６×４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

   

   

   

   

   

   

      

   

   

   

まとめ 

 

どこがむずかしいかな 

 

 

 

どこがむずかしいかな 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



１９－１ ９．かけ算の筆算  ｐ１０７〜１０８   

 
・３位数×１位数（部分積がみな１桁）の筆算の仕方について、２位数×１位数の筆算の仕方

を基に考え、説明することができる。 

 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     Ⅳ 

・２位数×１位数のかけ算をもとに、計算の方法を考えさせる。 
 
Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 
・これまで学習した筆算を基に、何が難しくなったのか課題を明らかにして解決させていく。 

１．P１０７ １の問題を把握し、立式する。 

 
 
「式はどうなりますか。」『３１２×３です。』 
「だいたいいくらぐらいになりそうですか。」 

２．計算の仕方を考える。 
       ３００×３＝９００ 
３１２×３  →１０×３＝ ３０ 
         ２×３＝  ６ 
        あわせて ９３６ 

３．位ごとに分けて計算した既習の筆算の仕方を基に、３１２×３

の筆算の仕方を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．P１０８△1 △2 の問題に取り組む。 

 

 
１．繰り上がりに意識を向

けるよう促す。 
         （５分） 
 
 
２．百の位に１繰り上がる

ことをおさえる。 
（１０分） 

 
百の位に３繰り上がるこ
とをおさえる。（１０分） 

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．学習内容の理解を確認

する。（２０分） 

・目標 

１ｍのねだんが３１２円のリボンを、３ｍ買います。代金はい

くらですか。 

３けたのかけ算も、位ごと

に分けて計算すれば九九を

使って答えをもとめること

ができる。３けたの筆算

も、２けたの筆算と同じよ

うにできる。 



板書計画 １９–１ ９．かけ算の筆算 
 

  
 
 

１ｍのねだんが３１２円のリボンを３ｍ買います。代金はいくらですか。 

                         

          □ 円           ３１２×３の筆算のしかた 

  ３１２円   ３１２円   ３１２円            ① ３１２ 

                         312×３    ×  ３ 「三二が６」 

 0      1m      2m     3m   300×3＝900      ６ 

                          10×3＝ 30     ↓ 

１ｍのねだん × 買った長さ ＝ 代金     2×3＝ 6  ② ３１２ 

                                  ×  ３ 「三一が３」 

 ３１２を３００と１０と２に分けて計算する。               ３６ 

                                    ↓ 

     百    十   一           312      ③ ３１２ 

  100 100 100  10  1 1   312円    × 3       ×  ３ 「三三が９」 

  100 100 100  10  1 1           6←3×2     ９３６ 

  100 100 100  10  1 1  312×３     30←3×10 

                          900←3×300  

    300×３  10×３ ２×３ 

 

         300×３＝900 

  312×３    10×３＝ 30 

          2×３＝ 6          ３けたになっても、九九を使って答えをも 

         あわせて 936          とめることができる。 

 

 

 

  
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
  

 

 



 
 
 

問題１ １m３１２円のリボンを３m買います。代金はいくらですか。 

式  

 

問題２ ３１２×３の計算のしかたを考えてみよう。 

 

 

 

 

 

問題３ 筆算の方法を考えてみよう。 

（１）自分の方法        （２）筆算の方法をまとめよう 

 

 

 

      

 

 

    

       

    

    

    

    

 

 

 

 



１９－２ ９．かけ算の筆算  ｐ１０９    

 
・３位数×１位数（部分積がみな２桁、及び部分積を加えたときに繰り上があり）の筆算の仕

方について、既習の乗法の筆算の仕方を基に考え、説明することができる。 

 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     

・３１２×３の計算を基にしながら、筆算の方法を考えさせていく。 
 
Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 
・これまで学習した筆算を基に、何が難しくなったのか課題を明らかにして解決させていく。 
 

１．P１０９ ２の問題を把握し、既習の筆算との違いを確認する。 

 
 
「今までとの計算の違いはどこですか。」 
『繰り上がりがあります。』『１０００より大きくなります。』 
２．筆算の仕方を考え、説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．P１０９△3 〜△5 の問題に取り組む。 

 

 

 

 
１．繰り上がりがあること

や積が４桁になりそう
なことなどを確認させ
る。 

        （１０分） 
 
 
２．被乗数を位ごとに分け

て計算すること、その
際に繰り上がりに気を
つけることを確認す
る。 

 
 
  筆算の仕方をまとめ

る。    （１５分） 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．学習内容の理解を確認

する。（２０分） 

・目標 

３８６×２、９３７×４の筆算のしかたをせつ明しましょう。 

くり上がりがあるときも、答えが４けたになっても、か

け算の筆算のしかたは同じ。 



板書計画 １９–２ ９．かけ算の筆算 
 

  
 

 

３８６×２、９３７×４の筆算のしかたを考えよう。 

                         

３８６×２の計算                ９３７×４の計算 

 

     ３８６                     ９３７ 

    ×  ２                    ×  ４  

      １２ …… ２×  ６             ２８ …… ４×  ７ 

     １６０ …… ２× ８０            １２０ …… ４× ３０ 

     ６００ …… ２×６００           ３６００ …… ４×９００ 

     ７７２                    ３７４８ 

 

  十の位、百の位へくり上がる。          十の位、百の位、千の位へくり上がる。 

 

      

     ３８６                     ９３７ 

    ×  ２                    ×  ４ 

     ７７２     答え ７７２         ３７４８    答え ３７４８  

 

まとめ 

くり上がりがあっても、答えが４けたになっても、かけ算の筆算のしかたは同じ。 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
  

 



 
 
 

問題１ ３８６×２の筆算のしかたを考えてみよう。 

（１）やってみよう        （２）筆算の方法をまとめよう 

 

 

 

      

 

 

問題２ ９３７×４の筆算のしかたを考えてみよう。 

（１）やってみよう        （２）筆算の方法をまとめよう 

 

 

 

      

 

 

    

       

    

    

    

    

    

       

    

    

    

    

 

 

 

 



２０–１ ９．かけ算の筆算  ｐ１１０   

 
・３つの数の乗法が１つの式に表せることを知り、乗法の結合方式について理解する。 

 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     

・場面を理解させながら、式の意味を理解させていく。 
 
Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 
・式のどこが違うのかを考えさせながら、結合法則について理解させていく。 
 
 

１．P１１０ ３の問題を把握する。 

 
 
「いろいろな考えで求めてみましょう。」 
２．答えの求め方を考え、それぞれの考えを検討する。 

 みさき １箱がいくらになるかを、先にもとめました。 

     ７５×５＝３７５ 

    ３７５×２＝７５０   答え ７５０円 

  りく おかしの数を、先にもとめました。 

     ５×２＝１０ 

    ７５×１０＝７５０   答え ７５０円 

３．２人の式を比較して、かけ算のきまりを調べる。 

 みさき （７５×５）×２＝７５０ 

  りく ７５×（５×２）＝７５０ 

 『（ ）をとると、どちらも７５×５×２＝７５０だね。』 

 『計算の順番がちがうね。』『でも答えは同じです。』 

 

 

 

４．P１１０△6 の問題に取り組む。 

 

 
１．１箱に５個お菓子が入

っている絵を見せて、
１箱分でいくらになる
かを考えさせる。 

         （５分） 
 
２．はじめに１箱の代金を

求める考えと、はじめ
に全体のお菓子の数を
求める考えを確認させ
る。    （１０分） 

 
 
 
 
 
 
３．ひとまとまりと見て先

に計算する（ ）の意味
を想起させ、２つの考
えをそれぞれ１つの式
に表現させる。 

   
  どちらの式も数の並び

は同じになり、計算の
順序が違っても答えは
同じになることから、
結合法則が成り立つこ
とを確認させる。 

        （１５分） 
 
 
４．学習内容の理解を確認

する。   （１５分） 

・目標 

１こ７５円のおかしが、１箱に５こずつ入っています。２箱買

うと、代金はいくらですか。 

３つの数のかけ算では、はじめの２つの数を先に計算し

ても、あとの２つの数を先に計算しても、答えは同じ。 



板書計画 ２０–１ ９．かけ算の筆算 
 

  
 

 

１こ７５円のおかしが、１箱に５こずつ入っています。２箱買うと、代金はいくらですか。 

いろいろな求め方を考えてみよう。 

 

みさきの考え方                 りくの考え方 

 ・一箱がいくらになるかを先に考える。       ・おかしの数を先に考える。 

 

   ７５円 × ５こ ＝ ３７５円         ５こ × ２箱 ＝ １０こ 

             （一箱のねだん）              （おかし全部の数） 

       ↓                      ↓ 

 

  二箱では・・・                 おかし全部で・・・ 

   ３７５ × ２ ＝ ７５０           ７５ × １０ ＝ ７５０ 

             答え ７５０円                答え ７５０円 

 

１つの式にまとめると・・・ 

     （ ７５ × ５ ） × ２  ＝  ７５ × （ ５ × ２ ） 

 

 

 まとめ 

  ３つの数のかけ算では、はじめの２つの数を先に計算しても、あとの２つの数を先に計算しても 

  答えは同じになります。 

  （７５×５）×２＝７５×（５×２） 

  
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 



 
 

問題１ １こ５円のおかしが、１箱に５こずつ入っています。２箱買うと代

金はいくらですか。 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

問題２ １つの式にまとめてみよう。 

式 

 

 

 

      

 

 

式 

式 

まとめ 



２０–２ １０．大きい数のわり算、分数とわり算  ｐ１１４〜１１５   

 
・６０÷３などの計算の仕方を、既習の除法計算の仕方や数の構成を基に考え、説明すること

ができる。 

 

 

 

Ⅰ 本時の流れ 

            学 習 活 動 留 意 点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント                     

・９９までの数の除法の求め方を乗法九九を使いながら理解させる。 
 
Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 
・１０のまとまりに注目させながら、九九を利用して解決する方法を考えさせる。 
 

１．P１１４ １の問題を把握し、立式する。 

 
 
「式はどうなりますか。」『６０÷３です。』 

『今までのように九九では求められません。』 
２．計算の仕方を説明し合う。 

  

 

 

『２０×３のときも同じように、１０をもとにして考えたね。』 

３．P１１５ ２の問題を把握し、立式する。 

  

 

「式はどうなりますか。」『６９÷３です。』 

４．計算の仕方を説明し合い、共通点を見出す。 

                   『２人とも６９を１０の 

                    まとまりとばらに分け 

                    て考えています。』 

 

 

５．P１１５△2 の問題に取り組む。 

 
１．図や言葉の式を基に立

式させる。 
         （５分） 
 
 
 
 
２．６９÷３の計算の仕方

を既習の除法計算に帰
着させられないかを考
えさせる。 （１０分） 

 
 
 
 
 
３．６９を６０と９に分け

て、既習の除法計算に
しようとする考えを取
り上げる。 （１０分） 

 
 
 
４．位ごとに計算すれば、既

習の除法計算に帰着で
きることを振り返って
まとめる。 （１０分） 

 
 
 
 
 
５．理解の定着を図る。 
        （１０分） 

・目標 

６０まいの色紙を、３人で同じ数ずつ分けます。１人分は何ま

いになりますか。 

６０÷３の計算は、１０をも

とに考えると今までのわり算

と同じように計算できる。 

６９まいの色紙を、３人で同じ数ずつ分けます。１人分は何ま

いになりますか。 

６９を６０と９に分けて６０÷３と９÷３のように位ごとに

分けて計算すれば、答えをもとめられる。 



板書計画 ２０–２ １０．大きい数のわり算、分数とわり算 
 

  
 

 

６０まいの色紙を３人で同じ数ずつ分けます。   ６９まいの色紙を３人で同じ数ずつ分けます。 

１人分は、何まいになりますか。         １人分は何まいになりますか。 

 

         ６０まい                   ６９まい 

   □まい                     □まい 

 

 ０     １人    ２人     ３人   ０     １人    ２人     ３人 

        

 全部のまい数÷分ける人数＝１人分のまい数   「６９÷３」 

  ↓     

「６０ ÷ ３」  

・６÷３が使えるのでは            10 １   10 １   10 １ 

  ・６０＝１０×６               10 １   10 １   10 １ 

                           １     １     １        

 

            ６ ÷３ ＝ ２       ６９   ６０÷３＝２０ 

  10  10  10                        ９÷３＝ ３ 

  10  10  10  ６０ ÷３ ＝ ２０     60  9  あわせて  ２３ 

    

             答え ２０まい     ６９÷３＝２３   答え ２３まい 

 

                        九九でできない大きな数のわり算は10と1の 

                        まとまりに分けて計算できる。 

 

  
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

問題１ ６０まいの色紙を３人で同じ数ずつ分けます。１人分は何まいにな

りますか。 

式 

 

 

 

 

      

問題２ ６９まいの色紙を３人で同じ数ずつ分けます。１人分は何まいにな

りますか。 

式 

 

 

 

 

 

 

計算のしかたを考えましょう。 

まとめ 

計算のしかたを考えましょう。 



２１－１． １１.まるい形を調べよう（１／４） Ｐ１２１～Ｐ１２４ 

 
目標   ・中心、半径、直径の用語を知り、円の構成の仕方や性質について理解する（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

Ⅱ指導のポイント               

  
 
 
 
 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

・1点の長さに着目して、その長さが同じになるような線を描く。 

１．（２分） 
  
 
 
２．（１３分） 
 
 
３．(１５分) 
・あみ、はるとは“長さ

がちがう”みさきは

“どこにならんでい

ても長さが同じ”とお

さえさせる。 
・みさきの場合、人数が

増えた時形は丸くな

っていくことをおさ

えさせる。 
４．(５分) 
 →ワークシート 
 
５．(５分) 
 →ワークシート 

㋐は中心 
  ㋑は半径 
  ㋒は直径 
６．(5分) 
 →教科書P123⓵② 
     P124⓷ 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
 
２．問題１に取り組む。 
  ・自分の考えをワークシートに書く。 
 
３．全体で考えを共有する。 
  ・児童の考えたパターンをいくつか共有する。 
 
 
 
 
 ・ワークシートにあるみさきの線の上に〇を描いていく。 
  →ワークシートのみさきの図をなぞらせてもよい。 
 
 
４．円についてのまとめを書く。 
   
 
５．円の各部の名称を書く。 
 
 
 
 
６．練習問題をする。 
  ※十分に時間が確保できない場合には省略可。 
    

かごからの長さが同じようにならぶためには、ど

のような線をかけばよいか考えよう。 

・1つの点から同じ長さになるように描いた丸い形が円という名称であること。 
・円には中心、半径、直径という名称があること。 



  
 
  
かごからの長さが、同じようにならぶためには、          まとめ 

どのような線をかけばよいか考えよう。               １つの点から同じ長さに 

                             半径  なるようにかいたまるい 

                                 形を、円といいます。 

【自分の考え】                     中心   その真ん中の点を円の中 

・フリーハンドでかく                       心、中心から円のまわり 

・定規を使う                           までひいた直線を半径と 

・コンパスを使う                         いいます。 

                                 １つの円では、半径はみ 

な同じ長さです。 

                   

                                  

                                まとめ 

                         半径 中心   中心を通り、円のまわり 

 からまわりまでひいた直 

                                 線を、直径といいます。 

                           直径    直径の長さは、半径の２ 

                                 倍です。 

                                 直径どうしは、中心で交 

                                 わります。 

長さがちがう  長さがちがう どこにならんでも 

長さが同じ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



３年 ２１－１ 
 
 
 

問題１  それぞれかごから線の長さまでどのようになっているかを書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

あみ・・・ 

はると・・・ 

みさき・・・ 

円についてまとめよう。 

 

 

 

 ㋐ は＝ 

 

  ㋑ は＝ 

 

  ㋒ は＝ 

 

 

円とは 



２１－２． １１.まるい形を調べよう（２／４） Ｐ１２５ 

 

目標   ・円の性質に着目してコンパスを使ったかき方を知る。（知識・技能） 
 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

Ⅱ指導のポイント               

  
 
 
 
 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

・コンパスを活用して円をかく。 

１．（３分） 
 →ワークシート 
２．（２分） 
 
 
 
３．(１５分) 
 →ワークシートにコ

ンパスの使い方の５つ

について書き込ませる。 
 
４．(１０分) 
 →ワークシート 
 
５．(１５分)) 
 →教科書P125④ 
・ワークシートの裏を使

って円の作図練習を

させてもよい。 

１．前時の復習をする。 
 
２．学習のめあてを伝える。 
 
 
 
３．問題１に取り組む。 
  ・コンパスの使い方を知る。 
 
 
 
４．半径５ｃｍの円をかく。 
   
 
５．練習問題をする。 
   
    

コンパスを使って半径５cmの円をかきましょう。 

・コンパスの使い方を知る。 
 



  
 
  
コンパスを使って、半径５ｃｍの円をかきま   いろいろな大きさの円をかこう 

しょう。                    ①半径が４ｃｍ    ②半径が３ｃｍ５ｍｍ 

         

○コンパスの使い方 

 １．下じきをはずす。 

                         ※はりが円の中心。コンパスの開きが半径 

 ２．半径の長さにコンパスを開く。        ③直径が６ｃｍ    ④直径が５ｃｍ 

 

 ３．中心を決めてはりをさす。 

                           

 ４．手首を自分のほうにひねって         ※直径の半分が半径 

   かき始める。 

                       コンパスを使ってもようをかこう 

 ５．とちゅうで止めないで、 

   一気にコンパスを回す。 

 

 

 

 

 

                                         など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３年 ２１－２ 
 
 
 

円についてたしかめましょう。 

 

ア (          )     

 

イ (         ) 

 

ウ (         ) 

問題１ 半径５㎝の円をかきましょう。 

コンパスの使い方 

 

 

 

 

 

 

かいてみよう 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 



２２－１． １１.まるい形を調べよう（３／４） Ｐ１２６～Ｐ１２７ 

 

目標   ・コンパスは等しい長さをはかり取ったり移したりできることを理解する。（知識・技能） 
 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

Ⅱ指導のポイント               

  
 
 
 
 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

・コンパスを活用して長さをはかりとる。 

１．（２分） 
  
 
 
２．（８分） 
→予想を立てる際、その

理由も合わせて書かせ

るようにする。 
 
３．(１５分) 
・コンパスで長さをはか

りとれることをおさえ

る。 
 
４．(１０分) 
 →ワークシート 
 
 
５．(５分)) 
 →ワークシート 
 
６．(５分) 
→P１２６⑥⓻ 
 P１２８⑧ 
・ワークシートの裏を活

用して線をかき、コンパ

スで長さをはかりとる

練習をさせてもよい。 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
 
２．予想を立てる。(個人) 
   
 
 
 
３．全体で共有する。 
   
 
 
 
４．まとめを書く。 
 
 
 
５．たしかめに挑戦する。 
   
 
６．教科書の問題を解く。 

家からゆうびん局までと、ゆうびんポストまででは、ど

ちらが近いでしょうか。 

・コンパスの使い方を知る。 
 



  
 
  
家からゆうびん局までと、ゆうびんポストま   コンパスを使った長さのはかり方 

では、どちらが近いでしょうか。 

         

                ゆうびん局 

         ①     ◎ 

                   ポスト 

●                   ◎ 

家        ② 

                         

 ※コンパスで長さをうつしとる。 

（予想                               答え ㋐のほうが近い 

 ・定規ではかればいい。 

   →㋐おれていて、まっすぐはかれない。 

   →㋐を３つに分けてはかればよい。 

                        まとめ 

 ・コンパスを使えばいい。             コンパスのはたらき 

   →コンパスを開いて長さをはかる。        ①きめられた大きさの円をかく。 

   →㋐のおれたところまでをそれぞれ        ②長さをうつしとったり、 

    はかり、㋑の直線へうつしとって              同じ長さを区切ったりする。 

    いく。                    ③１つの点から同じきょりをさがす。 

                 など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３年 ２２－１ 
 
 
 

㋐と㋑どちらが近いでしょう。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

たしかめ 

 ア、イ、ウの長さをくらべましょう 

 

 
 
 
 
 
 
 

予想を立てましょう。 

ア 
 
 
   イ 
 
 
 
ウ 
 
 

まとめを書きましょう。 



２２－２． １１.まるい形を調べよう（３／４） Ｐ１２８～Ｐ１２９ 

 

目標   ・球の特徴について理解する。（知識・技能） 
 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

Ⅱ指導のポイント               

  
 
 
 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

・実際に様々なボールを真上や真横から見ることで、球の特徴をつかむ。 

１．（２分） 
  
 
２．（８分） 
・真上から見た時や真横

から見た時にそれぞれ

特徴があることに気づ

かせる。 
３．(１０分) 
・真上からは丸く見えて

も、真横から見た時に

それぞれ特徴がある

ことをおさえる。 
４．(１５分) 
 →ワークシート 
・どこから見ても円に見

える形を球というこ

とをおさえる。 
・球の切り口はどこを切

っても円になってい

ることをおさえる。 
・球を半分に切った時の

切り口の円が一番大

きいことをおさえ。ま

た、円のように各部に

名称があることをお

さえる。 
５．(１０分) 
→P１２９⓵② 
 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．ボールのようなまるい形を真上や真横から見たら、どのよ

うに見えるか予想する。 
   
 
 
３．全体で共有する。 
   
 
 
 
４．球の言葉を知り、球の約束を書く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．教科書の問題を解く。 

ボールのようなまるい形について調べよう。 

・球の特徴をおさえること。 
 



  
 
  
ボールのようなまるい形について調べよう。    ○球を切った切り口は・・・ 

 

         （子どもの予想・考え）                ・球のどこを切って 

○真上や横から見ると・・・・                       も切り口は円にな 

 ・まるく見える。                             る。 

 ・長まる（楕円）に見える。 

 ・四角に見えることもある。 

  

  ボール  ラグビーボール  缶                  ・球の中心を通った 

                                     とき、円の大きさ 

真上                                   が一番大きくなる。 

                                    

 

真横 

                                まとめ 

                                 球を半分に切ったとき、切 

                           半径     り口の円が一番大きくなり 

 まとめ                      直径      その切り口の円の中心、半 

  どこから見ても円に見える形を                  径、直径を、それぞれ、球 

             球といいます。        中心   の中心、半径、直径といい 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３年 ２２－２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

球のやくそくについてまとめよう。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

球とは     

 

 

 

やくそく 

 

 



２３－１． １２.数の表し方や仕組みを調べよう（１／６） Ｐ３～Ｐ５ 

 
目標   ・１Lより小さい数の表し方を知り、活用することができる。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント               

  
 
 
 
 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

・１Lマスのめもりをぬることで、1より小さい数を視覚的にとらえる。 

 
 
 

１．（２分） 
  
 
２．（１３分） 
→ワークシート問題１ 
→ワークシート問題２ 
３．(２０分) 
 
 
４．(５分) 
 →ワークシート 
 
５．(5分) 
 →教科書 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．P.３1⃣の問題に取り組む。 
  ・自分の考えをノートに書く。 
 
３．全体で考えを共有する。 
  ・児童の考えたパターンをいくつか共有する。 
 
４．まとめを書く。 
   
 
５．練習問題をする。 
  ※十分に時間が確保できない場合には省略可。 
    

１Lより少ないかさを、Lで表す方法を考えよう。 

・１．３Lの書き方と読み方をおさえること。 
・小数、小数点、整数の言葉をおさえること。 



  
 

水とうに入る水のかさを１Ｌのますではかった 

ら、１Ｌとあと少しのはしたがありました。     練習問題 

水とうに入る水のかさは、何Ｌといえばいいで    教科書Ｐ５－１、２、３など 

しょうか。 

 

１Ｌより少ないかさを、Ｌで表す方ほうを考え 

よう。 

 

                 １Ｌ 

 

 １Ｌを１０等分した 

 １こ分のかさを 

 ０．１Ｌと書き、 

 「れい点一リットル」→ 

 と読みます。     （0.1Ｌが３つ分） 

 

 １Ｌと０．３Ｌを合わせたかさを 

 １．３Ｌと書き、「一点三リットル」と      まとめ 

 読みます。                    １．３や０．８のような数を小数といい、 

           答え １．３Ｌ        「．」を小数点といいます。 

                          また、０，１，２，３…のような数を 

                          整数といいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３年 ２３－１ 
 
 
 

問題１  １Ｌより少ないかさを、Ｌで表す方法を考えてみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題２  水とうに入る水のかさは、何Ｌでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理 由 

 

        Ｌです。 

 

理 由 

学習のまとめ 



２３－２． １２.数の表し方や仕組みを調べよう（２／６） Ｐ６ 

 
目標   ・１㎝より小さい数の表し方を知り、活用することができる。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 指導のポイント               

  
 
 
 
 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

・ものさしのめもりから1より小さい数をとらえる。 

 
 
 

 

１．（２分） 
 
２．（１３分） 
→ワークシート 

 
３．(２０分) 
 →ワークシート 
 
４．(５分) 
 →ワークシート 
 
５．(5分) 
 →教科書 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．ワークシート問題1、２に取り組む。 
  ・自分の考えをワークシートに書く。 
 
３．全体で考えを共有する。 
  ・児童の考えたパターンをいくつか共有する。 
 
４．まとめを書く。 
   
 
５．練習問題をする。 
  ※十分に時間が確保できない場合には省略可。 
    

テープの長さの表し方を考えましょう。 

・ｍｍも小数を使えばｃｍで表せることをおさえること。 
 



  
 

テープの長さの表し方を考えましょう。         

                            練習問題 

      □ｃｍ     （子どもの考え）      教科書Ｐ１６－５ 

 

       （ものさし）                  （ものさし図） 

 

 ・８ｃｍ７ｍｍをｃｍで表せないだろうか。           Ｐ１６－６ 

                                   など 

 ・７ｍｍをｃｍで表せないだろうか。 

 

 ・１ｃｍは１０ｍｍだ。 

 

 ・１ｍｍは、１ｃｍを１０等分したものだ。 

 

 ・７ｍｍは、０．７ｃｍになる。 

 

 ・８ｃｍ７ｍｍは、８．７ｃｍになる。 

 

 

                           ｍｍも、小数を使えばｃｍで表すことが 

                           できる。  １ｍｍ＝０．１ｃｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３年 ２３－２ 
 
 
 

問題１ 下のテープは、何ｃｍでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

問題２ ア、イ、ウ、エの長さはそれぞれ何ｃｍですか。 

 

  ア →                イ→      

   

  ウ →                オ→   

 

 

 

 

 

理由を書こう。 

学習のまとめを書こう。 



２４－１． １２.数の表し方や仕組みを調べよう（３／６） Ｐ７～Ｐ９ 
 

目標  ・小数を数直線に表すことができる。（知識・技能） 
 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント               

  
・数直線のめもりから小数をみとる。 

・位取り表から小数第一を知る。 

 
 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

・数直線のめもりから小数をみとる。 

・位取り表から小数第一を知る。 

 
 

 

１．（２分） 
  
 
２．（６分） 
→ワークシート 

 
３．(１０分) 
 →ワークシート 
 
４．(２分) 
→ワークシート 

５．(7分) 
 →ワークシート 
 
６．(10分) 
 →ワークシート 
 
７．(2分) 
 →ワークシート 
 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．ワークシート問題１に取り組む。 
  ・自分の考えをワークシートに書く。 
 
３．全体で考えを共有する。 
  ・児童の考えたパターンをいくつか共有する。 
 
４．まとめを書く。 
 
５．ワークシート問題２に取り組む。 
  ・自分の考えをワークシートに書く。 
 
６．全体で考えを共有する。 
 
 
７．ワークシート問題３で今日の学習のたしかめをする。 
    

小数を数直線に表しましょう。 



  
 

小数を数直線に表しましょう。         

                          小数で、小数点のすぐ右  十 一 小 

０         １        ２      の位を小数第一位といい      数 

                          ます。          の の 第 

                          ２．４は、１が２こと       一 

 ・１番小さいめもりは、１を１０等分したも     ０．１が４こあることを  位 位 位 

  のだから、０．１になる。            表しています。        ２．４ 

                                          

 ・イは、０．１が９こあるから０．９になる。 

                          

・ウは、２と０．４だから２．４になる。     ２．９と３ではどちらが大きいでしょうか。 

  ２．４には、０．１が２４こある。 

                         ・数直線に表すとわかる。 

 ・エは、０．１が３８こある。           ２．９よりも３のほうが右がわ。（大きい） 

  ３と０．８だから、３．８になる。 

                         ・２．９は、０．１が２９こ分。 

                          ３は、０．１が３０こ分。 

                          ３のほうが大きい。 

 

                         ・２．９は一の位が２で、３は一の位が３だ 

から、３のほうが大きい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３年 ２４－１ 
 
 
 

問題１ 小数を数直線に表わしましょう。 

 

 

 

 

  

イ → (      )  ウ→ (       )  エ → (       ) 

０．７Ｌ、２．４Ｌを表すめもりに↑を書きましょう。 

問題２ ２．９と３では、どちらが大きいでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

問題３ 自分で数直線のめもりを書き入れて、１．６を表すめもりに↑を書きなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

アは(       )です。 

 

理由 

(          が大きいです。) 

 

理由 



２４－２． １２.数の表し方や仕組みを調べよう（４／６） Ｐ１０～Ｐ１１ 

 

目標  ・小数のたし算と引き算ができる。（知識・技能） 
 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント               

  
・０．１をもとにして、整数のたし算、引き算の計算ができること。 

 

 
 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

・整数のたし算と引き算を、小数でも当てはめて計算すること。 

 

 

 

１．（１分） 
  
 
２．（７分） 
→ワークシート 

 
３．(１０分) 
  
 
４．(７分) 
→ワークシート 

 
５．(１０分) 
 
 
６．(１０分) 
 →教科書 
 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．ワークシート問題１、２に取り組む。 
  ・自分の考えをワークシートに書く。 
 
３．全体で考えを共有する。 
  ・児童の考えたパターンをいくつか共有する。 
 
４．ワークシート問題３，４に取り組む。 

・自分の考えをワークシートに書く。 
 
５．全体で考えを共有する。  
   
 
６． 今日の学習のたしかめをする。 
   教科書P10１，２ P11３，４ 

小数のたし算と引き算について考えよう。 



  
 

小数のたし算、ひき算のしかたを考えよう。     ○０．５－０．２ 

                            たし算と同じように０．１をもとに 

○０．３＋０．２の計算                 考えると・・・ 

   ０．１をもとに考えると・・・           ０．５は５つ分、０．２は２つ分 

   ０．３は３つ分、０．２は２つ分          ５－２で３つ分だから → ０．３ 

   合わせて５つ分だから → ０．５ 

                          ０．５－０．２＝０．３  答え ０．３ 

 ０．３＋０．２＝０．５  答え ０．５ 

 

                         ○１．４－０．６ 

○０．４＋０．７の計算                 ０．１をもとに考えると・・・ 

   ０．１をもとに考えると・・・           １．４は１４こ分、０．６は６つ分 

   ０．４は４つ分、０．７は７つ分          １４－６で８つ分 → ０．８ 

   合わせて１１こ分 

   ０．１が１１こ分ということは         １．４－０．６＝０．８  答え ０．８ 

   １の位にくりあがって → １．１ 

 

 ０．４＋０．７＝１．１  答え １．１ 

 

 

                          小数のたし算、ひき算も、整数の計算と同 

                          じように考えると計算できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３年 ２４－２ 
 
 
 

問題１ ジュースが大きいびんに０．３Ｌ、小さいびんに０．２Ｌ入っています。 

    あわせて何Ｌありますか。 

式                        答え            

 

 

 

問題２   ０．４＋０．７ 

 

 

 

 

問題３ ジュースが０．５Ｌあります。そのうち、０．２Ｌ飲みました。ジュースは 

   何Ｌのこっていますか。 

  式                      答え             

 

 

 

問題４ １．４－０．６＝ 

 

 

 

 

 

 

計算のしかたを考えましょう。 

計算のしかたを考えましょう。 

計算のしかたを考えましょう。 

計算のしかたを考えましょう。 



２５－１． １２ .数の表し方や仕組みを調べよう（５／６） Ｐ１２ 

 

目標  ・小数のたし算と引き算の筆算ができる。（知識・技能） 
 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント               

  
・整数の筆算と同じように小数のたし算、引き算の筆算ができること。 

 

 
 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

・整数のたし算と引き算の筆算を、小数でも当てはめて計算すること。 

 

 

 

 

１．（１分） 
  
 
２．（７分） 
→ワークシート 

 
３．(１０分) 
  
 
４．(７分) 
→ワークシート 

 
５．(１０分) 
 
 
６．(１０分) 
 →教科書 
 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．ワークシート問題１、２に取り組む。 
  ・自分の考えをワークシートに書く。 
 
３．全体で考えを共有する。 
  ・児童の考えたパターンをいくつか共有する。 
 
４．ワークシート問題３，４に取り組む。 

・自分の考えをワークシートに書く。 
 
５．全体で考えを共有する。  
   
 
６． 今日の学習のたしかめをする。 
   教科書P１２の５ 

小数のたし算と引き算について考えよう。 



  
 

小数のたし算、ひき算の筆算のしかたを考えよう。  ○４．３－２．８の筆算 

                            ０．１をもとに考えると・・・ 

○２．５＋１．８の筆算                 ４３－２８の計算と同じ。 

   ０．１をもとにすると、 

２５＋１８の計算と同じ。             ４．３  ①位をそろえて書く。 

                           －２．８  ②整数のひき算と同じよ 

２．５  ①位をそろえて書く。          １．５   うに計算する。 

  ＋１．８  ②整数のたし算と同じように            ③上の小数点にそろえて、 

   ４．３   計算する。                    答えの小数点を打つ。 

     ③上の小数点にそろえて、 

答えの小数点を打つ。       ○4.2－3.5、4.5－1.5、５－1.4の筆算 

                                          ③ 

○１．２＋２．８と２＋３．４の筆算           ４．２   ４．５   ５．０ 

                           －３．５  －１．５  －１．４ 

   １．２         ２．０         ①０．７   ３．０   ３．６ 

  ＋２．８        ＋３．４                  ② 

   ４．０         ５．４          

                           ①一の位に０を書く。 

 0.2＋0.8＝１は     ２は2.0と考えて      ②答えが３．０のような場合、０は 

 くり上げる。      計算する。          消す。 

 答えが４．０のような場合              ③５は、５．０として計算する。 

 小数第一位の０は消す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３年 ２５－１ 
 
 
 

問題１ ２．５＋１．８ 

 

 

 

 

問題 ２ 

 (１) １．２＋２．８          (２) ２＋３．４ 

 

 

 

 

問題 ３   ４．３－２．８ 

 

 

 

 

問題 ４ 

(１) ４．２－３．５   (２) ４．５－１．５   (３) ５－１，４ 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  

 
 

  

 
 

  

 

 
 
 

  

 
 

  

 
 

  

 

 
 
 

  

 
 

  

 
 

  

 

 
 
 

  

 
 

  

 
 

  

 

 
 
 

  

 
 

  

 
 

  

 

 
 
 

  

 
 

  

 
 

  

 

 
 
 

  

 
 

  

 
 

  

 

計算のしかたを考えよう。 

計算のしかたを考えよう。 



２５－２．１２.数の表し方や仕組みを調べよう（６／６） Ｐ１３～P１５ 

 

目標  ・小数のいろいろな表し方ができる。（知識・技能） 
 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント               

  
・小数の表し方に４つのパターンがあることがわかるようにする。 

 

 
 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

・数直線を活用して、小数の表し方を考える。 

 

 

 

１．（２分） 
  
 
２．（１０分） 
→ワークシート 

 
３．(１５分) 
 →ワークシート 
 
４．(１５分) 
→ワークシート 

 
 
５．(３分) 
→ワークシート 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．ワークシート問題１に取り組む。 
  ・自分の考えをワークシートに書く。 
 
３．全体で考えを共有する。 
  ・児童の考えたパターンをいくつか共有する。 
 
４．ワークシート問題２の考え方について考える。 

・P14・P15の友達の考え方を見て、どのように考えてい

るかを説明する。 
 
５．今日の学習のまとめを書く。  
   
 

小数のいろいろな表し方について考えよう。 



  
 

小数のいろいろな表し方を考えてみよう。 

  

○２．８のいろいろな表し方を考えましょう。 

 

              

 

 

 

 

（こうたの考えかた）            （はるとの考え方） 

  ・２．８は２と０．８をあわせた数です。   ・２．８は２と０．１を８こあわせた数です。 

   ２．８＝２．０＋０．８ 

 

 

（みさきの考え方）             （しほの考え方） 

  ・２．８は３より０．２小さい数です。    ・２．８は０．１を２８こ集めた数です。 

   ２．８＝３－０．２ 

 

 

 

  

まとめ 

  ２．８を、２といくつとみたり、０．１の何こ分と考えたりすると、 

いろいろな表し方ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2,8 



３年 ２５－２ 
 
 
 

問題１ ２，８のいろいろな表し方を考えよう。  

 

 

 

 

 

 

 

問題２ 友だちの考え方をまとめよう 

(自分の考えとはちがう、ほかの考え方を書きましょう。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の考え 自分の考え 

友だちの考え 友だちの考え 

学習のまとめ 



２６－１ １３.重さをはかろう（１／５） Ｐ２４～P２５ 

 

目標  ・重さの単位を知り、活用することができる。（知識・技能） 
 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント               

  
・重さは、単位にした重さが何個分あるかで表すこと。 

・重さの単位はｇで表すこと。 

 
 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

・てんびんを使って重さを比べる。 

 

 

 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(２０分) 
 →ワークシート 
 
 
４．(５分) 
→ワークシート 

 
 
５．(１３分) 
→ワークシート 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．ワークシート問題１(１)に取り組む。 
  ・自分の考えをワークシートに書く。 
 
３．ワークシート問題１(２)に取り組む。 
  ・てんびんを使って、実際に重さを比べる。 
 
 
４．ワークシート問題１(３)に取り組む。 

・グラムの書き方の練習をする。 
 
５．ワークシート問題１(４)に取り組む。 
 ・1円玉(代わりになるものとして１ｇのもの)を 活用しなが

ら重さを調べる。 
   
 

のりやはさみなどの重さをくらべよう。 



  
 

のりやはさみなどの重さをくらべ、重いじゅんに 

いいましょう。                          もとにするもの 

                         はかるもの   つみ木   １円玉 

                         のり      ６８こ   ３２こ 

○どのようにくらべればいいだろうか。       はさみ     ５１こ   ２４こ 

                         電池      ４３こ   ２０こ 

 ・１つ１つくらべていくのはたいへん。 

 ・（教科書のてんびんのような）はかる道具を 

使えばいい。 

・もとにするものを決めて、それが何こ分かで 

  表すといい。（１円玉や積み木など）       

                   など    ・一番数が多いものが、一番重い。 

                         ・もとにするものが変わると、同じもので 

                          も重さを表す数がちがってくる。 

                         

                         まとめ 

                          重さは、たんいにした重さが何こ分ある 

                          かで表します。 

                          重さのたんいには、グラムがあり、ｇと 

                          書きます。 

                          （１円玉１この重さは１ｇです） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３年 ２６－１ 
 
 
  
問題１ ２３ページの道具を使って、のりやはさみなどの重さをくらべ  

重いじゅんにいいましょう。               

(１) 簡単にくらべるにはどうしたらよいでしょうか。 

 

 

(２) 重さを比べてみよう。 

 

 

 

 

 

 

(３) グラムの書き方を練習しましょう。 

 

 

 

(４) １円玉をつかって、ほかの重さをしらべましょう。 

 はかるもの  見当をつけた重さ   じっさいの重さ 

   

   

   

   

はかるもの    もとにするもの 

  

  
 

 

  
 

 

  
 

 

  
 

 

 

何か気ついたことを書きましょう。 



２６－２． １３.重さをはかろう（２／５） Ｐ２６～P２７ 

 

目標  ・はかりを読む時は、数直線を読む時と同じよう考える。（知識・技能） 
 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント               

  
・はかりを使う際の注意事項をおさえる。 

 

 
 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

・数直線の活用 

 

 

 

 

１．（２分） 
  
 
２．（１０分） 
→ワークシート 

 
３．(１０分) 
 →ワークシート 
 
４．(５分) 
→ワークシート 

 
５．(１０分) 
 →ワークシート 
板書計画にある５つの

※の注意点を書くよう

にする。 
 
６．(８分) 
→教科書 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．ワークシート問題１に取り組む。 
   
 
３．全体で共有する。 
  ・てんびんを使って、実際に重さを比べる。 
 
４．ワークシート問題２に自分の考えを書く。 
 
 
５．全体で共有する。 
  
 
 
 
 
６．練習問題に取り組む 
  P２７の⓵の練習を解く。(時間があれば) 
 

はかりのしくみを調べよう。 



  
 

重さをはかるには、はかりを使います。はかりの  重さをはかるときは、はかりを使う。１めもり 

しくみを調べましょう。             がいくらなのかを考えることが大切です。 

 

 はかりの図                  ※はかりは平らなところにおく。 

                        ※はりが０をさすようにちょうせいする。 

                        ※めもりは正面からよむ。 

                        ※はかりにはしずかにものをのせる。 

                        ※重すぎるものをのせてはいけない。 

  

                          練習問題  

                          教科書Ｐ２７① 

                                   など  

 

 

 

 

 

・はりがさしたところが重さを表している。 

・１番小さいめもりは何ｇを表しているか。 

・文字ばんに最小めもりは５ｇとかいてある。 

・教科書の写真は、２００ｇと３０ｇだから 

 ２３０ｇになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３年 ２６－２ 
 
 
 

問題１ ふでばこは何ｇでしょうか。 

 

(１) 何ｇまではかれるでしょう。 

 

(２) いちばん小さな１めもりは 

  何ｇを表していますか。 

 

(３) ふでばこの重さは何ｇですか。 

 

(４)めもりに↑をかきましょう。 

ア １００ｇ  イ ２５０ｇ 

ウ ４６０ｇ  エ ７８０ｇ 

 

問題２ はかりを使うときの注意をまとめよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２７－１. １３．重さをはかろう（３／５） Ｐ２８～P２９ 

 

目標  ・重さを表す単位「キログラム(ｋｇ)」、１ｋｇ＝１０００ｇの関係を理解する。（知識・技能） 
 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント               

  
・重さは、単位にした重さが何個分あるかで表すこと。 

・重いものの重さの単位はｋｇで表すこと。 

 
 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

・はかりを活用しながらｋｇをおさえる。 

 

 

 

１．（２分） 
  
 
２．（１５分） 
→ワークシート 

 
３．(１５分) 
 →ワークシート 
 
４．(５分) 
→ワークシート 

 
 
５．(８分) 
→教科書 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．ワークシート問題１に個人で取り組む。 
   
 
３．全体で共有する。 
   
 
４．学習のまとめを書く。また、ｋｇの書き方の練習をする。 
 
 
 
５．練習問題に取り組む 
  P２９の⓶、⓷、⓸の練習を解く。(時間があれば) 
 

ランドセルの重さを調べましょう。 



  
 

ランドセルの重さを調べましょう。        重いものをはかるときは、キログラムという 

             たんいを使います。キログラムはｋｇとかき 

                        ます。 

 はかりの図                   

                          １ｋｇ ＝ １０００ｇ 

                         

                         （ランドセルの重さは１ｋｇ２００ｇ） 

                         

  

                          練習問題  

                          教科書Ｐ２９－２，３、４ 

                                   など  

 

 

 

 

 

・１めもりは、１０ｇになっている。 

・ｇではないたんいが使われている。→ｋｇ 

     

                  など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３年 ２７－１ 
 
 
 

問題１ ランドセルの重さを調べましょう。 

 

 (１) いちばん小さな１めもりは 

  何ｇを表していますか。 

 

(２) ランドセルの重さは何ｋｇ何ｇ 

ですか。また何ｇですか 

 

(３)めもりに↑をかきましょう。 

ア １ｋｇ５００ｇ   イ ７００ｇ   ウ １ｋｇ８５０ｇ 

 

学習のまとめ 

  

                    

１ｋｇ＝ 

※ ｋｇの書き方の練習をしよう。 

 

 

 

 

 

 



２７－２． １３.重さをはかろう（４／５） Ｐ３０～P３１ 

 

目標  ・重さの加法性や測定の仕方の工夫を理解する。 
・重さを表す単位「トン(ｔ)」、１ｔ＝１０００ｋｇの関係を理解する。（知識・技能） 
 

Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント               

  
・重さの関係に着目し、重さの加法性や測定の仕方の工夫を確認する。 

・重いものの重さの単位はｋｇのほかにｔで表せる。 

 
 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

・数直線を活用して立式のヒントを得る。 

 

 

１．（２分） 
  
 
２．（１０分） 
→ワークシート 

 
３．(１０分) 
  
 
４．(１０分) 
→ワークシート 

 
５．(１０分) 
 
６．(３分) 
 →ワークシート 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．ワークシート問題１に個人で取り組む。 
   
 
３．全体で共有する。 
   
 
４．ワークシート問題２に個人で取り組む。 
   
 
５．全体で共有する。 
 
 
６．学習のまとめを書く。 
 
 
 
 

ランドセルの重さを調べましょう。 



  
 

重さ４００ｇの箱に、１ｋｇ２００ｇの荷物を   ○まおさんの体重は２６ｋｇ５００ｇです。犬 

入れて送ります。全体の重さはどれだけですか。   をだいてはかったら、３１ｋｇ６００ｇにな 

                         りました。犬の体重は何ｋｇ何ｇですか。 

 

       全体の重さ            ・まおさんは２６ｋｇ５００ｇ、全体は３１ 

                         ｋｇ６００ｇ、犬の体重がわからない（□ 

                         とおく）。 

  箱の重さ       荷物の重さ          ↓ 

                         ２６ｋｇ５００ｇ＋□＝３１ｋｇ６００ｇ 

                    だから 

                    □＝３１ｋｇ６００ｇ－２６ｋｇ５００ｇ 

・式は４００ｇ＋１ｋｇ２００ｇになる。               答え ５ｋｇ１００ｇ 

       ↓            

 ４００ ＋ １２００ ＝ １６００ 

             答え １６００ｇ   

・１６００ｇは、何ｋｇ何ｇでしょうか。 

       ↓ 

 １０００ｇ ＝ １ｋｇ だから 

 １６００ｇ ＝ １０００ｇ ＋ ６００ｇ    ※トラックなどのとても重たいものの重さ 

       ＝ １ｋｇ   ＋ ６００ｇ     は、トン「ｔ」というたんいを使って表 

           答え １ｋｇ６００ｇ     すことがあります。 

                            １ｔ ＝ １０００ｋｇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３年 ２７－２ 
 
 
 

問題１ 重さ４００ｇの箱に、１ｋｇ２００ｇの荷物を入れて送ります。全体の重さはどれ

だけですか。 

になりますか。 

 

 

 

 

式 

 

                        答え           

問題２ まおさんの体重は２６ｋｇ５００ｇです。犬をだいてはかったら、３１ｋｇ６００

ｇになりました。犬の体重は何ｋｇ何ｇですか。 

 

 

式 

                        答え          

 

 

 

 
 
 
 

学習のまとめ 



２８－１ １３.重さをはかろう（５／５） Ｐ３２ 

 

目標  ・長さや重さなどそれぞれの量の単位の関係をもとに、単位について説明することができる。

（知識・技能） 
 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント               

  
・既習の長さや重さ、体積についての単位に着目して、それぞれの量の単位の関係を考え、説明できる。 

 

 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

・長さや重さ、体積がわかる表から、関係性をさぐる。 

 

 

 

１．（２分） 
  
 
２．（１０分） 
→ワークシート 

 
３．(１０分) 
  
 
４．(１０分) 
→ワークシート 

 
５．(１０分) 
 
６．(３分) 
 →ワークシート 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．ワークシート問題１に個人で取り組む。 
   
 
３．全体で共有する。 
   
 
４．ワークシート問題２に個人で取り組む。 
   
 
５．全体で共有する。 
 
 
６．学習のまとめを書く。 
 
 
 
 

長さや重さ、かさのたんいについて調べよう。 



  
 

長さや重さ、かさのたんいについて調べましょう。 たんいについて 

 

○ｍｍ、ｍ、ｋｍ、 ｇ、ｋｇ、 ｍＬ、Ｌのた       1000こ分   1000こ分 

 んいについて調べよう。 

    ↓                    １ｍｍ     １ｍ     １ｋｍ 

 ・１ｋｍ ＝ １０００ｍ 

 ・１ｋｇ ＝ １０００ｇ                    １ｇ     １ｋｇ 

 

 ・１ｍ ＝ １００ｃｍ             １ｍＬ     １Ｌ 

  １ｃｍ ＝ １０ｍｍ だから 

  １ｍ ＝ １０００ｍｍ 

 ・１Ｌ ＝ １０００ｍＬ 

 

                        ・１Ｌの水の重さ……１ｋｇ 

 

・１円玉１この重さ……１ｇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３年 ２８－１ 
 
 
 

問題１ 次の長さや、かさのたんいについて調べましょう。 

【長さ】 

１ｋｍ＝        ｍ    １ｍ＝        ｃｍ 

１ｃｍ＝          ｍｍ 

【重さ】 

１ｋｇ＝         ｇ 

 

【かさ】 

１Ｌ＝         ｍＬ 

 

問題２ □にはいる数字は何ですか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学習のまとめ 



２８－２． １４.分数を使ったおおきさの表し方を調べよう（１／６） Ｐ３７～Ｐ３９ 

 

目標  ・１ｍを3等分した1、２個分の大きさを分数で表すことを理解する。（知識・技能） 
 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント               

  
・１ｍを3等分したもののいくつ分かが分数となること。 

 

 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

・テープ図を使って、視覚的に分数をとらえる。 

  

 

 

 

１．（２分） 
  
 
２．（８分） 
→ワークシート 

 
３．(１０分) 
  
 
４．(１０分) 
→ワークシート 

 
５．(８分) 
 
６．(３分) 
 →ワークシート 
 
７．(４分) 
 →教科書 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．ワークシート問題１に個人で取り組む。 
   
 
３．全体で共有する。 
   
 
４．ワークシート問題２に個人で取り組む。 
   
 
５．全体で共有する。 
 
 
６．学習のまとめを書く。 
 
７．問題を解く。（時間があれば） 

教科書P３８，P３９⓵~⓸ 
   
 

分数を使った大きさの表し方を調べよう。 



 
 

  
 

１ｍのテープを３等分しました。分けた１こ分の  １ｍのテープを３等分しました。分けた２こ分 

長さは、何ｍと言えばいいでしょうか。      の長さは、何ｍといえばいいでしょうか。 

 

          １ｍ                     １ｍ 

 

                                      １   

     □ｍ                       □ｍ  □ｍは、３ ｍの 

         10等分ではないので、               ２つ分 

         小数では表せない・・・                  １ 

                                  １ｍは、３ ｍの 

                                  ３つ分 

  １ｍを３等分した１こ分の長さを 

  １ｍの三分の一といいます。           １ｍを３等分した２こ分の長さを 

                          １ｍの三分の二といいます。 

              １ 

  １ｍの三分の一の長さを ３ ｍと書き                  ２ 

  「三分の一メートル」と読みます。        １ｍの三分の二の長さを ３ ｍと書き 

                          「三分の二メートル」と読みます。 

      １   ③ 

      ３   ①             ２    １ 

② ３ ｍは、３ ｍの２こ分の長さ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３年 ２８－２ 
 
 
 

問題１ １ｍのテープを３等分しました。分けた１こ分の長さは何ｍといえばよいでしょう

か。 

 

 

 

 

 

 

 

問題２ １ｍのテープを３等分しました。分けた２こ分の長さは何ｍといえばよいでしょう

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習のまとめ 

 (        ｍ) 

 

 理 由 

 (        ｍ) 

 

 理 由 



２９－１． １４.分数を使った大きさの表し方を調べよう（２／６） Ｐ４０ 

 

目標  ・「分数」「分母」「分子」の意味を知り、端数部分の大きさを分数であらわすことができる。（知

識・技能） 
 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント               

  
・１Lのますの図をもとに、分数で表せること。 

 

 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

・１Lますの図を使って、分数を視覚的にとらえる。 

  

 

 

 

１．（２分） 
  
 
２．（８分） 
→ワークシート 

 
３．(１０分) 
  
 
４．(１０分) 
→ワークシート 

 
５．(８分) 
 
６．(３分) 
 →ワークシート 
 
７．(４分) 
 →教科書 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．ワークシート問題１に個人で取り組む。 
   
 
３．全体で共有する。 
   
 
４．ワークシート問題２、３に個人で取り組む。 
   
 
５．全体で共有する。 
 
 
６．学習のまとめを書く。 
 
７．問題を解く。（時間があれば） 

教科書P４０⑥，P４１⓻   
 

分数を使ったかさの表し方を調べよう。 



  
 

右の図の水のかさは、             練習問題 Ｐ４０⑤ 

何Ｌといえば                  ①           ② 

よいでしょうか。 

 

 

           

 ・１Ｌのマスを                      １           １ 

  ５等分している。              ・１めもりは４ Ｌ   ・１めもりは６ Ｌ 

    ↓    

        １                １      ３     １     ４ 

  １めもりは、５ Ｌ             ・４ Ｌが３つで４Ｌ   ・６Ｌが４つで６Ｌ 

 

 ・５等分したものが２こ分ある。 

                        練習問題 Ｐ４０⑥ 

  １         ２ 

 ・５ が２こ分だから、５ Ｌとなる。     

                        まとめ １ ２ 

                            ３や５のような数を 

分数といいます。   ２ …分子 

                            ３や５を分母、     ５ …分母 

                            １や２を分子と 

                            いいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３年 ２９－１ 
 
 
 

問題１ 下の図の水のかさは、何Ｌといえばよいでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

問題２ 水のかさは、１めもり何こ分で、何Ｌですか。 

 

問題３ 次のかさだけ色をぬりましょう。また何Ｌですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習のまとめ 

 (        Ｌ) 

 

 理 由 



２９－２． １４.分数を使った大きさの表し方を調べよう（３／６） Ｐ４２～Ｐ４４ 

 

目標  ・分数を数直線に表し、分数の大きさの比較や１ｍをｎ等分したもののｎこ分は１ｍになるこ

とを理解する。 
・３/４ｍと、基準量の３/４の違いについて理解する。（知識・技能） 

 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント               

  
・数直線を用いて、長さを分数で表したり長さの比較をしたりすることができる。 

・基準量に着目し、３/４ｍと基準量３/４ｍの違いがわかるようにする。 

 

 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

・テープ図を使って、分数を視覚的にとらえる。 

  

 

１．（２分） 
  
 
２．（８分） 
→ワークシート 

 
３．(１０分) 
  
 
４．(１０分) 
→ワークシート 

 
５．(８分) 
 
６．(３分) 
 →ワークシート 
 
７．(４分) 
  

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．ワークシート問題１、２に個人で取り組む。 
   
 
３．全体で共有する。 
   
 
４．ワークシート問題３に個人で取り組む。 
   
 
５．全体で共有する。 
 
 
６．学習のまとめを書く。 
 
７．問題を解く。(時間があれば) 
  →教科書P42⓵、P43⓶、P44⓷ 
 

分数を使ったかさの表し方を調べよう。 



  
 

分数を数直線で表してみよう。 

    

 １                      ２  ３  ４ 

・５ｍの２こ分、３こ分、４こ分の長さは、それぞれ５ｍ、５ｍ、５ｍです。 

 

          １ｍ                 １ｍ 

                              

 

 ０                  １                  ２ 

 

 ０   １                  ６ 

     ５                  ５ 

 

 １                    ６  ７ 

・５ｍの６こ分、７こ分……の長さは、それぞれ５ｍ、５ｍ……です。   ５ 

                                      ＝１ 

 ７    ９     ９  ２                   ５ 

・５ ｍと、５ ｍでは、５ｍが５ｍだけ長い。 

 

 

 まとめ 分数も数直線に表すことができます。分数の大きさを確かめるときは、分子の数を比べ 

     るとわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３年 ２９－２ 
 
 
 

問題１ アからエは、それぞれ何ｍですか。 

 

 

 

 

ア＝      ｍ         イ＝      ｍ    

ウ＝      ｍ         エ＝      ｍ 

 

問題２ オからクは、それぞれ何ｍですか。 

オ＝      ｍ        カ＝      ｍ 

キ＝      ｍ        ク＝      ｍ 

 

問題３ アからオは、それぞれ何ｍですか。 

 

ア＝      ｍ         イ＝      ｍ    

ウ＝      ｍ         エ＝      ｍ 

オ＝      ｍ 

 

 

 

 

ア イ ウ エ オ カ キ ク 

学習のまとめ 



３０－１．１４.分数を使った大きさの表し方を調べよう（４／６） Ｐ４５ 

 

目標  ・分母が１０の分数と1/10の位までの小数の関係について理解する。（知識・技能） 
 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント               

  
・分数で表せる大きさと小数の関係をおさえる。 

 

 

 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

・数直線を使って、分数を視覚的にとらえる。 

  

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（８分） 
→ワークシート 

 
３．(１０分) 
  
 
４．(１０分) 
→ワークシート 

 
５．(８分) 
 
６．(３分) 
 →ワークシート 
 
７．(４分) 
  

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．ワークシート問題１、２に個人で取り組む。 
   
 
３．全体で共有する。 
   
 
４．ワークシート問題３に個人で取り組む。 
   
 
５．全体で共有する。 
 
 
６．学習のまとめを書く。 
 
７．問題を解く。(時間があれば) 
  →教科書P4５⓸ 
 

分母が10の分数と小数の大きさについて考えよう。 



  
 

分母が１０の分数の大きさについて考えましょう。 

    

 

     １   ２   ３   ４   ５ 

 ０   10   10   10   10   10                    １  

 

 ０                      0.5              １ 

 

 １                               １ 

・10と0.1は、等しい大きさです。                    ＝ 0.1 

                                 10              

 ５   １                     ５        

・10 は、10 の５こ分。0.5は、0.1の５こ分。だから、10 ＝ 0.5。 

                                  

○同じ大きさの数を、分数と小数で表すことができます。       ０．６ 

                                 一 小  １ 

                                 の 数  10 

                                 位 点  の 

                                      位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３年 ３０－１ 
 
 
 

 

 

 

 

 

問題１   と同じ大きさの小数はいくつでしょうか。 

問題２ 上の数直線の□に、分数、小数を書き入れましょう。そして、下の表にまとめまし

ょう。 

分 数 ０          １     

小 数 ０  

 

        １     

 

問題３ 表を見て考えたことをまとめましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の考え 

まとめ 

１ 
― 
10 



３０－２． １４.分数を使った大きさの表し方を調べよう（５／６） Ｐ４６～Ｐ４７ 

 

目標  ・同分母の分数の加法の計算ができる。（知識・技能） 
 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント               

  
・   をもとにして、整数の計算で求める。 

 

 

 Ⅲ 子供にさせる算数的活動のポイント 

 

・１Lますの図を使って、たし算の計算をしやすくとらえる。 

 
 
 
 

１．（２分） 
  
 
２．（８分） 
→ワークシート 

 
３．(１５分) 
  
 
４．(５分) 
→ワークシート 

 
 
５．(１０分) 
 →ワークシート 
  
６．(５分) 
 →教科書 
 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．ワークシート問題１(１)、(２)に個人で取り組む。 
   
 
３．全体で共有する。 
   
 
４．たし算の計算のしかたについてまとめる。 
   
 
 
５．問題２に取り組み、全体で共有する。 
 
 
６．問題を解く。(時間があれば) 
  →教科書P4６⓵ ほじゅうもんだいP120のコ 
 

分数でもたし算ができるか考えよう。 

１ 
― 
10 



  
                               
分数でたし算もできるか調べよう。        

                        〇   ＋   の計算の仕方を考えよう。 

                           １ 

３     ２         １０が１０こ分と考えると  

○ジュースがパックに10Ｌ、びんに10 Ｌ入って         ７        ３ 

 います。あわせて何Ｌありますか。       ０      10        10 

   ３     ２ 

（式）10 Ｌ ＋ 10 Ｌ            ０                  １ 

  １ 

 ・10 が何こ分で考えると計算できる。       ７    ３   １０ 

                        ・１０ ＋ １０ ＝ １０ 

 

       ＋       ＝          １０ 

                        ・１０ ＝ １ 

 

 

   ３     ２     ５ 

10 Ｌ ＋ 10 Ｌ ＝ 10 Ｌ 

☆同じ分母のたし算では、分母はそのままにし 

  分子だけをたすと計算できます。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 
― 
10 

７ 
― 
10 



３年 ３０－２ 
 
 
 

問題１ ジュースがパックに  Ｌ、びんに  Ｌ入っています。あわせて何Ｌありますか。 

１)  式をかきましょう。 

 

 

(２) 計算の仕方を考えましょう。 

 

 

             ＋         ＝ 

 

 

 

 

上の図を利用して計算しよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題２ 

 

〇   ＋   の計算の仕方を考えよう。 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 
― 
10 

２ 
― 
10 

 たしざんの計算のしかたについてまとめましょう。 

７ 
― 
10 

３ 
― 
10 



３１－１． １４.分数を使った大きさの表し方を調べよう（６／６） Ｐ４６～Ｐ４７ 

 

目標  ・同分母の分数の減法の計算ができる。（知識・技能） 
 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント               

  
・  をもとにして、整数の計算で求める。 

 

 

 Ⅲ 子供にさせる算数的活動のポイント 

 

・１Lますの図を使って、ひき算の計算をしやすくとらえる。 

 
 
 

 

１．（２分） 
  
 
２．（８分） 
→ワークシート 

 
３．(１０分) 
  
 
４．(５分) 
→ワークシート 

 
５．(１５分) 
 →ワークシート 
 
６．(５分) 
 →教科書 
  

１．学習のめあてを伝える 
 
 
２．ワークシート問題１(１)、(２)に個人で取り組む。 
   
 
３．全体で共有する。 
   
 
４．ひき算の計算のしかたについてまとめる。 
   
 
５．問題２を個人で解き、その後、全体で共有する。 
 
 
６．教科書の問題を解く(時間があれば) 
  →教科書P4７⓶ ほじゅうもんだいP120のサ 
 

分数でもたし算ができるか考えよう 

１ 
― 
５ 



  
                               
分数でひき算もできるか調べよう。        

                        〇１－  の計算のしかたについて考えよう。 

 

      ４       ２         

○ジュースが５ Ｌあります。５ Ｌ飲むと、残り    １ 

 は何Ｌになりますか。               ５ 

   ４     ２ 

（式）５ Ｌ － ５ Ｌ            ０                  １ 

  １ 

 ・５ が何こ分で考えると計算できる。          ５ 

                        ・１ ＝ ５ 

       －       ＝ 

                             ３   ５   ３    ２ 

                        ・１ － ５ ＝ ５ － ５  ＝ ５ 

   ４     ２     ２ 

５ Ｌ － ５ Ｌ ＝ ５ Ｌ 

 

☆同じ分母のひき算では、分母はそのままにし 

  分子だけをひくと計算できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 
― 
５ 



３年 ３１－１ 
 
 
 
 

問題１ ジュースが   Ｌあります。  Ｌ飲むとのこりは何Ｌになりますか。 

(１)  式をかきましょう。 

 

 

(２) 計算の仕方を考えましょう。式を図にしてみよう。 

 

 

       －          ＝                      

 

            
 

 

 

 

 

計算をしてみよう 

問題２ 1－
5
3
はいくらになるでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 
― 
５ 

２ 
― 
５ 

 ひきざんの計算のしかたについてまとめましょう 



３１－２． １５.□を使って場面を式に表そう（１／２） Ｐ５１～Ｐ５３ 

 

目標  ・□を使って場面を式に表すことができる。（知識・技能） 
 
 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント               

  
・□を使うと、お話の場面通りに式に表すことができる。 

 
 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

・図を用いて立式を考える。 

 

 

 

 

１．（２分） 
  
 
２．（１０分） 
→ワークシート 

 
３．(１３分) 
  
 
４．(１０分) 
→ワークシート 

 
５．(１０分) 
 
 
 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．ワークシート問題１に個人で取り組む。 
  ・自分の考えをワークシートに書く。 
 
３．全体で考えを共有する。 
  
 
４．ワークシート問題２に個人で取り組む。 

・自分の考えをワークシートに書く。 
 
５．全体で考えを共有する。  
   
 
 

わからない数を□として、たし算の式に表そう。 



  
 

わからない数を□として、たし算の式に表そう。  ○計算カードを何まいか持っています。弟に 

                         １８まいあげたら、のこりは２４まいにな 

○学級文庫の本が３８さつあります。新しい本を   りました。 

 何さつか買ったので、本は全部で５０さつにな     ↓ 

 りました。                   ・持っていた数－あげた数＝のこりの数 

   ↓                     ・図に表すと・・・ 

 ・はじめにあった数＋買った数＝全部の数 

 ・図に表すと・・・                     持っていた□まい 

                 買った 

    はじめの３８さつ     □さつ 

                          あげた１８まい  のこりの２４まい 

 

         全部で５０さつ         ・はじめに持っていた数を□にすると・・・ 

                            □ － １８ ＝ ２４ 

 ・わからない数字を□で表すと・・・          □ ＝ １８ ＋ ２４ ＝ ４２ 

    ３８ ＋ □ ＝ ５０ 

    □ ＝ ５０ － ３８ ＝ １２ 

 

 

まとめ 

わからない数があっても、□を使うと、お話の 

とおりに式に表すことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３年 ３１－２ 
 
 
 

問題１ 下のお話をたし算の式に表しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題２ 下のお話をひき算の式に表しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級文庫に本が38 さつあります。新しい本を何さつか買ったので、本は全部で50 さつにな

りました。 

式 

□はいくつになりますか。 

けんさんは、カードを何まいか持っています。弟に18まいあげたら、のこりは24まいになり

ました。 

式 

□はいくつになりますか。 



３２－１． １５.□を使って場面を式に表そう（２／２） Ｐ５４～Ｐ５５ 

 

目標  ・□を使って場面を式に表すことができる。（知識・技能） 
 
 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント               

  
・□を使うと、お話の場面通りに表すことができる。 

 
 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

・図を用いて立式を考える。 

 

 

 

１．（２分） 
  
 
２．（１０分） 
→ワークシート 

 
３．(１３分) 
  
 
４．(１０分) 
→ワークシート 

 
５．(１０分) 
 
 
 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．ワークシート問題１に個人で取り組む。 
  ・自分の考えをワークシートに書く。 
 
３．全体で考えを共有する。 
  
 
４．ワークシート問題２に個人で取り組む。 

・自分の考えをワークシートに書く。 
 
５．全体で考えを共有する。  
   
 
 

わからない数を□として、かけ算の式に表そう。 



  
 

わからない数を□として、かけ算の式に表そう。   ○絵を見て、次のかけ算の式になるお話をつ 

                         くりましょう。 

○同じ数ずつ、８人でつるをおったら、つるは全   ㋐４×□＝２４  ㋑□×４＝２４ 

 部で３２羽になりました。               ↓ 

    ↓                    ・１台分の人数×何台分＝全体の人数 

 ・１人分の数×何人分＝全部の数          を使って考えてみよう。 

 ・図に表すと・・・                 

          ３２羽            ・４×□の、□は車の台数になる 

   □羽                       ↓ 

                         「４人ずつ車に乗ります。□台で２４人乗 

                          ることができます。」 

 ０   １               ８ 

                         ・□×４の、□は１台にのる人数になる 

 ・わからない数字を□で表すと・・・          ↓ 

    □ × ８ ＝ ３２           「□人ずつ車に乗ります。４台で、２４人 

    □ ＝ ３２ ÷ ８ ＝ ４        乗ることができます。 

 

                           

                           

まとめ 

□を使うと、問題を式に表すことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３年 ３２－１ 
 
 
 

問題１ 下のお話をかけ算の式にあらわしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題２ 絵を見て、次のかけ算の式になるお話をつくりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同じ数ずつ、８人でつるをおったら、つるは全部で３２羽になりました。 

式 

□はいくつになりますか。 

ア ４×□＝２４ 

□はいくつになりますか。 

イ □×４＝２４ 

□はいくつになりますか。 



３２－２． １６.かけ算の筆算を考えよう（１／６） Ｐ５９～Ｐ６１ 

 

目標  ・1位数×何十の計算ができる。（知識・技能） 
 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント               

  
・５×３と10をかける計算を使って求められる。 

・かける数が10倍になると、答えも10倍になる。 

 

 
 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

・数直線をもとに立式を考える。 

 

 
 

１．（１分） 
  
 
２．（７分） 
→ワークシート 

 
３．(１０分) 
  
 
４．(７分) 
→ワークシート 

 
５．(１０分) 
 
６．(３分) 
 →ワークシート 
 
７．(７分) 
 →ワークシート 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．ワークシート問題１、２に取り組む。 
  ・自分の考えをワークシートに書く。 
 
３．全体で考えを共有する。 
  ・児童の考えたパターンをいくつか共有する。 
 
４．ワークシート問題３に取り組む。 

・自分の考えをワークシートに書く。 
 
５．全体で考えを共有する。  
 
６．学習のまとめを書く。 
   
 
７． 今日の学習のたしかめをする。 
   教科書P６１ ⓵、⓶ 

５×３０の計算のしかたを考えよう。 



  
 

５×３０の計算のしかたを考えよう。       まとめ ５×30の答えは、５×３の答えの10 

                            倍になるので、15の右に０を１こつ 

○５人がけの長いすが３０こあります。全部で何      けた数になります。 

人すわれますか。 

 0 5     50     100      □  ○１２×３０の計算のしかたを考えましょう。 

                            ↓ 
                             ×３     ×10 

 0 1     10      20      30   １２ → ３６ → ３６０    

  １こにすわる人数×いすの数＝全部の人数  
                              ×３０ 

 しんじの考え     ゆみの考え 

     5×10                 ・１２×３０ ＝ １２×３×１０ 

 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5  5 5 5 5 5 5 5 5 5 5          ＝  ３６ ×１０ 

5 5 5 5 5 5 5 5 5 5  5 5 5 5 5 5 5 5 5 5          ＝ ３６０ 

5 5 5 5 5 5 5 5 5 5  5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 

     ↓          ↓ 

（５×10）×３＝150  （５×３）×10＝150     練習問題 

     ↓          ↓         教科書Ｐ６１－１，２ 
  ×10  ×３           ×３  ×10 

 ５→５０→１５０    ５→１５→１５０ 

 
    ×30                ×30 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３年 ３２－２ 
 
 
 

問題１ ５人がけの長いすが３０こあります。全部で何人すわれますか。 

                                 

 

式 

 
 

問題２ 上の式の計算のしかた考えましょう。 

 
 
 
 
 
 
 

問題３ １２×３０の答えの求め方を考えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計算のしかたを考えよう。 

学習のまとめ 



３３－１． １６.かけ算の筆算を考えよう（２／６） Ｐ６１～Ｐ６３ 

 

目標  ・２けた×２けたの計算(繰り下がりなし、繰り下がりあり)ができる。（知識・技能） 
 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント               

  
・かける数の２３を２０と３に分けて計算すれば答えを求められる。 

・筆算は、１２×３と１２×２を組み合わせてする。 

 

 
 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

・数直線をもとに立式を考える。 

 

 
 

１．（１分） 
  
 
２．（７分） 
→ワークシート 

 
３．(１０分) 
  
 
４．(７分) 
→ワークシート 

 
５．(１５分) 
 →ワークシート 
筆算のしかたは、繰り返

し行うとよい。 
 
６．(５分) 
 →ワークシート 
 
 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．ワークシート問題１、２に取り組む。 
  ・自分の考えをワークシートに書く。 
 
３．全体で考えを共有する。 
  ・児童の考えたパターンをいくつか共有する。 
 
４．ワークシート問題３に取り組む。 

・自分の考えをワークシートに書く。 
 
５．全体で考えを共有する。  
     
 
 
 
６． 学習のまとめを書く。 
 
 

１２×２３の計算の仕方を考えよう。 



  
 

１２×２３の計算のしかたを考えよう。      ○１２×２３の筆算のしかた 

                         

○１まい１２円の工作用紙を２３まい買います。    １２    ①位をそろえてかく。 

代金はいくらですか。              ×２３     

 

 0 12      120       240  □    １２    ②３×１２＝２６ 

                         ×２３ 

                          ３６←１２×３ 

 0 1       10        20  23      

                          １２    ③２×１２＝２４ 

 １まいのねだん × 買う数 ＝ 代金      ×２３  

                          ３６ 

         １２×２０＝２４０       ２４ ←１２×２０ 

 ・１２×２３   

         １２× ３＝ ３６        １２    ④たし算をする。 

          あわせて ２７６       ×２３     ３６＋２４０＝２７６ 

                          ３６ 

 ・１２×２３＝２７６  答え２７６円      ２４   

                         ２７６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３年 ３３－１ 
 
 
 

問題１ 1まい12円の工作用紙を23まい買います。代金はいくらですか。 

                                 

 
式 

 
 

問題２ 上の式の計算のしかた考えましょう。 

 
 
 
 
 

問題3 筆算のしかたを考えましょう。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

   

 
 

   

 
 

   

 
 

   

 
 

   

 

 
 
 

   

 
 

   

 
 

   

 
 

   

 
 

   

 

学習のまとめ 



３３－２． １６.かけ算の筆算を考えよう（３／６） Ｐ６３ 

 

目標  ・２けた×２けたの計算(繰り下がりなし、繰り下がりあり)ができる。（知識・技能） 
 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント               

  
・前時と同じく、筆算はできる。 

・繰り上がった数を計算に入れることを忘れないように伝える。 

 
 
 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

・数直線をもとに立式を考える。 

 

 

 

１．（２分） 
  
 
２．（７分） 
→ワークシート 

 
３．(５分) 
  
 
４．(７分) 
→ワークシート 

 
５．(５分) 
 →ワークシート 
 
 
６．(３分) 
 →ワークシート 
 
７．(１６分) 
・練習問題用に筆算が書

き込める白紙があると

よい。(ワークシートの

裏もよし) 
 
 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．ワークシート問題１に取り組む。 
  ・自分の考えをワークシートに書く。 
 
３．全体で考えを共有する。 
  ・児童の考えたパターンをいくつか共有する。 
 
４．ワークシート問題２に取り組む。 

・自分の考えをワークシートに書く。 
 
５．全体で考えを共有する。  
     
 
 
 
６． 学習のまとめを書く。 
 
７．教科書の問題を解く。 
  P６３⓷ 

５８×４６の計算の仕方を考えよう。 



  
 
 

５８×４６の筆算のしかたを考えよう。 

                         練習問題 

○５８×４６の筆算のしかた            教科書Ｐ６３－３ 

  

58      ①位をそろえてかく。 

 ×46 

  348…58×６  ②５８×６をする。 

 2320…58×40   ・6×8＝48 4くりあげ 

 2668       ・6×5＝30 30＋4＝34 

         ※くり上がりの数は小さく 

    ５８    かく 

 × ４６ 

  ３４８   ③５８×４０をする。 

 ２３２     ・4×8＝32 3くりあげ 

 ２６６８    ・4×5＝20 20＋3＝23 

 

         ④たし算をする。 

・348＋2320＝2668 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３年 ３３－２ 
 
 
 

問題１ ５８×４６の筆算のしかたを考えましょう。 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題 ２ 筆算をしましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

   

 
 

   

 
 

   

 
 

   

 
 

   

 

 
 
 

   

 
 

   

 
 

   

 
 

   

 
 

   

 

 
 
 

 
３ ６ 

 
 × ４ ７ 
 
 

   

 
 

   

 
 

   

 
 

 
 
 

   

 
 

   

 
 

   

 
 

   

 
 

   

 

学習のまとめ 



３４－１． １６.かけ算の筆算を考えよう（４／６） Ｐ６４ 

 

目標  ・２けた×２けたの計算(末位に０がある計算を簡便に)できる。（知識・技能） 
    ・１けた×２けたの計算ができる。 

 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント               

  
・０をかける計算を工夫したり、かけ算のきまりを使ったりすると計算が簡単にできる。 

・繰り上がった数を計算に入れることを忘れないように伝える。 

 
 
 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

・既習事項をもとにいろいろな筆算の仕方を考える。 

 

 

１．（２分） 
  
 
２．（７分） 
→ワークシート 

 
３．(８分) 
  
 
４．(７分) 
→ワークシート 

 
５．(８分) 
 →ワークシート 
 
 
６．(３分) 
 →ワークシート 
 
７．(１０分) 
・練習問題用に筆算が書

き込める白紙があると

よい。(ワークシートの

裏もよし) 
 
 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．ワークシート問題１に取り組む。 
  ・自分の考えをワークシートに書く。 
 
３．全体で考えを共有する。 
  ・児童の考えたパターンをいくつか共有する。 
 
４．ワークシート問題２に取り組む。 

・自分の考えをワークシートに書く。 
 
５．全体で考えを共有する。  
     
 
 
 
６． 学習のまとめを書く。 
 
７．教科書の問題を解く。 
  P６４⓸、⑤ 

８６×３０の計算の仕方を考えよう。 



  
 

８６×３０の筆算のしかたを考えよう。       ○３×４６の筆算のしかた 

                          

○８６×３０の筆算のしかた            たくやのやりかた  ゆみのやりかた 

  

 みほのやりかた    ひろきのやりかた          ３        ４６ 

                           × ４６      ×  ３ 

     ８６         ８６           １８       １３８ 

   × ３０       × ３０          １２  

     ００       ２５８０          １３８ 

   ２５８    

   ２５８０                  今までとおりの   かけ算のきまりをつ 

                         計算のしかた    かって、かけられる 

 ０を書くのが大変   ３０の１の位の計算は             数とかける数を入れ 

            いらない。                  かえる。 

            ０×６＝０ 

            ０×８＝０なので、 

            答えに０だけを書いて 

            おけばよい 

 

 何十をかける計算は、一の位に０を書いたら、   １けた×２けたの計算は、２けた×１けた 

 続けて十の位の計算をすればよい。        に直して計算すると簡単になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３年 ３４－１ 
 
 
 

問題１ ８６×３０の筆算のしかたを考えましょう。 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題２ ３×４６の計算をしましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

   

 
 

   

 
 

   

 
 

   

 
 

   

 

 
 
 

   

 
 

   

 
 

   

 
 

   

 
 

   

 

 
 
 

  ３ 
 
 × ４ ６ 
 
 

   

 
 

   

 
 

   

 
 

 
 
 

   

 
 

   

 
 

   

 
 

   

 
 

   

 

学習のまとめ 



３４－２． １６.かけ算の筆算を考えよう（５／６） Ｐ６５ 

 

目標  ・３けた×２けたの計算ができる。（知識・技能） 
 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント               

  
・けた数が大きくなっても、同じようにかけ算の筆算はできる。 

・繰り上がった数を計算に入れることを忘れないように伝える。 

 
 
 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

・０～９の数字を使って、□にあてはめる数字を自分で考える。 

 

 

１．（２分） 
  
 
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
 
３．(８分) 
  
 
４．(７分) 
→ワークシート 

 
５．(８分) 
 →ワークシート 
 
６．(７分) 
 →ワークシート 
 
７．(８分) 
・練習問題用に筆算が書

き込める白紙があると

よい。(ワークシートの

裏もよし) 
 
 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
 
２．ワークシート問題１に取り組む。 
  ・自分の考えをワークシートに書く。 
 
 
３．全体で考えを共有する。 
  ・児童の考えたパターンをいくつか共有する。 
 
４．ワークシート問題２に取り組む。 

・自分の考えをワークシートに書く。 
 
５．全体で考えを共有する。  
     
 
 
６． ワークシート問題３に取り組む。 
 
７．教科書の問題を解く。(時間があれば) 
  P６５⑥、⓻ 

□に０から９までの数字をあてはめて式を作ろう。 



  
 

□に０から９までの数字をはめて ○５８７×３４の筆算のしかたを考えよう。 

式をつくろう。 

□□□×□□             ５８７       ５８７        ５８７ 

                  × ３４      × ３４       × ３４ 

子どもが考えた式          ２３４８      ２３４８       ２３４８ 

 ９８７×６５                    １７６１       １７６１  

 １２３×４５                               １９９５８ 

 ９９９×１１ 

 １１１×２２          ①４×５８７を計  ②３０×５８７を ③４×５８７と 

 ３４５×１２           算する。      計算する。    ３０×５８７を 

 ５５５×９９                              あわせる。 

          など     ３けた×２けたの計算も、位に注意すれば、２けた×２けた 

                 の筆算の方法で計算できます。 

                ○７０３×２５の計算のしかたを考えよう。 

 

                     ７０３   ５×３＝１５ ５×０＝０だから１５ 

                    × ２５   ５×７０３＝３５１５ 

                    ３５１５ 

                   １４０６    ２×３＝６ ２×０＝０だから６ 

                   １７５７５   ２×７＝１４で、１４０６になる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３年 ３４－２ 
 
 
 

問題１ □に０から９までの数字をあてはめて、式をつくりましょう。 

□□□×□□・・・？ 

 

 

 

 

問題２ 筆算のしかたを考えましょう。 

 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題３ 問題１で自分の考えた式を計算してみましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  ５ ８ ７ 
 
 ×  ３ ４ 
 
 

    

 
 

    

 
 

    

 

 
 
  ７ ０ ３ 
 
 ×  ２ ５ 
 
 

    

 
 

    

 
 

    

 

考えた式 

 
 
     
 
     
 
 

    

 
 

    

 
 

    

 

 
 
     
 
     
 
 

    

 
 

    

 
 

    

 



３５－１． １６.かけ算の筆算を考えよう（６／６） Ｐ６６ 

 

目標  ・２けた×１けたの暗算ができる。（知識・技能） 
 
 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント               

  
・数をよく見たり、計算のきまりを使ったり、いろいろな工夫で暗算はできる。 

 
 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

・既習事項をもとに、早く、簡単に計算できる方法を考える。 

 

 

 

 

１．（２分） 
  
 
２．（１０分） 
→ワークシート 

 
３．(１３分) 
  
 
４．(１０分) 
→ワークシート 

 
５．(１０分) 
 
 
 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．ワークシート問題１に個人で取り組む。 
  ・自分の考えをワークシートに書く。 
 
３．全体で考えを共有する。 
  
 
４．ワークシート問題２に個人で取り組む。 

・自分の考えをワークシートに書く。 
 
５．全体で考えを共有する。  
   
 
 

暗算のしかたを考えよう。 



  
 

１ふくろ２５こ入りのあめが３ふくろあります。  ○２５０×３の暗算のしかたを考えよう。 

あめは全部で何こですか。             ①２５０＝２５×１０だから 

                          ２５×３を計算し、その答えを１０倍する。 

○２５×３の暗算のしかたを考えよう。        

 ・２５を２０と５に分けると計算できる。     ②２５× ３＝ ７５ 

 ・まず２０×３、次に５×３を計算する。 

 ・そして、あわせると答えになる。        ③７５×１０＝７５０ 

                                      答え ７５０ 

  ２５×３＝７５   ① ２０×３＝６０ 

            ②  ５×３＝１５   ○２５×３０の暗算のしかたを考えよう。 

 20  5                     ①３０＝３×１０だから 

 ① ②          あわせて ７５      ２５×３を計算し、その答えを１０倍する。 

 

                         ②２５× ３＝ ７５ 

○３×２５の暗算のしかたを考えよう。 

 ・同じように２５と２０と５に分けて計算する。  ③７５×１０＝７５０ 

                                      答え ７５０ 

  ３×２５＝７５   ① ３×２０＝６０ 

            ② ３× ５＝１５ 

   20 5 

   ① ②        あわせて ７５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３年 ３５－１ 
 
 
 

問題１ １ふくろ２５こ入りのあめが３ふくろあります。あめは全部で何こありますか。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
    
 
 
 

問題２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

式 

暗算の方法を考えよう。 

２５０×３の暗算の方法を考えよう。 

２５×３０の暗算の方法を考えよう。 



３５－２． 倍の計算（１／１） Ｐ７０～Ｐ７３ 

 

目標  ・①比較量はかけ算で、②倍を求めるにはわり算で、③基準量は□をつかってかけ算の式に表

して、わり算を用いて求めることができるとわかる。（知識・技能） 
 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント               

  
・比較量はかけ算で求めることができる。 
・倍を求めるにはわり算で求めることができる。 
・基準量は、□をつかってかけ算の式に表して、わり算を用いて求めることができる。 
 
 
 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

・テープ図を活用して、問題解決する。 

 

１．（２分） 
 ・“つか”と“あた”

の意味を伝える。 
２．（１５分） 
→ワークシート 

 ・式と答えが書けた

ら、自分の考えを説

明できるようにさ

せたい。 
 
３．(１５分) 
 ・それぞれ5分を目安

におさえていく。 
 ・説明が苦手な児童

は、友達の説明を聞

くだけでもよい。 
 
４．(１３分) 
→ワークシート 

 ・問題 1~３のまとめ

を一斉におさえる

ようにする。 
  

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．ワークシート問題１~３に取り組む。 
  ・式と答えをワークシートに書く。 
 
 
 
 
 
３．全体で考えを共有する。 
  ・どうして、そのような式と答えになったかを、テープ図

を活用して説明する。 
  
 
 
 
４．ワークシートのまとめを書く。 

 
 
 

３つの問題にチャレンジしよう。 



  
 

もとにする大きさの4倍の大きさを求めるには   もとにする大きさの求め方を考えよう。 

どのような計算をすればよいか考えよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※もとにする大きさの4倍のおおきさをもとめる  ※もとにするおおきさをもとめるには、 

ときは、かけ算を使う。            □を使ってかけ算の式に表すと考えやすくなる。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

※何倍かをもとめるときは、わり算を使う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

何倍かを求めるには、どんな計算をすればよい

か考えよう。 



３年 ３５－２ 
 
 
 

問題１ つくえの横の長さは、何ｃｍでしょう。 

 

 

 

 

 

問題２ つくえのたての長さは、つかの何倍でしょう。 

 

 

 

 

問題３ あたの長さは、何ｃｍでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習のまとめ 

問題1をもとめるには、・・・ 

問題2をもとめるには、・・・ 

問題3をもとめるには・・・ 



３６－１． １７.三角形を調べよう（１／３） Ｐ７５～Ｐ７７ 

 

目標  ・二等辺三角形と正三角形の特徴がわかる。（知識・技能） 
    ・二等辺三角形の書き方がわかる。 

 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント               

  
・辺の長さに着目すると、三角形のとくちょうがわかる。 

・コンパスの性質を活用すれば、二等辺三角形を効率よくかける。 

 
 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

・いろいろな三角形の拡大図から仲間分けをする。 

・コンパスを活用した作図方法を体験する。 

 

１．（２分） 
  
 
２．（７分） 
→ワークシート 

 
３．(８分) 
  
 
４．(１０分) 
→ワークシート 

 
５．(１０分) 
 →ワークシート 
 
 
６．(３分) 
 →ワークシート 
 
7．(５分) 
 →教科書 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．ワークシート問題１に取り組む。 
  ・自分の考えをワークシートに書く。 
 
３．全体で考えを共有する。 
  ・児童の考えたパターンをいくつか共有する。 
 
４．ワークシート問題２に取り組む。 

・自分の考えをワークシートに書く。 
 
５．全体で考えを共有する。  
     
 
 
 
６． 学習のまとめを書く。 
 
７．教科書の問題を解く。(時間があれば) 
  P７６⓵P７７⓶ 

三角形の仲間分けをしよう。 



  
 

三角形の辺の長さに目をつけて、三つのなかまに  辺の長さが、３ｃｍ、４ｃｍ、４ｃｍの 

分けました。どんな仲間に分けたのでしょうか。  二等辺三角形のかき方を考えましょう。 

 

                        二等辺三角形のかき方 

                         ① ３ｃｍのアイの辺をかく。 

                         ② アから４ｃｍをコンパスでとる。 

                         ③ イから４ｃｍをコンパスでとる。 

                         ④ ②と③の交わったところをウとする。 

                         ⑤ アとウ、イとウを直線で結ぶ。 

 

                                  ウ  

 

 

 ・ア、イ、ウは２つの辺の長さ等しい。 

 ・エ、オは３つの辺の長さが全部同じ。 

 ・カ、キ、クは、みんな長さがちがう。 

 

 

 ２つの辺の長さが等しい三角形を 

         二等辺三角形といいます。 

 ３つの辺の長さがどれも等しい三角形を 

            正三角形といいます。      ア             イ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３年 ３６－１ 
 
 
 

問題１ どんななかまに分けたのでしょうか。そのわけを考えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題２ 辺の長さが３ｃｍ、４ｃｍ、４ｃｍの二等辺三角形をかきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かき方についてまとめましょう。 

学習のまとめ 



３６－２． １７.三角形を調べよう（２／３） Ｐ７８～Ｐ８１ 

 

目標  ・正三角形の書き方がわかる。（知識・技能） 
    ・円の性質を用いて、二等辺三角形や正三角形を書くことができる。 

 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント               

  
・コンパスの性質を活用すれば、正三角形を効率よくかける。 

・円の半径の長さはどこも等しいことから、同じ辺の長さの三角形が作図できることを伝える。 

 
 
 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

・いろいろな三角形の拡大図から仲間分けをする。 

・コンパスを活用した作図方法を体験する。 

 

１．（２分） 
  
 
２．（７分） 
→ワークシート 

 
３．(８分) 
  
 
４．(１０分) 
→ワークシート 

 
５．(１０分) 
 →ワークシート 
 
 
６．(３分) 
 →ワークシート 
 
7．(５分) 
 →教科書 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．ワークシート問題１に取り組む。 
  ・自分の考えをワークシートに書く。 
 
３．全体で考えを共有する。 
  ・児童の考えたパターンをいくつか共有する。 
 
４．ワークシート問題２に取り組む。 

・自分の考えをワークシートに書く。 
 
５．全体で考えを共有する。  
     
 
 
 
６． 学習のまとめを書く。 
 
７．教科書の問題を解く。(時間があれば) 
  P７６⓵P７７⓶ 

正三角形のかき方を考えよう。 



  
 

１辺の長さが４ｃｍの正三角形のかき方を考えま  円のまわりに２つの点を決めて、三角形をかき 

しょう。                    ましょう。 

  

 ・正三角形は、３つの辺の長さが同じ三角形。               ウ 

 ・二等辺三角形のかき方が使えそうだ。 

 

           ウ              エ 

                                 ア 

                          

                          

                           オ             イ 

                          

    ア            イ 

                          

① ４ｃｍのアイの辺をかく。         ・辺アイ、辺アウは半径だから、必ず 

  ② アから４ｃｍをコンパスでとる。       二等辺三角形ができあがる。 

  ③ イから４ｃｍをコンパスでとる。 

  ④ ②と③の交わったところをウとする。    ・辺エオが半径と同じ長さになれば、 

  ⑤ アとウ、イとウを直線で結ぶ。        正三角形ができあがる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３年 ３６－２ 
 
 
 

問題１ １辺の長さが４ｃｍの正三角形のかき方を考えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題２ 下の空いているところに半径３ｃｍの円をかき、いろいろな三角形をかきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
かくじゅんをまとめましょう。 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

学習のまとめ 

二等辺三角形をかきましょう。 

 

正三角形をかきましょう。 



３７－１． １７.三角形を調べよう（３／３） Ｐ８４～Ｐ８７ 

 

目標  ・角の等しさ、大小について調べることができる。（知識・技能） 
    ・二等辺三角形や正三角形の角の特徴がわかる。 

 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント               

  
・角の大きさは、辺の長さに関係なく、辺の開きぐあいだけできまること。 

・二等辺三角形と正三角形の角のちがいを対比させて理解させること。 

 
 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

・いろいろな三角形の角から相違点を見つける。 

・自分の三角定規を使って角の大きさを調べる。 

 

１．（２分） 
  
 
２．（５分） 
→ワークシート 

 
３．(８分) 
  
 
４．(３分) 
 →ワークシート 
５．(１０分) 
→ワークシートと、ワ

ークシートとは別に

切り抜いてよい用紙

を用意する。 
 
６．(１０分) 
  
 
７．(３分) 
 →ワークシート 
 
８．(４分) 
 →教科書 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．ワークシート問題１に取り組む。 
  ・自分の考えをワークシートに書く。 
 
３．全体で考えを共有する。 
  ・児童の考えたパターンをいくつか共有する。 
 
４． 問題１のまとめを書く。 
 
５．ワークシート問題２に取り組む。 

・自分の考えをワークシートに書く。 
 
 
 
 
６．全体で考えを共有する。  
    
 
７． 問題２のまとめを書く。 
 
８．教科書の問題を解く。(時間があれば) 
  P８５⓵P８７⓶ 

三角形の角の形を調べましょう。 



  
 

三角形のかどの形を調べましょう。        二等辺三角形や正三角形の角の大きさをくら 

                        べましょう。 

○三角じょうぎのかどをうつしとって調べよう 

 

 

   ㋐      ㋑     ㋒ 

 

 

 

 

    ㋓     ㋔     ㋕ 

 

                  辺      まとめ 

  １つのちょう点からでて             二等辺三角形では、２つの角の大きさが 

  いる２つの辺がつくる形を            等しくなっています。 

  角といいます。      角 

                          正三角形では、３つの角の大きさが 

                        すべて等しくなっています。 

     

  角の大きさは、辺の長さに関係なく、 

  辺の開きぐあいで決まる。       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



３年 ３７－１ 
 
 
 

問題１ 角の性質についてまとめてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題２ 二等辺三角形と正三角形を紙に書いて切り抜き、それぞれの角の大きさを比べてみ

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

問題１のまとめ 

角とは 

 

 

角の大きさとは 

 

二等辺三角形 

正三角形 

問題２のまとめ 



３７－２． １８.わかりやすく整理して表そう（１／６） Ｐ９１～Ｐ９２ 

 

目標  ・データを分類整理し、結果を表にまとめることができる。（知識・技能） 
 
 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント               

  
・「正」の字を使うと整理しやすく、数がわかりやすくなること。 

・数が少ないものはまとめて「その他」と表すこと。  

 
 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

 ・表を使ってデータを整理する。 

 

 

 

１．（２分） 
  
 
２．（１０分） 
→ワークシート 

 
３．(１３分) 
  
 
４．(１０分) 
→ワークシート 

 
５．(１０分) 
 
 
 
 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．ワークシート問題１に個人で取り組む。 
  ・自分の考えをワークシートに書く。 
 
３．全体で考えを共有する。 
  
 
４．ワークシート問題２に個人で取り組む。 

・自分の考えをワークシートに書く。 
 
５．全体で考えを共有する。  
   
 
 

表に整理してわかりやすく表そう。 



  
 

けがをした時間とそれぞれの人数を、表に整理し 

てわかりやすく表そう。 

                           

・それぞれのけがをした時間 ・けがをした時間と人数の表を作ろ ・けがをした場所と人数の表 

 を「正」の字を使って数え  う。               を作ろう。 

 よう。            けがをした時間と人数       けがをした場所と人数 

 

 休み時間            時間   人数（人）       場所   人数（人） 

 

 じゅ業中           休み時間              校庭 

 

 放か後            じゅ業中             体育館 

  

 そうじ時間          放か後              ろう下 

 

               そうじ時間              教室 

 

               ①表のだいを書く。         その他 

               ②人数を書く。 

               ③合計と全体の人数を確認する。   トイレのように数の少な 

                                 いところは、その他とし 

                                 てまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３年 ３７－２ 
 
 
 

問題1  Ｐ９１の表を整理しよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題２ P１３３の記録を見て、けがが一番多くいる場所はどこですか。 

「正」を使ってまとめたら、右の表にまとめてみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

 
 

 

 



３８－１． １８.わかりやすく整理して表そう（２／６） Ｐ９３ 

 

目標  ・データを棒グラフに表すことができる。（知識・技能） 
      
 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント               

  
・棒グラフに表すと、棒の長さで、何が多くて何が少ないかが一目でわかる。 

 
 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

 ・棒グラフを使ってデータを整理する。 

 

 

 

１．（２分） 
  
 
２．（１０分） 
→ワークシート 

 
３．(１３分) 
  
 
４．(１０分) 
→ワークシート 

 
５．(１０分) 
 
 
 
 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．ワークシート問題１に個人で取り組む。 
  ・自分の考えをワークシートに書く。 
 
３．全体で考えを共有する。 
  
 
４．ワークシート問題２に個人で取り組む。 

・自分の考えをワークシートに書く。 
 
５．全体で考えを共有する。  
   
 
 

ぼうグラフに表してみよう。 



  

 

前にまとめた表をぼうグラフに表しました。ぼうグラフに表すと、どのようなことがわかりやすく 

なりますか。 

                           

 けがをした時間と人数    けがをした時間と人数      （しほ）けがをした時間と人 

              （人）             （人） 

  時間  人数（人） 

               10               10 

 休み時間          

 

 じゅ業中          5                5 

 

 放か後    

                0  す 切 打 ね       0  す 打 切 ね 

 そうじ時間             り り ぼ ん          り ぼ り ん 

                  き き く ざ          き く き ざ 

                   ず              ず   ず 

 

             ①グラフのだいを書く。     ※多い順にならべたほうが見や 

             ②よこじく「けがのしゅるい」   すい、くらべやすい。 

             ③たてじく「量・人数」 

             ④１めもりが１人を表す。 

  

まとめ ぼうグラフに表すと、何が多くて何が少ないか、ひと目でわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３年 ３８－１ 
 
 
 

問題1表をぼうグラフに表しました。ぼうグラフに表すとどのようなところがわかりやすく

なりますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題２ しほさんのグラフはどのようなくふうをしていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の考え 

自分の考え 



３８－２. １８．わかりやすく整理して表そう（３／６） Ｐ９４～Ｐ９６ 

 

目標  ・表から棒グラフに書きうつすことができる。（知識・技能） 
      
 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント               

  
・表題は先に書いてよい。 

・「その他」は数が多くても、最後に書いてよい。 

 
 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

 ・棒グラフを実際に描いて表す。 

 

 

１．（２分） 
  
 
２．（１０分） 
→ワークシート 

 
３．(１５分) 
  
 
４．(３分) 
→ワークシート 

 
５．(１５分) 
 →教科書 
 
 
 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．ワークシート問題１に個人で取り組む。 
  ・自分の考えをワークシートに書く。 
 
３．全体で考えを共有する。 
  
 
４．学習のまとめを書く。 
 
５．教科書P９６⓶の問題を解く。 
 
 

ぼうグラフをかいてみよう。 



  
 

９２ページの２の表を、ぼうグラフに表しましょう。 

                            練習問題 

○ぼうグラフのかき方                  教科書Ｐ９６⓶ 

 たんい  表題 ⑤     ①横にしゅるいを書く。 

 □ 

 ③     ④       ②いちばん多い数がかけ 

               るように、たてじくの 

 □             １めもりの数を決める。 

 ② 

              ③めもりの数とたんいを 

 □             書く。 

 

              ④数にあわせて、ぼうを 

 □             かく。 

            そ ⑤表題を書く。 

①          の   

            他 

 

 ※ その他は多くても、最後に書く。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



３年 ３８－２ 
 
 
 

問題１ ９２ページの２の表を、ぼうグラフに表しましょう。 

(１) ぼうグラフをかくには、どんなことを考えなければならないですか。 

 

 

(２) 手順にしたがって、ぼうグラフをかいてみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場 所 校 庭 体育館 ろう下 教 室 その他 合 計 

人数(人)  １３   ７   ５   ３   ２  ３０ 

 かく順番をまとめよう。 

 

① 

 

② 

 

③ 

 

④ 

 

⑤ 

 

 

 

 



３９－１. １８．わかりやすく整理して表そう（４／６） Ｐ９７～P９８ 

 

目標  ・横軸の棒グラフを読み取ることができる。（知識・技能） 
      
 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント               

  
・横になった棒グラフもひとめもりに注意しながら同じように読み取ること。 

 
 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

 ・横軸の棒グラフを使ってグラフを読み取る。 

 

 

 
 

１．（２分） 
  
 
２．（１０分） 
→ワークシート 

 
３．(１５分) 
  
 
４．(３分) 
→ワークシート 

 
５．(１５分) 
 →教科書 
 
 
 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．ワークシート問題１に個人で取り組む。 
  ・自分の考えをワークシートに書く。 
 
３．全体で考えを共有する。 
  
 
４．学習のまとめを書く。 
 
５．教科書P９８⓶、⓷の問題を解く。 
 
 

横になったぼうグラフをよみとろう。 



  
 

りえさんが先週、家で読書をした時間をグラフに表しました。グラフを読みましょう。 

 

○横になったぼうグラフを読みとろう。             横になったぼうグラフも、ひと 

                              めもりに注意しながら、同じよ 

 家で読書をした時間                    うに読みとることができる。 

  ０   10   20   30   40   50   60（分） 

 月 

 火                             練習問題 

 水                             教科書Ｐ９８－⓶，③ 

 木 

 金 

 土 

 日  

 

 

 ・２めもりで１０分→１めもり５分 

・土曜日が一番読書をした。→５５分 

・月曜日は４０分、火曜日は３５分、水曜日は５０分。 

  木曜日は３０分、金曜日は４５分、日曜日は２５分。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３年 ３９－１ 
 
 
 

問題１ 下のグラフは、りえさんが先週、家で読書をした時間を表したものです。グラフを

よみましょう。 

                        

(１)グラフの１めもりは、何分を 

  表していますか。 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

(２) 読書した時間を曜日のじゅんにいいましょう。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

月曜日      分     火曜日      分 

水曜日      分     木曜日      分 

金曜日      分     土曜日      分 

日曜日      分 

学習のまとめ 



３９－２. １８．わかりやすく整理して表そう（５／６） Ｐ９９～Ｐ１００ 

 

目標  ・1めもりの表す大きさがそれぞれ違う棒グラフを読み取ることができる。（知識・技能） 
      
 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント               

  
・何を表したいかによって、１めもりの大きさを考えることをおさえる。 

 
 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

 ・１めもりが表す数が違う３つの棒グラフを比べながら読み取る。 

 

 

 

１．（２分） 
  
 
２．（１５分） 
→ワークシート 

 
３．(２５分) 
 3人のグラフの違いに

ついて気づいたことな

どをよく話し合う時間

としたい。 
 
４．(３分) 
→ワークシート 

 
 
 
 
 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．ワークシート問題１に個人で取り組む。 
  ・自分の考えをワークシートに書く。 
 
３．全体で考えを共有する。 
   
 
 
 
 
４．学習のまとめを書く。 
 
 
 

3人のかいたぼうグラフをよみとろう。 



  
 

３人は、けがをした時間と人数を、それぞれグラフに表しま  （子どもの考え） 

した。３人のかいたグラフをくらべましょう。         ・１めもりがそれぞれちがう。 

                                 あやか→２人 

（あやか）    （りえ）     （たけし）          たけし→３人 

 けがをした    けがをした    けがをした          りえ→５人 

 時間と人数    時間と人数    時間と人数           

20        50        100            

                              ・あやかさんのグラフは１めもり 

         40                     の数が小さいので、ちがいが長 

                               くなる。 

         30                                        ・たけしさんのグラフはどれも 

10                  50           ぼうの先がめもりにぴったり。 

         20                      

                             

         10                     

                               

０        ０         ０ 

  休 放 じ     休 放 じ     休 放 じ 

  み 課 ゅ     み 課 ゅ     み 課 ゅ まとめ 

  間   中     間   中     間   中     見やすいグラフにするには、 

                              何を表したいかによって、 

                             １めもりの大きさを考えるとよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３年 ３９－２ 
 
 
 

問題１ ３人は、けがをした時間と人数を、それぞれグラフに表しました。３人のかいた 

  グラフをくらべましょう。 

 

 

 

 

 

(１) ３つのグラフをくらべて、気づいたことをいいましょう。 

 

 

 

(２) 多い、少ないがわかりやすいのはだれのグラフですか。 

 

 

 

 

(３) 人数がいちばんわかりやすいのはだれのグラフですか。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

私は(         )と考えます。りゆうは 

 

学習のまとめ 

 

私は(         )と考えます。りゆうは 

 



４０－１. １８．わかりやすく整理して表そう（６／６） Ｐ１０１ 

 

目標  ・一次元表を組み合わせた簡単な二次元表を読み取ることができる。（知識・技能） 
      
 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント               

  
・１つの表にまとめると、全体の様子がよくわかることをおさえる。 

 
 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

 ・二次元表から表を読み取ること。 

 

 

 

１．（２分） 
  
 
２．（１５分） 
→ワークシート 

 
３．(２５分) 
 気づいたことやよさ

などよく話し合う時間

としたい。 
 
４．(３分) 
→ワークシート 

 
 
 
 
 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
２．ワークシート問題１に個人で取り組む。 
  ・自分の考えをワークシートに書く。 
 
３．全体で考えを共有する。 
   
 
 
 
 
４．学習のまとめを書く。 
 
 
 

1つの表にまとめられたグラフをよみとろう。 



  
 

11月、12月、１月にけがをした３年生の人数を、けがの 

しゅるいごとにまとめました。３か月で、いちばん多いけ  全体のようすがわかるように、１つの 

がは何ですか。                     表にまとめよう。 

                                 

                              けが調べ（11～１月） 

 けが調べ（11月）けが調べ（12月） けが調べ（１月）       11月 12月 １月 合計 

 しゅるい 人数  しゅるい 人数  しゅるい 人数   すりきず  ７  ９ １２  

 すりきず  ７  すりきず  ９  すりきず １２   切りきず  ３ 

 切りきず  ３  切りきず  ５  切りきず  ４   打ぼく 

 打ぼく   ５  打ぼく  １０  打ぼく   ６   その他 

その他   ６  その他   ８  その他   ７   合計            ㋐ 

 合計   ２１  合計   ３２  合計   ２９     

                            ①それぞれの月に人数を入れる。 

 ・月ごとではよくわかるけれど、３ヶ月ではよくわか   ②たてと横とそれぞれ合計を入れる。 

  らない。                      ③うは、全体の合計８２になる。 

 

 ・３ヶ月でくらべるのなら、３ヶ月分をまとめたほう 

がいい。 

                       など   １つの表にまとめると、全体のようす 

                            がわかりやすくなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３年 ４０－１ 
 
 
 

問題 下の表は、１１月、１２月、１月にけがをした３年生の人数を、けがのしゅるいごと

にまとめたものです。３か月で一番多いけがは何ですか。 

 

 

 

 

 

(１) ３つの表を見てわかったことを書きましょう。 

 

 

 

 

(２) 全体が分かるように１つの表にまとめましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習のまとめ 

○うは何を表わ

しています

か。 



４０－２. そろばん（１／１） Ｐ１０５～Ｐ１０７ 

 

目標  ・そろばんの各部分の名称を知り、基本的なたし算や引き算ができる。（知識・技能） 
      
 
Ⅰ 本時の流れ 

学 習 活 動                留 意 点 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
指導のポイント               

  
・そろばんの各名称をおさえる。 

・そろばんを活用して計算できる。 

 
 Ⅲ 子どもにさせる算数的活動のポイント 

 

 ・そろばんの活用。 

 

 

 

１．（２分） 
  
 
 
２．（１３分） 
→ワークシート 

 
 
 
 
３．(３０分) 
たし算のしかた、引き算

のしかたの説明に時間

をかけたい。 
 
そろばんを使用する時

間をたくさん確保した

い。 
 
 
 
 
 
 
 

１．学習のめあてを伝える。 
 
 
 
２．ワークシート問題１に全体で取り組む。 
  ・先生からの説明をワークシートに書く。 
 
 
   
 
３．P１０６、P１０７の問題を解く。 
 
 
 

そろばんの使い方を知ろう。 



  
 

そろばんの使い方を知ろう          ○たし算のしかた 

                       ６４＋２３ 

○そろばんの各部分の名前（そろばん図）    ①64を入れる②23の20をたす③23の3をたす 

                       ７０＋４８ 

 けた  はり   定位点    五だま   ①70を入れる②48の40をたす③48の8をたす  

 

                      ○ひき算のしかた 

                       ６４－２３ 

                       ①64を入れる②23の20をひく③23の3をひく 

                       ７０－４８ 

                       ①70を入れる②48の40をひく③48の8をひく 

 

      わく     一だま      ○小数や大きい数の計算    定位点 

 

○数の入れ方・とり方                         ・ 

  

    人さし指で     人さし指で     一              小  小 

       入れる        とる    万  千  百  十  一  数  数 

    親指で入れる    人さし指で     の  の  の  の  の  第  第 

        とる    位  位  位  位  位  一  二 

                                位  位 

※ 小数や大きい数でも同じように計算できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３年 ４０－２ 
 
 
 

問１ そろばんを使った数の表わし方や、計算のしかたを見てみよう。 

(１) そろばん部分の名前を書こう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)  下の数をよみましょう。 

 
 
 
 
 


